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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『硝子ガラスの杜もり』












　　　　一




　その場所は硝子ガラスの杜もりと呼ばれていた。冬になると、樹き々ぎの梢こずえについた氷が、風に吹ふかれてシャラシャラと硝子のように鳴る。それが名前の由来である。

　古くは禁きん域いきとされたその杜には、いつの頃ころからか小さな工こう房ぼうがあった。澄すんだ大気と水、それに清せい浄じような霊れい気きが満ちるこの地に目をつけた錬れん金きん術じゆつ士しの工房だ。

　そして。そこが彼女の生まれた場所だった。




　ガラガラという音を立てて『夕ゆう凪なぎ』の戸が引きあけられた。

「いらっしゃいませ」

　コウは営えい業ぎよう用の笑え顔がおを浮かべて戸口をふりむいた。

　客は若わかい女だった。濡ぬれたような黒くろ髪かみをゆったりと編あみ、大きめの眼鏡めがねをかけている。眼鏡の奥おくの瞳は鮮あざやかな紅あかだった。彼女は、店内をぐるりと見回すと、一番奥の席へむかった。

　女は席につくと、肩かたにかけた布ぬの袋ぶくろをおろした。ガチャリ、と何やら重い音がひびく。

「お酒……出来るだけ強いの」

　注文をとりにいったコウに女は短く告げた。

「何かお食事は？」

「いらない」

　面めん倒どうくさそうに女が手をふった。

「ですが……」

　身体からだに悪いですよ、といいかけたコウの言葉を女がさえぎった。

「いいから」

　強ごう引いんな口調で女が言う。コウは軽く肩をすくめた。……まあ、時には変わった客がくることもある。酒をだす店なんてそんなものだ。

　コウは、酒さか瓶びんを取りに店の奥へとむかった。




　店内は奇き妙みような緊きん張ちよう感かんにつつまれていた。

　原げん因いんは、奥の席に陣じん取どっている若い女である。彼女の卓子つくえの上には空になった酒瓶が小さな林となっていた。

　大の男でもぶっ倒たおれるほどの酒量である。だが、女は顔色一つ変えていない。水でも飲むように、火がつくほど強い酒をあけている。

　ザル……いやワクだな。

　そんなささやきが店内のあちこちで交かわされている。好こう奇きに満ちた視し線せんを全く意に介かいせず、女は新しい酒瓶に手をつけた。手て酌じやくでたて続けにあおる。ほとんど一息に瓶の半分ほどが空になった。

　一体、どんな内ない臓ぞうをしているんだろう。

　少々あきれながら、コウは追加注文された酒瓶を取りに調理場へとはいった。

「く！」

　唐とう突とつに調理場でうめき声が上がった。ただならぬ雰ふん囲い気きにコウがふりむく。まな板の前で、『夕凪』の主人が左手を押おさえて顔をしかめていた。押さえた指の間から紅あかい血が零こぼれて滴したたる。

「店長!?」

　コウは慌あわてて主人に駆かけよる。大だい丈じよう夫ぶだ、と主人は言ったが、その間にもまな板の上に点々と紅い染しみがひろがった。まな板の上には主人愛用の大おお出で刃ばと割わりかけの鯛たいの頭がある。どうやら、力まかせに鯛の頭を割ろうとして刃は先さきを押さえる左手をすべらせたらしい。

　力が入っている時に手をすべらせたため、傷きずはかなり深いようだった。圧あつ迫ぱくしたぐらいでは血は止まってくれそうにない。

「止血を……」

　コウは混こん乱らんする頭を急いでまとめた。村の呪まじない士の手伝いで呪じゆ医いの真ま似ね事ごとをしていたことがある。だが、薬の調合やすり傷の手当て程てい度どならともかく、ここまで深い傷にひとりで対たい処しよするのは初めてだ。

「大丈夫？」

　不意に、聞きなれない声が調理場にひびいた。ふりむくと、例の女が調理場をのぞきこんでいる。

「怪け我がしたの？　見せて」

　有う無むをいわせず彼女は調理場にはいりこんできた。訝いぶかしげな視線を向ける主人に「大丈夫。私は呪医だから」とうなずいてみせる。

「派は手でにやったなぁ……骨はそれてるけど、刃先が貫かん通つうしちゃってる」

　半ば強引に主人の左手を看みて、女が眉まゆをひそめた。

「こりゃ、縫ぬわなきゃだめか。……そこの君」

「……僕ぼく？」

「他に誰がいるの。私の荷物を持ってきて」

「……ああ」

　女の迫はく力りよくに圧おされるように、コウはうなずいて走りだした。




　女は手早く傷口を消毒し、縫ほう合ごうした。見かけによらず、腕うでは確たしかなようだ。

「……これでよし。深い傷だけど、血管も筋すじも外れてるから心配しなくて大丈夫」

　包帯をまき、その上から治ち癒ゆ符ふをはる。

　ありがとう、と主人が礼をいった。

「気にしないで。困こまった時はお互たがい様だから」

　女がぱたぱたと手をふる。

「傷のせいで熱が出るかもしれないから、今日はもう休んだ方がいいと思う」

　主人は素す直なおにうなずいた。あとはまかせた、と言い置いて奥おくへひっこむ。

「しまった……後は僕がひとりでやるのか」

　顔を手の平でおおってコウがつぶやく。調理場も店内も散らかったままだ。どう考えてもコウ一人の手にはあまる仕事量である。だが、『夕凪』には他ほかに人手がないのだからしかたがない。

　とりあえず、お客さんには事じ情じようを説明して料理の注文を終しゆう了りようさせてもらう。店の都合を客におしつけるのは、商売上かなり問題があるような気もするが、他にどうしようもない。小さな店ならではの特とつ権けんということで強引に納なつ得とくする。

「ああ、そういえば……」

　コウはまだ調理場に居い座すわっていた女にむきなおった。

「治ち療りよう費ひなんだけど。いくらかな？」

「うん？……そうねぇ、酒代とチャラってことでいいよ」

　そう答えながら、女は勝手に棚たなにならぶ酒さか瓶びんに手をのばした。どうやら、それも治療費のうちということらしい。

「そういう訳わけにもいかないだろう」

　コウは、呆あきれ顔で酒瓶の封ふうを切る女を見た。あれだけ吞のんで、まだ足りないというのだろうか。

「よくは知らないけど、結けつ構こうするんだろ？　そういうのって」

　どうやら、この女はモグリの類たぐいのようだが、腕はそれなりに確かだ。やはり相そう応おうの代金が必要になるだろう。

「……そう？　だったらお願いしようかな」

　女は悪戯いたずらっぽく微わ笑らった。

「実は、まだ宿が決まってないんだ。今から探さがすのも大変だし、物置でもいいから今こん晩ばん泊とめてくれない？」




　女の名前はシーラといった。主人に了りよう解かいをとり、彼女は正式に『夕凪』の泊まり客となった。

　とりあえず、二階の空き部屋を大急ぎでかたづけ、そこに寝ねてもらうことにした。かなり久ひさしぶりに、椅い子すやら卓子つくえやらがごちゃごちゃと積みあげられた部屋の扉とびらをあける。

「まさか、本当に物置に泊められるとは思わなかったなぁ」

　部屋をのぞきこんだシーラが呆れた顔をした。

「悪い。……僕の部屋とかわってもいいんだが、こっちの方がまだマシだから」

　コウは散らかり放題の自分の部屋を思いうかべた。あの部屋を人に見せられる状じよう態たいにするよりは、予よ備びの椅子や卓子つくえを片づける方がまだしも現実的である。

「古いけど、寝しん台だいは使えると思う。……たまには布団ふとんも干ほしてたし」

『夕凪』の建物は、もとは旅籠はたごかなにかだったらしく、使いもしない寝台が空き部屋にゴロゴロと転がっていたりする。……捨すてるのも面めん倒どうなので放ほうっておいたのだが、はじめて役にたった。

「……まあ、野宿よりはいいか」

　あきらめたようにシーラはつぶやいた。




　　　　二




　店長が怪け我がをしたからといって店を休むわけにもいかない。

　水仕事ができない店長にかわり、食材の下した処しよ理りはコウの仕事になった。ここへ雇やとわれて数ヶ月、それなりに包丁の練習はしてきたが、仕事の速さと綺き麗れいさでは店長に比くらべるべくもない。

「この！　いい加か減げんに観念しろっ」

　コウは食材として仕入れてきた蛸たこと格かく闘とうしていた。活いきがいいのはよいが、ぐねぐねと逃にげまわる蛸にコウは苦戦を強しいられていた。まな板にはりついて抵てい抗こうする蛸の頭部を強引にひっくり返し、内ない臓ぞうを包丁で外す。卵たまごは後で塩ゆでにするので、膜まくを破やぶらないように注意して切りとった。

　頭と脚あしを切りはなし、目玉を取る。嘴くちばしを外して脚を切りわけた。切りわけられてもなおぐねぐねと動く様はかなり不気味だ。

「店長！　後、たのみます」

　本当は皮をむいて薄うす造づくりにするのだが、コウの腕うでではまだ無理なので、あとは店長にまかせる。

　陽ひはすでにかなり高い。だが、開店準じゆん備びは半分も終わっていなかった。このままだと、昼食時の開店時間に間に合わない公算が大きい。

　その時。コツコツという足音が階上からおりてきた。

「手伝おっか？」

　ひょい、と調理場に顔を出したのはシーラだった。その髪かみはけぶるような銀色だ。はじめて見た時は驚おどろいたが、その色が彼女の地毛であるらしかった。出歩く時は目立たないように黒く染そめているのだが、健康のためにこまめに落とすようにしているのだという。髪の色がそう簡かん単たんに落ちるものなのかとコウは疑ぎ問もんに思ったが、シーラの答えは「私の髪かみ質しつは特別なの」というものだった。

　コウは少し考えこんだ。治ち療りよう費ひをまけてもらった上に仕事を頼たのむのも気が引けるが、背せに腹はらはかえられない。

「……すまない。頼む」

「で、私は何をすればいいの？　あ、言っておくけど料理はダメだからね。私、味がわからないんだ」
















　コウは素す早ばやく頭をめぐらせた。

「店内の掃そう除じ、たのめるかな」

「まかせて」

　なぜか嬉うれしそうに彼女は返事をした。




「疲つかれた……」

　コウは卓子つくえの上につっぷした。まだ、調理場の後あと片かたづけが残っているが、その前に一息入れないと身がもたない。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　酒さか瓶びんを抱かかえたシーラがコウの頭の上から声をかけた。黒く染めた髪をきっちりと結ゆい上げて、その上から三さん角かく巾きんをかぶっている。結局、彼女には給きゆう仕じまで手伝ってもらうことになった。

「うー、あんまり大丈夫じゃない……」

　コウが顔をあげて答える。正直言って、『夕凪』の主人に一いつ刻こくも早く復ふつ帰きしてもらわないと、身体からだを壊こわしてしまいそうだ。

「あはは、若わかいのに情けないね」

　コウの向かいに腰こしをおろしながらシーラが笑う。そう言う彼女は疲れている素そ振ぶりもない。

「……君は元気だな」

　はあ、とコウはため息をついた。

「まあね。体力には自信あるんだ。……それに、こういうのって結けつ構こう楽しいし」

「楽しい、ねぇ」

「何よ？　コウ君だって好きでやってるんじゃないの？」

「……食べるためにしかたなくだよ」

　少なくとも、田舎いなかから出てきた時点では居い酒ざか屋やで働くつもりなど微み塵じんもなかった。

「そうなの？」

　よくわからないという顔をしてシーラは酒を湯飲みに注いだ。

「僕は錬れん金きん術じゆつ士しになりたくて王都にでてきたんだ」

「それが、どうして居酒屋で働いてるのよ？」

「それは、まあ、色々とあって……」

　ごにょごにょとコウは口の中で言った。実は、住みこんでいた工こう房ぼうを借金のカタに取られて追いだされたのだが、できればそのことは黙だまっておきたい。

　ふぅん、とシーラが眉まゆ根ねをよせた。

「……人間って、時々よくわからない事するよね」

「なんだそりゃ」

「なんでもない」

　誤ご魔ま化かすようにシーラは酒をあおった。

「そんな、酒ばっかり飲んでると身体に悪いぞ」

「いいの。私の場合、お酒があれば生きていけるから」

「……仮かりにも呪じゆ医いのセリフとは思えんな」

　コウは立ちあがると、飯台越しに調理台に手をのばした。冷や飯と残り物の刺さし身みをとりあげる。

「君も食べるだろう？」

　返事を待たずに、碗わんと箸はしを二組並べた。冷や飯を碗に盛もり、その上に刺身をのせる。刺身の表面は乾かわいて変色していたが、そんな事は今のコウにとって大した問題ではない。

　コウは、あまり物のショウガとワサビを刺身の上に落とし、醬しよう油ゆをかけた。飯台の上に出しっぱなしになっていた急きゆう須すから出がらしの茶をそそぐ。熱湯をかけられた刺身が一いつ瞬しゆんにして白く変色した。湯気と共に醬油の香こうばしい匂においがたちのぼる。

　昼食ぬきだったため、空くう腹ふくは耐たえがたいものになっていた。コウは、火傷やけどするほど熱いのにもかまわず茶ちや漬づけをかきこんだ。

「ふう……」

　コウが大きく溜ため息いきをついた。満腹にはほど遠いが、とりあえず一息つくことができた。

「おいしい？」

　シーラがコウの顔をのぞきこむようにしてたずねた。

「ああ」

　ふたたび碗に冷や飯を盛りながらコウがうなずく。

「空腹は最高の調味料ってね」

「ふーん」

　シーラが複ふく雑ざつな顔をする。

「……もしかして、生魚ダメとか？」

「そうじゃないけど」

　シーラは何かを決心するようにうなずいた。

「やっぱり私ももらおうかな」

　コウのまねをして手早く茶漬けを作る。

「いただきます」

　シーラは行ぎよう儀ぎよく両手をあわせた。神しん妙みような顔をして、茶漬けの上にのっている刺身を一口食べる。

「……これが美お味いしいってことか」

「？」

　何やら奇き妙みような言い回しである。

「そう言えば、君はどこから来たんだ？」

　ふと、コウはそんな事をきいてみた。目の前にいる異い国こく風ふうの娘むすめの生おい立ちに興きよう味みをおぼえたのだ。

「……ずっと北から」

　少しの間があって、シーラはそう答えた。

「へえ？　どんな所？」

「とても寒い場所でね。冬になると梢こずえについた氷がシャラシャラ鳴るの」

「情じよう緒ちよ的だね」

「そう？……住んでる人には迷めい惑わくなだけだよ。うるさいし、落ちてくると危あぶないし」

「……身も蓋ふたもないな」

「生きるってのはそういう事よ」

　茶ちや化かすようにシーラが言った。




　　　　三




　幸い、次の日は定例の店休日だった。この時ばかりは商売っ気のない主人の営えい業ぎよう方ほう針しんに感かん謝しやする。

　シーラは店内の椅い子すに座すわって、ダシ用の煮に干ぼしを裂さいていた。頭を取って二つに裂き、はらわたを抜ぬく。単調な上にかなり面めん倒どうな作業だが、嫌いやがる風もなく黙もく々もくとこなしていく。

「やっと終わったぁ……」

　残っていた後あと片かたづけと店内の掃そう除じ、それに明日の準じゆん備びを済すませて、コウはようやく一息ついた。

「……せめて後一人、人手が欲ほしいなぁ」

　吐と息いきまじりにそうつぶやく。

「新しく雇やとう予定はないの？」

　煮干しを裂く手を止めずにシーラがたずねた。

「そういう事は店長にきいてくれ。……まあ、こんな場末の吞のみ屋で働きたいなんて物好きはいないと思うけど」

「そう？　私はやり甲が斐いのある仕事だと思うけどなぁ」

　コウは煮干しを裂いているシーラの横顔を見た。どうやら本気でそう思っているらしい。……目新しい経けい験けんだから楽しく感じられるのだろうか。

「一いち応おう、僕ぼくなりに考えている事はあるんだけどね」

「へぇ？」

「でも、ちょっと行き詰づまっててさ」

　そこで、コウはふと思いついた。

「……なあ、シーラは錬れん金きん術じゆつにも詳くわしいのか？」

　呪じゆ医いも錬金術士も魔ま術じゆつや薬学を応用して生計たつきをたてるという点では似たようなものである。実じつ際さい、多くの錬金術士が副ふく業ぎようとして呪医の真ま似ね事ごとをして生活の足しにしている。

「うん？……そうねぇ」

　シーラは手を止めて考えこんだ。

「……まあ、基き本ほん的な事なら。魔術は得意じゃないから、呪法とか儀ぎ式しきについてきかれても困こまるけど」

「じゃあ、自動人形の事はわかるかな？」

「…………」

　シーラが複ふく雑ざつな顔をしてコウを見た。

「どうかしたのか？」

「……ううん、別に。どうもしないよ」

　彼女は首を左右にふる。

「ただ、コウ君がそういうのに興きよう味みあるってのが意外だっただけ」

　自動人形は、大たい抵ていの人に嫌けん悪おされている。量産型の自動人形が軍の兵器として開発されたという経けい緯いもあり、『人殺し』の印象がつきまとうためだ。

「そうかな？　たとえ兵器として開発されたんだとしても、凄すごいものは凄いと思わないか？」

「そういう言い方はやめて。あの子たちは兵器なんかじゃないんだから」

　不意に強い口調でシーラが言った。険けんのある目つきでコウをにらむ。

「？　どうしたんだ、急に？」

「なんでもない。……それで？　人形がどうかしたの？」

　不ふ機き嫌げんな調子でシーラが訊きく。

「ああ、うん。……君に見て貰もらいたい物があるんだ」

　なんとなくとりつくろうようにコウは言った。




　コウは工こう房ぼうの扉とびらをあけた。『工房』と言っても元はただの物置で、主人の許きよ可かをもらってコウが色々と機材を運びこんだだけだ。隙すき間まだらけのほったて小屋で、大風が吹ふいたりするとすぐに内な部かが埃ほこりだらけになる。

　薄うす暗ぐらい工房の中央に、あまった卓子つくえを流用した作業台があった。その上に一体の自動人形が横たわっている。人形の躰からだ中を導どう線せんや管がはいまわり、左目はぽっかりとした空くう洞どうになっていた。

「驚おどろいたなぁ。……なるほど、この子が君の作品第一号ってわけだ」

　人形を見たシーラが感心した声をあげる。

「まあね。……完成すれば、だけど」

　この人形は工業地区の廃はい棄き物ぶつ置き場で見つけたものだ。手足がほぼ完全な人形が見つかった事にコウは驚きよう喜きした。しかし、当然の事ながら、人形の躰は重要な部品がごっそりとはずされていた。他の人形の予よ備び部品にするか、ガラクタ屋に売り払はらうかしたのだろう。

　廃棄物置き場やガラクタ屋を漁あさり、どうにかここまでこぎ着けたのは奇き跡せきに近い。だが、ここまで来て、彼は一つの壁かべにぶつかっていた。

　コウは手早く人形に計器をつないだ。表ひよう示じ板ばんに複雑な図形がうかびあがる。

「同調がうまくいかないんだ」

「へえ？」

　コウは、独どく学がくで一通りの知ち識しきを身につけていたが、それがそのまま実地で通用するほど世の中は甘あまくない。寄よせ集めの擬ぎ体たいにガラクタ屋で見つけてきた霊りよう子し脳のうという組み合わせは、彼の手にはあまる代しろ物ものだった。

「ふぅん……霊あ子た脳まが死んでる訳わけじゃないみたいね」

　表示板を見ながらシーラがつぶやく。

「なんとかなりそうか？」

　コウが不安げに訊く。ここまで手をかけたからというのもあるが、この人形に対して奇き妙みような愛着のようなものを感じていた。もしかすると、無意識のうちに、ゴミ捨て場に打ち捨てられていた人形に、先行きの見えない自分の境きよう遇ぐうを重ねあわせているのかもしれない。

　シーラが何事か考えるように眉まゆ根ねをよせた。

「そうね。ちょっと任まかせてもらえるかな？　どうにか出来るかもしれない」

「いいけど」

「じゃあ、悪いけど外に出てて。……のぞいたりしちゃダメだからね」




　シーラに追いだされたコウは工房の入り口に所しよ在ざいなく立っていた。べつに、ここで待たなくてもよさそうなものだが、気になるのだからしかたがない。

「入っていいよ」

　工房の入り口をあけてシーラが顔をだした。

「……やっぱり気になるんだ？」

　暦こよみのうえでは春とはいえ、まだ風は冷たい。寒風にふかれて鼻の頭を赤くしているコウを見て、シーラがおかしそうに笑った。

「そりゃあ、まあ」

「素す直なおでよろしい」

　えらそうに言って、シーラは道をあけた。コウは、工房の入り口で沓くつをぬいで、作業台に横たわる人形に歩みよった。

「…………」

　コウは素す早ばやく計器に目を走らせた。計器の表示は、霊子脳と擬ぎ体たいが完全に同調している事を示している。

「どうやったんだ？」

「企き業ぎよう秘ひ密みつ」

　シーラがいたずらっぽく微わ笑らう。どうやら教えてくれる気はないらしい。……まあ、当然といえば当然だ。魔ま術じゆつ士しや錬れん金きん術じゆつ士しにとって、持てる技わざは一番の財ざい産さんである。それをホイホイ教えてもらえると思う方がまちがっている。

「ところで、さ」

　不意にシーラが表ひよう情じようをあらためた。

「君はどうして自動人形に興きよう味みをもったの？」

「なんだよ、急に」

「いいから、答えて。……便利な道具だと思ったから？　それとも珍めずらしい物に対する好こう奇き心しん？」

　コウは眉根をよせて考えた。

「正直よくわからない。……確たしかに、あこがれみたいな物はあったけど」

「それは自分より優すぐれたものに対する羨せん望ぼう？……君は、人形は人より優れた存そん在ざいだと思ってるの？」

「いいや。単たん純じゆんな身体能のう力りよくだけなら人形の方が上だろうけど、そういった比ひ較かくは意味がないんじゃないかな。それに、たとえ人形が人を超こえた存在だとしても、それを造つくったのは人間だしね」

「……どういう意味よ？」

「つまり。……人の知ち恵えによって創つくられた自動人形は、結局のところ人間の一部だってことだよ。自分の右手が優ゆう秀しゆうだったとしても、うらやましいなんて思わないだろ？　要するにそういうことさ」

「…………」

　シーラが驚おどろいたようにコウの顔を見た。

「……変な事いったかな」

　あはは、とコウが照れかくしに笑う。

「ううん、そんなことない。……そう言ってもらえて、この子も幸せだと思うよ」

　そう言って、彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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　コウは人の気配に目を醒さました。すぐ側そばでかすかな衣きぬ擦ずれの音がする。

「！」

　慌あわてて跳はね起きようとしたコウの身体からだがやさしく押おさえつけられる。「しっ！」という言葉と共にコウの口に人差し指があてられた。

「声をたてないで」

　灯あかりを落とした部屋の中、窓まどから射さし込む光を受けてシーラが立っていた。寝ねているコウの顔を上からのぞきこむ。銀色の髪かみがあえかな月明かりにきらめいた。

「驚かせてごめんなさい。……でも、今は何もきかないで」

　シーラがコウの耳元に唇くちびるをよせた。彼女の息が首くび筋すじにかかってくすぐったい。そのまま、そっとささやくように言葉を紡つむぐ。

「店の中に誰だれかいる」

　コウがその意味を理り解かいするまで少しの間があった。

「……なんだって？」

　コウが布団ふとんをはねのけて起きあがる。今度はシーラもとめなかった。

「店長じゃないのか？」

「ううん。奥おくの部屋から寝息がしてる。それに、店長だったら、裏うら口ぐちの鍵かぎをこじ開けたりしないでしょ」

「って事は……どろぼう!?」

　シーラが首を左右にふった。

「ただの物もの盗とりにしては手て際ぎわがよすぎる。……たぶん、私の追っ手だと思う」

「追っ手!?」

「ごめん。面めん倒どうに巻きこんだ事は謝あやまる。だけど、説明なら後できっとするから、今は手を貸かしてくれないかな」

「手を貸すって……何を？」

　シーラは短たん銃じゆうをさしだした。

「使って」

「なんでこんな物もってるんだ!?」

「今は何もきかないで、って言ったでしょ」

「そうは言ってもなぁ……第一、銃なんて使ったことないぞ」

「撃げき鉄てつをあげて、照しよう門もんと照しよう星せいを標的にあわせて、引き金をひく。……簡かん単たんでしょ」

「……どんなことだって言うだけなら簡単だろうさ」

　コウは渋しぶ々しぶと短銃を受けとった。




　急な階かい段だんの上からのぞきこむように階下を見おろす。灯ひを落とした店内は暗かった。階段を降おりようとしたコウをシーラが手で制せいした。

「……こっちに来る」

　階段の脇わきに立てかけてあった長なが柄えボウキを握にぎりしめて早口にささやく。そのまま二人は息を詰つめて気配を探さぐった。じりじりする時間がすぎる。

　きしり、と階段がきしむ。その瞬しゆん間かん、シーラが跳とんだ。一息に階段を飛び降りる。振ふりかざした長柄ボウキが風をきった。

　階段の下にいた男が腰こしの小こ太だ刀ちを抜ぬく。頭上からの一撃に小太刀を抜きあわせて払はらいのけた。

　着地したシーラが手の内を滑すべらせてホウキを突つきあげた。男が身を仰のけ反ぞらせてかわす。同時に下からすくいあげるようにしてシーラの小こ手てを狙ねらった。

　シーラが斬ざん撃げきを避よけて後ろへ跳んだ。逃にげる彼女を追って男が踏ふみこむ。小太刀を水平に薙ないだ。乾かわいた音を立ててホウキの穂ほが斬きり落とされる。

　立て続けの斬撃をどうにか受け流しながら、シーラは押おされるように一歩ずつ後こう退たいした。その分、男が階段を登る。階上に近づいたシーラが、後退しようとして段につまずいた。あおむけに階段の上に倒たおれる。

「っ！」

　男が鋭するどく呼こ気きを吐はいた。階段を踏みならして一息に斬りこもうとする。そこへ、階上に潜ひそんでいたコウが、あらかじめ打ち合わせておいた通りに毛もう布ふを投げつけた。仰あお向むけに横たわるシーラの上を飛んで、広がった毛布が男の視し界かいをおおう。反射的に男は毛布を斬り払った。しかし、逆に小太刀を毛布にからめとられてしまう。毛布は、そのまま男の腕うでから頭にすっぽりとかぶさった。

　視界をふさがれた男の脚あしを、階段に寝ね転ころがったままのシーラが蹴けりつけた。こらえきれず、男が階段から転がりおちる。何やら鈍にぶい音がひびいた。

「……！」

　物音を聞きつけたのか、新しい人ひと影かげが階段の下にあらわれた。どうやら、もう一人いたらしい。

「動くなっ！」

　コウは新たな人影に短銃をむけた。人影が覆ふく面めんの下から感かん情じようのない目でコウを視みる。

「ばか！　よけいなことしゃべってる暇ひまに撃うちなさい！」

　シーラが叫さけぶ。人影の手に刃やいばがきらめいた。そのまま無む造ぞう作さに腕を振ふりあげる。下手投げに放ほうった短たん剣けんがコウの喉のど笛ぶえめがけて飛んだ。とっさのことに、コウはすくんだように動けない。

「！」

　シーラの身体からだが跳はねあがる。数段分の階段を一いつ瞬しゆんで跳とびこえ、抱だきつくようにコウの身体を突つきとばした。そのはずみにコウは引き金を引いてしまう。乾いた銃じゆう声せいがひびいて、男の脇わき腹ばらから血がしぶいた。

　突き飛ばした勢いきおいのまま、シーラはコウに覆おおいかぶさって倒れこんだ。その背せ中なかに短剣の柄つかがはえている。

「え……」

　コウは啞あ然ぜんとシーラの背中に突きたった短剣を見た。短剣の刃はが半ばまで埋うまっている。位置から見て、脊せき椎ついはそれているようだったが、血管や内ない臓ぞうに傷がついている可能性があった。

　不意にシーラが顔をあげた。コウと至し近きん距きよ離りで目があう。

「バカ、無理に動くな。傷きずが広がる……」

　その言葉をさえぎるように、彼女はコウの手から短銃を奪うばいとった。手早く弾だん丸がんをいれかえ、身をひねって階下の男にむき直る。

　男は一瞬だけ逡しゆん巡じゆんした。しかし、意外なほどあっさりと身を翻ひるがえすと、床ゆかに転がっている仲間を抱かかえあげた。そのまま、裏うら口ぐちから外へと走りでる。

「ふう……」

　足音が遠ざかっていくのを確かく認にんしてシーラが緊きん張ちようをとく。その身体がふらりとゆらいだ。

「おい！」

　倒れかかる身体をコウが抱きとめた。腕うでに感じる肌はだの感かん触しよくが異い様ように冷たい。コウは、シーラの背中に突き刺ささっている短剣を見た。傷からの出血はあまりないようだが、無理に引き抜くと周辺の組そ織しきを傷つけてしまう危き険けんがある。

「…………」

　シーラが何事かつぶやいた。よく聞きとれない。コウは彼女の口元に耳をよせた。

「なんだ？」

「……お酒ちょうだい」

「ばかやろう！　冗じよう談だんいってる場合かっ」

　コウは懐ふところから小刀をひっぱりだした。刃を抜くにしても傷口を確認する必要がある。

「あ、待って……」

　シーラの抗こう議ぎにはかまわず、コウは服の布ぬの地じを切りさいた。

「!?」

　傷口からは一いつ滴てきの血もにじんでいなかった。刃を包み込むように傷きず口ぐちの皮ひ膚ふが収しゆう縮しゆくしている。

「これは……」

　人の肌に似にた質しつ感かんをもつが、どうやら人工樹じゆ脂しの一種のようだ。

「あはは、わかっちゃった？」

　シーラが弱々しく微わ笑らった。

「かまわないから、そのまま短剣をぬいちゃって。ちょっとくらいの傷なら勝手にふさがるから」

「…………」

　コウは恐おそる恐る短剣の柄をつかんだ。できるだけ傷口を広げないように注意して刃を引き抜く。一瞬、皮膚の下の筋きん肉にく組織が見えた。それは、白い繊せん維いの束だった。

「シーラ、君は……」

「そうね。たぶん、コウ君の考えている通り」

　私は人形なの、とシーラはどこか他ひ人と事ごとのように言った。
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　とりあえず片かた付づけをすませた店内で、コウはシーラと向かいあって椅い子すに腰こし掛かけた。『夕ゆう凪なぎ』の主人は、一度店内をのぞきにきたが、「ちゃんと片付けておけ」と言い置いて自分の部屋へ戻もどってしまった。……長生きしているだけあって、さすがに肝きもがすわっている。

「ふう……」

　一息に焼しよう酎ちゆうを空けてシーラが息をついた。コウが呆あきれた顔をする。

「すごいな。……酒しゆ精せいが君の動どう力りよく源げんだったのか」

「別に。お酒に限かぎらず有機物ならなんでも。たとえば、紙とかでも大だい丈じよう夫ぶ。……でも、お酒が一番効こう率りつがいいのは確たしかね。燃もえれば完全に水と二に酸さん化か炭たん素そになるから」

「？　内ない燃ねん機関のようなものか？」

　シーラは小さくかぶりをふった。豊ゆたかな銀ぎん髪ぱつがその動きにあわせて波うつ。

「ううん。酵素を利用してエネルギーを取り出す仕組みだから……生物の異化作用に近いかな？」

「なんだってそんな面めん倒どうな方法を……もっと他ほかに出力の出る機関があるだろう」

「出力だけならそうだけど。……補ほ給きゆうや整せい備びが受けられない状じよう態たいでも活動できるように、って考えてあるの」

「でも、それじゃエネルギーの消費に供きよう給きゆうが追いつかないんじゃないのか？」

「そうでもないよ。鳥や獣けものだって同じしくみで飛んだり跳はねたりしてる訳わけだし。……まあ、いざという時のために普ふ段だんあまった分のエネルギーを貯ためてるんだけどね」

　コウはうなずいた。それは動物でも同じ事だ。

「さっきは貯めてた分を全部使い切っちゃって。……びっくりさせてごめんね」

　あはは、とシーラが笑う。コウは先ほどの冷たい肌はだの感かん触しよくを思いだした。一時的にエネルギーの供給が追いつかなくなったため、よぶんなエネルギー消費をおさえていたのだろう。

「そういえば、君は、その……あまり人形って感じがしないな」

「そう？」

　シーラがうっすらと笑った。

「そう言ってもらえるとうれしいな。苦労して勉強したかいがあるもの」

「……つまり、君のそれは演えん技ぎなのか？」

「そういう意味じゃなくて……　私の人工頭ず脳のうは……というより『私』自身というべきかな？　とにかく私はもともと天然水すい晶しように宿った精せい霊れいなの」

　精霊は一種の寄き生せい体たいとして理り解かいされている。鉱こう物ぶつや植物などに寄生する情じよう報ほう生命体、というのが精霊の定てい義ぎだ。自身の維い持じのために地脈や植物のエネルギーを使い、接せつ触しよくにより感かん染せんする。精霊が土地につくといわれるのはそのためだ。

「もっとも、今じゃこの躰からだを離はなれては存そん在ざいできないんだけどね」

「どういう事だ？」

「意い識しきを維持するためにエネルギーが必要だし、この躰の一部として適てき応おうしてしまってるから。それは、君たちだって同じでしょう」

「？　僕ぼくたちがなんだって？」

「だから。身体からだが死んだら存在できないでしょ。……まあ、幽ゆう霊れいとかあるけど」

「……いやな言い方だな」

　コウが渋しぶい顔をした。かまわずシーラが言葉をつづける。

「私の制せい作さく者しやは、精霊になりかかっていた結晶を見つけてきて、人形の躰に移い植しよくしたの。もっとも、最初はただの木の人形だったんだけど。ゴーレムと精霊をあわせようとしたのね、きっと」

「…………」

「今のこの躰になったのは、もっとずっと後になってから。……そのころには、もう『私』は生まれてたから、はっきりと憶おぼえてる」

「？　『私』が生まれる？」

　コウは首をかしげた。彼女の言いまわしは、時々コウの感覚をこえている。

「自じ我がっていうのかな？　自分が自分である、っていう意識のこと」

「…………」

「最初はね、私にとって一番大切なひと……つまり制作者の期待に応こたえる事から始めたの。……それから、段だん々だんと私なりの価か値ち基き準じゆんができてきて。その頃ころからかな？　私が私だってわかってきたのは」

「子こ供どもの成長と同じってことか」

　生物学的に一ヶ年の未み熟じゆく児じで生まれる人間の子供の場合、その自我形成は母親の期待に応えることからはじまる。それは、一いつ般ぱん的には『愛情』と呼よばれているものだ。

「そうかも。要するに、私たちは精せい神しん的な未熟児なわけだし。……だから、軍や工場で使われている人形は自我が芽生えないんだと思う。だって、あの子たちは言われた事を忠ちゆう実じつにこなすことだけを期待されてるから」

「…………」

「時間の問題もあるけどね。ああいう所で使われてると廃はい棄き処しよ分ぶんにされるまでの期間が短いでしょ。精霊の成長には時間がかかるから」

　自我を持たないまま使い捨すてにされていく人形たち。それは、とても哀かなしいことのように思えた。

「もし、その人形たちにも愛情をそそいでやって、充分な時間をかけて育てたら、君みたいに『自分』をもった存在になるのか？」

「たぶん。実じつ際さいに試ためしてみた訳わけじゃないから、断だん言げんはできないけど」

　でも、と彼女は言葉を継いだ。

「もしかすると、そうとわからないだけで、あの子たちにも心はあるのかもね」

「……そうかも知れないな」

　物心つく前の赤ん坊ぼうにだって感情はあるのだから、精神的な未熟児である自動人形達たちに心がないとは言いきれないだろう。

　ふう、と溜ため息いきをついてシーラは話をつづけた。

「軍は完全な兵士を造りたいの。もともと、その為ために自動人形の研究に出しゆつ資ししたのだから。今の魔ま術じゆつ歩兵は、ただの……道具だもの」

「さっきの連中は、軍の関係者なのか？」

　何となくそんな気はしていたが、念のためにコウはきいてみた。

「ええ、たぶん。諜ちよう報ほう部ぶとか、そういうのだと思う。よくは知らないけど」

　シーラは肩かたをすくめた。

「私の制作者が亡なくなった時に、こういう事になるんじゃないかって覚かく悟ごはしてたけど。……正直、ここまでしつこいとはね」

　シーラはどことなく疲つかれた表ひよう情じようをした。その口調が逃亡生活の永ながさをうかがわせる。

「でも、一般人を巻まきこむような手段てにでてくるとは思わなかったな。……人数が少なかったから、功をあせった人達が先走っただけで、方ほう針しんが変わったわけじゃないみたいだけど」

「連中の目的は何なんだ？」

「たぶん、私の頭脳あたま。自我が芽生えた人形は、今のところ私だけみたいだし」

　はあ、とシーラは吐と息いきをもらした。

「私の設せつ計けい図ずは残ってるから、全く同じ人形も造ったようだけど、うまくいかなかったみたい」

　コウはうなずいた。問題は造り方ではなく育て方だ。どんなに品ひん質しつのよいものを使っても、肝かん心じんの愛情がなければ自我は芽生えない。

「で、とりあえず現げん物ぶつをバラしてみれば何かわかるんじゃないかってわけ。……無む駄だなのにね。たとえ私を分ぶん解かいして徹てつ底てい的に調べた所で、何もわかるわけないのに」

　そう言って、彼女は話をしめくくった。




　次の朝、空からは白い物が舞まい落ちていた。磨すり硝子ガラスを入れた『夕凪』の入り口をあけて、コウは空をあおいだ。

「雪、か」

　この季節、しばしば王都には雪がふる。勢せい力りよくの弱まった寒気の中に、海からの湿しめった大気が吹ふきこむためだ。

　コウの後に続いてシーラが外へでてくる。彼女は旅りよ装そうを調ととのえていた。放熱索さくを兼かねる銀の髪かみは、今は黒く染そめている。放熱効こう率りつが落ちるので、表面に余よ計けいな物を付着させたくはないのだが、それでは目立ちすぎるのだからしかたがない。

「やっぱり行くのか」

　ふりむいてコウがたずねた。落ちては消えていく雪の中、紅あかい瞳ひとみをした人形は感情のない笑えみをうかべる。

「うん。私が一つ所に留とどまると何かと問題が起きるし」

　シーラは手にもっていた荷物を背せ負おった。そこで、何かを思いだした顔をする。

「ああ、そうだ。店長の傷きずはあと二、三日もすればふさがると思うから。抜ばつ糸しよろしくね」

「もう？　ずいぶんと早いな」

「まあね。私のご主人さま直じき伝でんの治ち癒ゆ符ふだし」

「優ゆう秀しゆうな人だったんだな」

「ええ。世よ渡わたりは下手だったけど。……君も似にたような感じだから注意なさい」

「なんだそりゃ」

　コウが憮ぶ然ぜんとした。それから、思いついたように手に持っていた布ぬの包づつみをさしだす。

「やる。実験用につくった、ほぼ純じゆん粋すいな酒しゆ精せいだ。味の保ほ障しようはしないけど」

　シーラがとまどった顔をした。

「……いいの？　こんなのもらって」

「餞せん別べつだ。……短い間だったけど、一いつ緒しよに働いた仲間だからな」

「仲間……」

　一いつ瞬しゆん、彼女は何かまぶしいものでも見るような表情をした。

「……うん、ありがとう。大切に飲むね」

　礼を言ってシーラは包みを受けとった。それから、少し不安そうにきく。

「私たちって、友達なのかな？」

「さあな」

　コウは自動人形の娘むすめから視し線せんをそらせた。

「ただ、友人として忠告させてもらうなら。……そういう事はあまり面とむかってきかない方がいいぞ」

　コウの耳が赤い。その頭をシーラが引きよせた。

「な!?」

「静かに。……監かん視しがついてる」

「！」

　あわててふり返ろうとするコウの頭を強く抱だきしめる。

「馬ば鹿か。気づかないフリしてなさい」

「……軍の連中か」

「たぶん」

「どうして手をだしてこないんだ？」

「こんな人目のある所で騒さわぎは起こしたくないのよ……お互たがいにね」

　だから、彼女は、わざわざこんなめだつ形で旅立とうとしている。後に残ったコウ達たちの事を気づかっているのだろう。

「そういえば。ひとつ訊きいてもいいかな？」

　頭を抱きしめられたままでコウは言った。

「なに？」
















　シーラが身体からだをはなす。小首をかしげてコウの言葉を待った。

「君は、どうやってあの人形この霊あ子た脳まと擬体からだを同調させたんだ？」

「ああ。……有線で直結して、私の一部を複ふく写しやしたの」

「なんだって？」

「心配しないで。複写したのは身体制せい御ぎよに関する情じよう報ほうだけだから」

「……君みたいな飲んべえにならないだろうな？」

「失礼しちゃうな」

　シーラはコウの頭を軽くこづいた。

「……もう行くね。これ以上ここにいると、なに言われるかわからないから」

「そうだな」

　コウはうなずいた。……確たしかに、これ以上こうしていると何を言いだすかわからない。

　じゃあ、またね。そう言ってシーラは呆あつ気けないほどあっさりと身を翻ひるがえした。ゆったりと編あんだ腰こしまで届とどく髪かみがその動きに合わせて踊おどるように跳はねる。

「ああ。……また、今度」

　歩きだす背せ中なかに向かってコウは挨あい拶さつを返した。その声が届いたのかどうか。長い髪をゆらして遠ざかる後ろ姿すがたは一度もふりかえらなかった。

　灰はい色いろの空からは白い結けつ晶しようがふり続けている。春の雪は寒くはなかったけれど。頰ほおに落ちる冷たさは、彼女の故こ郷きようであるシャラシャラと鳴る杜もりを連想させた。


















『黄金の蜂はち蜜みつ酒しゆ』











　　　　一




　昼時の客がようやく終わった。いったん閉しめた店内で、コウが服の襟えりをくつろげる。そのとたん、首くび筋すじの汗あせが湯気になってたちのぼった。

「ぐああ、汗かいた」

「そんな厚あつ着ぎしてるからよ」

　飯台越ごしにマイカがあきれたように言った。コウは、袷あわせの作さ務む衣えの下に、長なが袖そでの肌はだ着ぎと毛け織おりの胴どう衣いを着こんでいた。それで、暖だん房ぼうのきいた店内の給きゆう仕じを手伝っていたのだから、たまらない。

「仕方ないだろ。外は寒いんだよ」

　外まわりの仕事は彼の分ぶん担たんである。だから、外の気温にあわせた身ごしらえをしていたのだが、それが裏うら目めに出てしまった。

　上着と胴衣を脱ぬいで、手近な椅い子すにかける。ついでに、首筋の汗をぬぐうために、肌身離はなさず身につけている縞しま瑪め瑙のうの法ほう珠じゆもはずした。

　マイカは、ひとつ肩かたをすくめると、昼食の用意を始めた。小こ鍋なべで湯を沸わかし、醬しよう油ゆと味み醂りんと生姜しようがをいれる。それから、冊さく取どりした時に出た血ち合あいをまな板の上に広げた。その赤黒い塊かたまりを見てコウが顔をしかめる。

「うぇ……それ、生ゴミじゃないのか？」

「失礼ね。ちゃんと食べられるわよ」

　とんとんと包丁の音を響ひびかせながら、マイカが言い返した。

　充じゆう分ぶんに叩たたいた血合を、適てき当とうな大きさにまとめ、鍋に放ほうりこむ。熱湯に放りこまれた身が、一いつ瞬しゆんにして団だん子ご状じように固まった。つゆの味が染しみこむのを待って、穴あな杓じやく子しでその塊かたまりをすくいあげる。まだ湯気を立てている肉団子を小こ鉢ばちにあけた。

「はい」

　飯台の上に小鉢を置く。醬油と生姜の芳ばしい匂においがあたりにただよった。

「ご飯は自分でよそってね」

　まな板と包丁を洗あらいながら、マイカが言った。言われるままに、コウは、飯台越しに茶ちや碗わんと箸はしを取り、白飯を盛もる。

「いただきます」

　恐おそる恐る小鉢に箸をつける。少し迷まよってから、思い切って血合の細切れを口へ運んだ。

　予想していたような血ち生なま臭ぐささは全くなかった。嚙かむと、醬油と生姜の風味に混まじって魚の旨うま味みがにじみ出てくる。

「うん、旨い」

　コウはうなずいた。確たしかに、捨すてるのはもったいない食材だ。

「でしょ」

　マイカは、飯をかきこむコウを嬉うれしそうに眺ながめた。その視し線せんが、ふと、飯台の上に置きっぱなしになっている縞瑪瑙の法珠にとまる。

「ねえ、前から気になってたんだけど」

「？」

「それ、けっこうするんでしょ？　買うの、大変じゃなかった？」

　コウは、口の中の物を飲みこみながら、彼女の視線を追う。

「ああ、その法珠か……実は、まだ代金をはらってないんだ」

「？　どういうことよ」

　マイカが首をかしげる。

「ま、色々とあったんだよ」

　そう答えて、彼は遅おそい昼食を再さい開かいした。




　　　　二




　コウはふと足をとめた。

　なんとなく入った裏うら通どおり、そこに興きよう味みをひかれるものを見つけたのだ。

　魔ま術じゆつ道具屋？……こんなところに？

　城じよう下かならともかく、新市街の、しかも港こう湾わん地区と隣りん接せつしているような場所に、魔術道具屋があるというのは珍めずらしい。一体、どんな客きやく層そうを狙ねらっているのだろう。

　好こう奇き心しんをおさえきれず、彼は店の戸口へとむかった。そのまま、しばらく外から店を観察する。

　間口はずいぶんとせまい。看かん板ばんとのぼりがなければ、見落としてしまっただろう。入り口の戸には磨すり硝子ガラスがはめられており、店の内部をうかがうことはできない。戸の脇わきの壁は黒ずみ、ところどころに染みや汚よごれがついている。

　少し迷ったすえ、コウは魔術道具屋の戸に手をかけた。そのまま、思いきって戸を引き開ける。とたん、古い物特有のすえたような匂いが彼の鼻をついた。

「すいません……」

　息をひそめるようにして、薄うす暗ぐらい店内へと足を踏ふみ入れた。人ひと気けのない店内の、ごちゃごちゃと積みあげられた品物の間を、注意ぶかく歩く。薄汚れた外観のわりに、なかなか品しな揃ぞろえはよいようだった。

　鰻うなぎの寝ね床どこのような店内の、一番奥おくまでたどりつく。そこには、傷きずだらけの古びた卓つくえがひとつ、ぽつんと置かれていた。しかし、やはり人の気配はない。

「不用心だなぁ」

　少々あきれてつぶやいた。ぐるりと店内を見回す。古くさい外観には似に合あわず、この店は貴き重ちよう品ひんの宝ほう庫こだった。魔術道具は高こう価かで貴重な物だし、それでなくとも、宝ほう石せきや貴き金きん属ぞくのたぐいが使われているものも多い。

　硝子ガラス函ばこに入った陳ちん列れつ棚だなを見た。そこにある物だけでも、数年間は遊んで暮くらせるほどの金になるだろう。

　陳列棚の一番上には、色とりどりの宝石がならべられていた。もちろん、ただの宝石ではない。魔術を行う際さい、術じゆつ式しきを記き憶おくさせたり霊れい力りよくを蓄たくわえたりして術者を支し援えんする『法ほう珠じゆ』だ。

　コウは、引き寄せられるように陳列棚に近づいた。硝子に手をついて、陳列棚をのぞきこむ。

　彼の使っている法珠は合成宝石……平たく言えばただの硝子玉だ。塩で清めたり地脈に埋うめたりして効こう力りよくを補おぎなってはいるが、大自然の霊気に包まれて成長した天然石とは比くらべるべくもない。

　硝子の陳列棚の中でも、特に存そん在ざい感かんのある一つを見る。卵ほどの大きさもある縞しま瑪め瑙のうだ。縞瑪瑙は、攻こう撃げき・防ぼう御ぎよどちらにも高い威い力りよくを発はつ揮きする、最高級の法珠とされている。

「はあ……」

　値ね札ふだを見て嘆たん息そくする。硝子の中にかざられている縞瑪瑙には、彼の年ねん収しゆうをはるかに上まわる値ね段だんがついていた。

「ちょっと！　店の中で辛しん気きくさいため息つかないでよ」

　いきなり、少し舌したっ足らずな声がかけられた。不意をつかれたコウは、あわてて後ろをふりむいた。そこには、小こ柄がらな女の子が腰こしに手を当てて立っていた。

　彼女の背せはコウの胸むねのあたりまでしかない。頭の両側で結ゆった長い髪かみと、あどけない顔だちに不ふ釣つりあいなほどの強い光を宿す瞳ひとみが印象的だ。

「ああ、ごめん」

　顔を赤らめて謝あやまる。人の気配に気づかないほど法珠に見入っていたということが気き恥はずかしかった。これでは、玩具おもちやを欲ほしがる子こ供どもと同じだ。

「なに？　買うの？」

　女の子が彼の視し線せんの先を見た。物言いから判はん断だんして、どうやら店の関係者らしい。

「……いや」

　コウはかぶりをふった。買いたいのはやまやまだが、あいにくと先立つものがない。

「だったら、物欲しそうにながめるのやめてくれない？　他のお客さんに迷めい惑わくでしょ」

　どこに他の客がいるんだ、という言葉を飲みこんで、確かく認にんのために訊きいてみる。

「君、ここの店員？」

「そうよ。……で、あなたは？　護ご符ふでも欲しいの？」

「あ、いや。僕は錬れん金きん術じゆつの勉強をしているんだけど……」

「錬金術？　あなたが？」

　とたん、彼女は胡う散さん臭くさいものでも見るような目つきをした。

「なんだよ？」

「べつに」

　ふん、と女の子がそっぽをむく。……何か、気に障さわることでも言っただろうか。

「ああ、そうだ」

　コウは、気まずい雰ふん囲い気きをふり払うようにあかるい声をだした。

「ここで、何か仕事はないのかな？……はした仕事でもいいんだけど」
















　ちょっとした事じ情じようから、彼は現在、錬金術士としての活動をまったくおこなっていなかった。お金の問題ではなく、錬金術を使って何か他人に認みとめられることをしたい。そういった、渇かわきにも似にた欲よつ求きゆうが身のうちにあった。

「悪いけど、間に合ってるわ」

　彼女の返事はにべもない。

「そんな。……何かあるだろう？」

「そう言われてもねぇ。間に合ってるものは間にあってるし」

　彼女は、少し意地の悪い笑えみをうかべた。

「また、父さんがいる時にでも来てくれる？　あの人なら、あなたにもできる仕事を思いつくかもしれないから」

　魔ま術じゆつ道具屋の娘むすめはそう言い置いて踵きびすを返した。その背せ中なかに向かって、コウが低い声をだす。

「……その『あなたにも』ってのはどういう意味だ？」

　これでも、錬金術士として、それなりに修しゆ行ぎようはしてきたつもりだ。それを、あからさまに馬ば鹿かにされるのは面おも白しろくない。

　娘がふりむいた。コウの頭からつま先まで、ざっと視線を走らせる。

「そのままの意味よ。大体、あなた何ができるの？」

　可愛かわいげのかけらもない口調で言い放つ。どうやら、素す直なおに謝あやまる気はないらしい。

「何をして欲ほしい？」

　コウは彼女から目をそらさずに言った。ここまで言われて、おとなしく引き下がる訳わけにはいかない。

「そうねぇ……」

　娘が思案気な顔をした。頰ほおに人差し指を当てて店内を見み渡わたす。

「確たしか、霊れい薬やくが少し品しな薄うすになってたわね」

　ちらり、とコウに視線をむける。

「とりあえず、安くてちょっと珍めずらしいのがあると、棚たなが埋うまってうれしいんだけど」

「…………」

　急いで頭をめぐらせる。

「『生命いのちの水』ってのはどうだ？」

「お酒だったらいらないわよ」

　即そく座ざに娘がそう返す。

「ぐ……」

　コウは返答に窮きゆうした。一般的に『生命の水』といった場合、万病を治す不老長ちよう寿じゆの霊れい薬やくを指す。だが、『生命の水』という言葉には、実は、他ほかにもいくつかの意味がある。たとえば、質しつの良い葡萄ぶどう酒しゆから精せい製せいした酒精を指す隠いん語ごもその一つだ。

「図星？……つまらないわね」

　娘が鼻先で嗤わらう。

「そんな三流詐さ欺ぎ師しみたいなこと、よく恥はずかしげもなく言えるわね」

「詐欺師とはなんだ。噓うそはついてないぞ」

　弱々しく抵てい抗こうする。彼女が大げさに首をふった。

「ああ、やだやだ。無む能のうなくせに言い訳がましいなんて最さい低てー」

「素人しろうとのくせに、知ったふうなことを……」

　コウが奥おく歯ばを嚙かみしめる。娘の眉まゆがぴくりとはねあがった。

「素人？　ふざけないでよ。これでも私は……」

　そこで、彼女は、言葉を詰つまらせた。

「『私は』、何だよ？　ただの魔術道具屋の店番だろ？」

「ちがうわよっ！　これでも、私は……公こう認にん魔ま術じゆつ士しなんだからっ」

「はい？」

　コウは目をしばたたかせた。

「なによ？　何か言いたい事でもあるの？」

「いや、ずいぶんと若い公認魔術士だなあって」

「ほっといてよ！」

　くわ、と娘むすめが牙きばをむいた。「どうどう」とコウが彼女を押おしとどめる。

「まあまあ、落ちついて」

「いちいち頭にくるわね、アンタの態たい度ど」

「あー、はいはい。悪かったよ」

　とりあえず素す直なおに謝る。それから、悪戯いたずらを思いついた子こ供どものような顔をした。

「ところで、参考までに聞かせて欲しいんだけど」

「なによ？」

　娘が、あっさりと会話にのってくる。

「こういう場合、若わかき公認魔術士だったら、どんな霊薬を作るんだ？」

「え？　そうねぇ、私だったら……」

　彼女は、軽くにぎった手を口もとに当てて、眉根をよせた。

「同じお酒でも『黄金の蜂はち蜜みつ酒しゆ』を造るわね」

「それはすごいな」

　コウがわざとらしく驚おどろいた。『黄金の蜂蜜酒』とは、飲んだ者の霊力を一時的に高める秘ひ薬やくだ。材料はありきたりのものばかりだから、原げん価かも低くおさえることができるし、危き険けんな副ふく作さ用ようもない。だから、商品としてはなかなかに魅み力りよく的だ。

　ただし、『黄金の蜂蜜酒』の製作には、旧ふるき神々の一ひと柱はしらである〝名めい状じようし難がたきもの〟の力が必要だった。旧き神々との接せつ触しよくは、非常な危険がともなう。それが、『黄金の蜂蜜酒』が秘薬とされる理由だ。

「……アンタ、今、私のこと噓つきだと思ってるでしょ？」

「いや、まったく」

　誠せい意いのかけらも感じられない表ひよう情じようで言う。今までの会話で判はん明めいした彼女の性せい格かくからして、こういう態度が一番しゃくに障さわるはずだ。

　案の定、魔術道具屋の娘は、拳こぶしをにぎりしめて叫さけんだ。

「ホントにあったまきた！　いいわ、そこまで言うなら見せてあげる」

「へ？」

　思いがけない展てん開かいに、間の抜ぬけた声をあげる。

「一週間後、『黄金の蜂蜜酒』製作の儀ぎ式しきをおこなうわ。……アンタにも手伝ってもらうからね！」




　　　　三




　魔ま術じゆつ道具屋の娘はサクヤといった。

　コウは、なしくずしに彼女の手伝いをすることになった。……なぜ、自分がそんなことをしなければならないのか、彼自身も理り解かいに苦しむところだ。だが、「仕事ほしくないの」などと脅きよう迫はくされては、いたしかたない。

　蜂蜜酒の造つくり方はいたって簡かん単たんだ。天然の蜂蜜を四、五倍程てい度どに薄うすめて、適てき温おんで置いておけばいい。あとは、蜂蜜に含ふくまれる酵こう母ぼが、勝手に発酵を進めてくれる。そうやって醸じよう造ぞうした蜂蜜酒に、サクヤの指示にしたがって口く伝でんで伝えられる五種類の薬草と鉱こう物ぶつをとかしこんだ。

　二人は、それらの作業の合間をぬって〝名状し難きもの〟と接触するための術式を組みあげた。〝名状し難きもの〟が捕らわれている『つりがねぼし』と呼ばれるくさび形の星せい座ざの位置、街からの距きよ離りや地脈の流れなどを計算し、儀式の場所を王都を二分する大たい河がの河原かわらに決める。

　そうして。とうとう儀式の当日がやってきた。




　陽ひが落ちた河原は、街から隔かく絶ぜつされていた。

　高くそびえる堤てい防ぼうが壁かべとなって、河原には街の灯あかりがとどかない。さらに、風にざわめくススキと、音を立てて流れる水が、人工の音を打ち消していた。

　河原を一面におおう枯かれススキの中に、二つの人ひと影かげがあった。コウとサクヤである。二人は、背せ丈たけほどもあるススキをかき分け、昼間のうちに準じゆん備びしておいた儀式の場所へと向かった。

　先頭を進むコウの視し界かいが不意に開けた。あらかじめ、ススキを刈かり取って広場を作っておいたのだ。広場には、九つの石がくさび形に置かれている。さらに、その石を囲むようにして、魔法円が三重にめぐらせてあった。

　くさび形に並べた石は〝名状し難きもの〟の力を呼び込みやすくするためのものだった。そして、石の周りにめぐらせた魔法円は、喚よび出した〝名状し難きもの〟を封ふうじ込めるためのものである。

　くさび形に置かれた石の中に、コウは瓶びんに入った蜂蜜酒を置いた。それから、サクヤと手わけをして、魔法陣じんのしあげをする。

「これで、後は儀式をおこなうだけか」

　コウは確かく認にんするようにつぶやいた。

　彼女がここまでするとは予想外だった。適当につき合っていれば、そのうち音をあげるだろう、と軽く考えていたのだ。……万が一にも成功するとは思わないが、このあたりで止やめておいた方がよいのではないだろうか。

「……なあ、本当にやるのか？」

　しばし悩なやんだすえ、そう尋たずねてみた。

「なによ、今さら怖おじ気づいたの？」

「いや、そういう訳わけじゃないけど……」

　吐と息いきまじりに言う。

「旧ふるき神々との接せつ触しよくが、どういうものかは知ってるだろう？」

「知ってるわ。だから、これだけ手間をかけてるんじゃない」

　二人は、足もとに描かいた、歪ゆがんだ星に瞳ひとみのような形の炎ほのおをあしらった図形の中心に立っていた。〝いにしえの印しるし〟と呼ばれる図形である。この印には、旧き神々の力をおさえる効こう果かがある、と文ぶん献けんには記されていた。

　瓶びんのまわりに作った三重の魔法円、二人を護まもる〝いにしえの印しるし〟、さらにはそれら全部を含めた魔法陣が喚びだしたモノの力をおさえこむ。そのための準備を彼らは念入りにおこなっていた。足あし下もとには、蠟ろう燭そくやら香こう炉ろやらがごちゃごちゃとおかれ、うっかりすると蹴けとばしてしまいそうだ。

「だから、そういう意味じゃなくて……」

　恥はじをかく前にやめておいた方がいいんじゃないか、という言葉をすんでのところで飲みこんだ。

「？」

　サクヤが不ふ審しんそうな視線を彼にむける。

「いや、なんでもない」

　コウは、かぶりをふった。誤ご魔ま化かすように、懐ふところから茶色の小瓶を取りだす。

「霊れい薬やく？」

　小瓶に視線をあててサクヤが訊きいた。

「いや、ただの滋じ養よう強きよう壮そう剤ざい。今日も仕事がきつかったからね」

　そう答えて、瓶の栓せんを指ではじきとばした。そのまま、顔を上向けて一息にあおる。

「うわ、年寄りくさ」

「君も飲む？」

　そう言って、形も色も様々な小瓶を取りだす。

「いらないわよっ」

　があ、とサクヤが吠ほえる。その吐はく息が白い。冬の河原かわらは、凍こごえるような夜気に包まれていた。だが、彼女の顔色が蒼あおざめているのは、寒さだけが原げん因いんではないだろう。

　唐とう突とつにサクヤが南の空を見あげた。

「そろそろね」

　くさび形にならんだ星せい座ざと、その一部である巨きよ大だいな赤い星がちょうど頭上にきていた。

　黙だまってうなずいて、コウは胸むねにさげた法ほう珠じゆに触ふれた。意い識しきを閃ひらめかせて発火の術じゆつをつかう。次の瞬しゆん間かん、魔ま法ほう陣じんのあちこちに置かれた蠟燭に火がともった。

　気持ちを落ち着けるように、サクヤが大きく深しん呼こ吸きゆうをした。

「では、これより〝名めい状じようし難がたきもの〟の力を降ろします」

　おごそかに宣言する。それから、彼女は、南天に一ひと際きわ明るく輝かがやく青白い星に向かって祈いのりをささげた。星せい宿しゆくに従したがって、左手の指をせわしなくすりあわせる。彼女の祈りに応こたえて、清せい浄じような霊気が魔法陣を満たしていった。それにつれて、魔法陣が燐りん光こうをはなちはじめる。

　瓶びんの周りをかこむ魔法円と、その外に張られた結界の間に清浄な霊気を満たして〝名状し難きもの〟の動きを封ふうじる。事前の打ち合わせで、彼女はそう説明していた。

　充じゆう分ぶんな霊気を魔法陣の中に満たすと、サクヤは視し線せんを中空に輝く赤い星へむけた。

「いあ！　いあ！　はすたあ！」

　両手で複ふく雑ざつな図形を描きながら、赤く輝く星にむかって、旧い異い教きようの祈りをささげる。唱える言葉は、今はもう憶えている者も少ない太古のものだ。

「……はすたあ、くふあやく、ぶるぐとむ……」

　祈りが進むにつれ、辺りに異様な気配が満ちていく。ぴりぴりするほどの邪じや気きが二人の肌はだを刺さした。

「……はすたあ！　あい！　あい！」

　サクヤは祈りの言葉を唱えきった。霊れい圧あつはさらに高まり、今では息が苦しいほどだ。

　ごぼごぼという異様な音がおこった。魔法円の中、蜂はち蜜みつ酒しゆを満たした瓶の周りに何かがわき出していた。それは最初、地面に溜たまった汚きたならしい粘ねん液えきの塊かたまりだった。その中から、唐突に触しよく手しゆがあらわれる。触手は何本も絡からみ合い、一つの塊になった。その中央に丸い物がある。巨大な目玉だ。目玉はぎょろりと動いて二人を視みた。

「本物……だよな」

　茫ぼう然ぜんとコウはつぶやいた。厳げん重じゆうに張はり巡めぐらせた魔法陣ごしに、すさまじい魔力を感じる。まちがって関係のない魔物をよびだした、などということはなさそうだ。

　こくり、とサクヤの咽の喉どが鳴った。視線を喚び出したモノに向けたまま、圧おされるように数歩さがる。その背せが、背はい後ごに立つコウにぶつかった。

「はやく。命令をくださないと」

　コウは、彼女の耳元に顔を寄よせて早口にささやいた。その背中を冷や汗あせが伝う。今、ここに召しよう喚かんされているのは、〝名状し難きもの〟のほんの一部だけだ。それで、この迫はく力りよくとは、本体にはどれほどの力があるというのだろう。……さっさと用事を済すませて、こんなモノ、一いつ刻こくも早く追い返すに限かぎる。

「……わかってるわよ」

　サクヤは大きく深呼吸をした。それから、〝名状し難きもの〟へ向かって一歩ふみだす。

「天てん狼ろうの庇ひ護ごのもと、黄色の印しるしにおいて、星せい界かいの牢ろう獄ごくに幽ゆう閉へいされし羊ひつじ飼かいの神……」

　彼女は〝名状し難きもの〟への命令をくだすための言葉を紡つむいだ。背後にいるコウの存そん在ざいを意識するように、さらに一歩ふみだす。その足が、何かに触ふれた。カタリ、と軽い音がひびく。

「え？」

　サクヤは下を見た。彼女の足が、魔法陣を構こう成せいする蠟ろう燭そくの一本を蹴け倒たおしている。〝名状し難きもの〟に意識を集中するあまり、足あし下もとがおろそかになっていたのだ。

「！！！！」

　魔法円の中のモノが雄お叫たけびをあげた。それは、二人が知るどんな種類の叫さけびとも似にていなかったが、なぜか歓かん喜きの声だとわかった。

「しまった！」

　コウは歯は嚙がみをすると、魔術動作のステップを踏ふんだ。万が一のために用意しておいた呪じゆ文もんの詠えい唱しように入る。魔法陣の一角がくずれた今、陣の中に満ちていた清浄な霊れい気きは急速に失われていく。まだ、少しでも〝名状し難きもの〟を制せい御ぎよできるうちに、この世界から追い出してしまわなければならない。

　しかし、彼の呪文が完成するよりはやく、触手と目玉の塊が大きく跳とんだ。三重に描かれた魔法円をあっさり突とつ破ぱすると、召喚者であるサクヤに襲おそいかかる。

「ひ！」

　サクヤの咽喉から短い悲鳴があがった。悲鳴をあげたいのはコウも同じだったが、意外にも身体は冷静に動いた。立ちすくむ彼女の身体を引き寄せると同時に、ふところから引っぱり出した硝子ガラスの小瓶を、触手と目玉の塊に叩たたきつける。

　この世ならざる悲鳴があがった。触手の表面に火ぶくれが広がっていく。

「なに？　この匂におい？」

　蒼あおざめた顔のまま、サクヤがつぶやいた。辺りには甘あまい香かおりが漂ただよっている。

「桃ももの精せい製せい油ゆだよ」

　彼女を抱だきかかえたまま答える。桃の実には退たい魔まの力がある。原始的なお守りだが、それだけに旧ふるき神々にも効果はあったようだ。

「悪いが、ちょっと離はなれててくれ。これじゃ魔ま術じゆつ動作ができない」

　抱きかかえる手を放してコウは言った。おそらくは無む意い識しきなのだろう。サクヤはしっかりと彼の腕うでにしがみついていた。

「！」

　彼女の顔に朱しゆがさす。飛び退のくように彼女は離れた。しかし、脚あしに力が入らないのか、そのままよろめいて地面に腰をついてしまう。

　それには構かまわず、コウは、中ちゆう断だんした呪文の詠唱を再さい開かいした。まず、四方に向かって召喚の印を切り、四よん大だい聖せい霊れいの御み名なを唱える。続いて、聖霊の力を導みちびくための祈いのりをささげた。

　導いた力を、いったん法ほう珠じゆに蓄たくわえる。それを霊力源げんとして、さらに呪文を組みたてた。

　ぴしり、と甲かん高だかい音がひびいた。彼の法珠に亀き裂れつが入る。どうやら、導いた聖霊の力に耐たえきれなかったらしい。……爪つめに火を点ともすような思いをして、やっと手に入れた法珠だったが、しょせん安物は安物だ。

「内なる六ろく紡ぼう星せい、外なる五紡星……」

　コウがつかおうとしているのは、『送そう還かん』とよばれる呪文だ。対象を強ごう引いんにこの世界から放ほうり出すという、きわめて強力な術である。本来なら、彼程てい度どの術者につかえる呪文ではない。しかし、今は、不完全ながら効こう力りよくを発はつ揮きしている魔法陣じんと、あたりに満ちた天狼の霊気を利用することができる。

　ぴしりぴしりと不ふ吉きつな音を立てる法珠をつかんだ。そのまま、力まかせに法珠をつるす紐ひもを引きちぎる。

「……その御名のもと、全すべてのもの、無へと帰着せよ！」

　高らかに叫ぶとともに、法珠を〝名めい状じようし難がたきもの〟へむかって投げつける。同時に、法珠に蓄えられている全ての霊力を解かい放ほうした。

　澄んだ音が響ひびいた。粉々に砕くだけた法珠が光の粒つぶになって飛び散る。解放された霊力は、周囲の霊気と溶とけあい、連れん鎖さ的に呪文の力が伝わっていく。充じゆう分ぶんなエネルギーを得た呪文が、定められた術式に従したがい、空間の裂さけ目をつくりだす。

　発動した呪文に呼こ応おうして、魔法陣が一ひと際きわ大きな光をあげた。〝名状し難きもの〟が空間に開いた裂け目に飲みこまれる。あおりを受けて、風が小さな嵐あらしとなって夜の河川かせん敷じきに吹ふき荒あれた。

　しかし、それも、すぐに収おさまった。空間の裂け目が開いていたのはほんの一いつ瞬しゆんである。後には、なぎ倒たおされた枯れススキと、出で来き損そこないの『黄金の蜂はち蜜みつ酒しゆ』の瓶びんだけが残されていた。

　ふう、とコウが吐と息いきをもらした。しばらく暗い夜空を見あげてから、おもむろにサクヤに向きなおる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　地面に腰をついているサクヤに手をさしのべる。彼女は黙だまってうなずいた。しばらく、居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくが流れる。

「ほら、手を出せよ」

　コウは、半ば強引にサクヤの腕をつかんだ。そのまま、小こ柄がらな身体を引っ張ぱりあげる。

「疲つかれたろ。とにかく、今日は、もう帰ろう」

　言いながら、彼女の服についた泥どろや枯かれ草くさをはらった。嫌いやがるかと思ったが、彼女は、おとなしくされるがままになっている。

　ああ、まったく！

　コウは胸むねの中で毒づいた。普ふ段だんが普段だけに、こうもしおらしいと調子が狂くるう。

「ま、これで、自分の身の丈たけってものがわかっただろう？」

　挑ちよう発はつするように言ってみた。反はん撃げきを覚かく悟ごしてのことだったが、案に相そう違いしてサクヤは顔をうつむけてしまう。

　今さら引っ込みがつかず、コウは、挑発の言葉を重ねた。

「半はん端ぱな知識で旧ふるき神々との接せつ触しよくをこころみるなんて、ひとつ間ま違ちがえば大だい惨さん事じになるところだったんだぞ」

「……わかってるわよ、そんなこと」

　彼女が、消え入るような声を出した。

「わかってるなら余よ計けいに悪い」

　とりあえず、会話に乗ってきたのはよい兆候である。彼女から言葉を引き出すように、さらに煽あおるようなことを言ってみる。

「魔術は面おも白しろ半分に手を出していいものじゃない。無理に背せ伸のびしたって大おお怪け我がするのがオチだ」

「だって……しかたないじゃない」

　サクヤが顔をあげた。

「私だって、ちゃんと勉強したかったわよ。だけど、どこの魔術士も女なんか弟で子しにできないって……」

　王国憲けん法ぽうには、男女同どう権けんが明記されている。だから、形のうえでは男女差別は過か去このものだ。しかし、実じつ際さいには、社会の様々な面で、女じよ性せいに対する有形無形の差別が根強くのこっている。

「でも、そんなの、私にはどうしようもないじゃない！」

　その一いつ瞬しゆん、彼女の瞳ひとみに強い光が宿った。何かをこらえるように震ふるえる声が言葉を紡つむぐ。

「ずっと……子こ供どものころから、魔術士になることが夢ゆめだったのよ。けど、もう、ダメなんじゃないかって、不安で。……そんな時に、あなたが、錬れん金きん術じゆつの勉強をしてるって、脳のう天てん気きな顔して言うから、つい……」

「つい『自分は公こう認にん魔術士だ』なんて噓うそをついたのか」

　はあ、とため息をついてコウは言った。サクヤが、驚おどろいたように目を見開く。

「……どうして？」

「どうしてわかったかって？……あのな、公認魔術士ってのは、成人してないとなれないんだぞ」

　国家資し格かくである公認魔術士の受験資格には、成人年ねん齢れいに達していることも含ふくまれる。そして、魔術道具屋の娘むすめは、どう見ても成人にはあと数年は必要だった。

「ちびっ子のくせに、妙みような知ったかぶりするからこういうことになるんだ」

　ぽんぽんと胸の高さにある彼女の頭を叩たたく。

「これに懲こりたら少しは考えて行動するんだな。頭は使うために……」

　そこで、コウは、手から伝わってくる震ふるえに気がついた。気のせいか、二つに分けた髪かみが、ざわざわと波うっているように見える。

「ええと……」

　調子に乗って叩いていた頭から、コウは手をはなした。本ほん能のう的な危き険けんに、数歩後ずさる。

「まあ、そういうことだから、以後気をつけるように」

　あはは、とわざとらしく笑いながら、コウは踵きびすを返そうとした。

「……！」

　次の瞬間、サクヤの足が地を蹴けった。二人の間合いが一瞬で詰まる。その右手が、高々とふりかぶられた。

「気やすく人の頭たたいてんじゃないわよっ！　この、とうへんぼくっ!!」

　人ひと気けのない夜の河原かわらに、少女の怒ど声せいと、頰ほほをたたく小気味のよい音が響ひびきわたった。
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　コウは魔術道具屋の入り口を引き開けた。

「いらっしゃい」

　陰いん気きな店主の声が出むかえる。魔術道具屋の店主は、いかにもという風体の、見るからに怪あやしげな人物だった。……きっと、娘は母親似になのだろう。

　夜の河原での、ちょっとした事じ件けんから、すでに一週間が過すぎていた。実は、あれきりコウはサクヤに会っていない。何度か店を訪おとずれたのだが、店番をしているのはいつも店主である父親だった。

「今日はどうしました？」

　店主が訊きく。コウはさり気なく店内を見回した。今日も、頭の両りよう脇わきで髪を結ゆった小こ柄がらな姿すがたが見あたらないのを確かく認にんして、軽く失望する。

「……いや、新しい法ほう珠じゆを買おうと思って。このままじゃ不便でしょうがない」

　たずねたいことは他ほかにあったが、まずはそう切りだす。

「安い法珠ってあるかな？　返品物でも中古でもいいんだけど」

「さぁて。ああいったものは、誰だれかが使ったからといって価か値ちが下がるものでもありませんし」

「そこをなんとか。足りない分は月げつ賦ぷではらうからさ」

「残念ですが、うちではそういうことは、ちょっと」

「……けち」

「こちらも商売ですから」

　うらめしそうなコウの視し線せんを平然と受け流し、店主は何かを思いついた顔をした。

「ああ、そうそう。預あずかっている物があるんです」

「僕ぼくに？」

「ええ。これなんですがね」

　そう言いながら、彼は卓つくえの中から紙包みを取りだした。その紙包みを、きょとんとしているコウに手て渡わたす。

「？」

　首をかしげながらコウは紙包みをあけた。

「これは……」

　包みの中身は卵ほどの大きさもある縞しま瑪め瑙のうだった。以前、彼が見入っていた物である。

「こんな高価な物……いったい誰が？」

　ていねいにみがきあげられた縞瑪瑙の表面は、艶つややかに輝かがやき、複ふく雑ざつな模も様ようを浮うかびあがらせていた。よほど質しつのよい天然石を使ったらしく、霊れい的にも鍛きたえあげられている。

「うちの娘からです」

「え？……でも、なんで？」

「お詫わびとお礼だそうで」

「……ふぅん。いいとこあるじゃないか」

　コウの口もとがほころんだ。店主が、無む表ひよう情じように言葉を続ける。

「代金は、特別に無利子で立て替かえておく、とのことです」

「へ？」

　思わず間ま抜ぬけな声をあげる。

「タダじゃないの？」

「まさか。そんなわけないでしょう」

　店主が一枚まいの紙切れを取りだした。そこには、目め眩まいがするような金きん額がくが書かれている。

「借用書です。ここへ署しよ名めいを」

「…………」

　コウは、悪あく魔まとの契けい約やく書しよへ署名するような気分で、借用書に自分の名前を書いた。

「はい、ありがとうございます」

　店主は、署名を確認すると、満足そうにうなずいた。

「……そういえば、娘むすめさんは？　ここのところ見かけないけど」

　ようやく本来の用件を切り出す。

「ええ。実は魔ま術じゆつ士しの弟で子し入り先が見つかりまして。昨日、そちらへ向けて出発しました」

「え？」

　コウは目を丸くした。

「それは、また、突とつ然ぜんだな」

「はい。先方もそこまで急いでいる訳わけではなかったのですが、なぜか、あの子、やたらとやる気になってまして。『一人前になるまで絶ぜつ対たいに帰らない』などと言いだす始末です」

「…………」

「一体、なにがあったんでしょうね。……あなた、心当たりはありませんか？」

「さあ？　僕にはまったく」

　白々しく首を横にふる。

「そうですか。……まあ、なんにせよ、あの子が好きな道に進めて、親としては少しほっとしています。……もっとも、本当に大変なのは、これからなんですけど」

「……ああ、そうかもしれないな」

　視線を戻もどしながらコウは相づちをうった。そこで、意味ありげに彼を見つめる店主と目が合い、一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまる。

「ええっと。……とにかく、おめでとう」

　何となく黙だまっているのもマズイ気がしたので、無ぶ難なんに祝いの言葉を言っておく。

「ええ、ありがとうございます。……ああ、それから」

　店主の顔に薄うすい笑えみが浮うかんだ。

「あの子から伝言です。『絶対にアンタより先に一人前になって、死ぬほどこき使ってやる』だそうです」

「……彼女の下で働くのは、決定事じ項こうなのか」

　言いたいことは色々とあったが、とりあえずそう質しつ問もんしてみる。

「はい」

　魔術道具屋の店主は、目の前に先ほどの借用書を広げた。コウが読みとばした、ごちゃごちゃと細かい字が書かれた箇所を指さす。

「『借金は、どうせ返せないだろうから、代わりに身体で払ってもらう』とのことです」

「父娘おやこそろって確かく信しん犯はんかいっ」

　やはり、さっきの署名は悪魔との契約だったらしい。コウは、魔術道具屋の卓つくえの上で脱だつ力りよくした。




　　　　五




　コウは、夜空へむかって大きくのびをした。凝こり固まった身体が音を立ててほぐれていく。

　そのまま、脱力するように、入り口の脇わきに転がっていた空き箱に腰こしをおろした。深しん呼こ吸きゆうをして、星空を見あげる。空にはくさび形に並ならんだ星せい座ざと、巨きよ大だいな赤い星が輝かがやいていた。……この季節を王都で過すごすのは、これで何度目になるだろう。

「こちらにいらしたのですか」

　不意に、背はい後ごから声がかけられた。首をひねって後ろを見る。そこには、女給服を着た人ひと影かげがあった。お手伝い人形のサヨリである。

「ああ。裏うらの片かたづけ、終わったぞ」

「ご苦労様です」

　言いながら、彼女は、湯気をたてる湯飲みをさしだした。

「悪いな」

　礼を言って湯飲みを受け取る。水仕事で冷え切った指に、湯飲みの温ぬくもりが心地ここちよい。

　両手で包みこむようにして、湯飲みをすする。中身はお湯で割わった梅酒だった。甘あま酸ずっぱい香かおりと味が口の中に広がる。腹はらの底から暖あたたまる感かん触しよくに思わずため息がでた。
















　なごんでいるコウに向かって、「それから」とサヨリが言葉を継ついだ。

「マイカさんから言こと伝づてです。裏が終わったら、とっとと中を手伝え、だそうです」

「…………」

　数ヶ月前に『夕ゆう凪なぎ』に転がり込んできた新入りは有ゆう能のうな店員だった。だが、彼女が加わる前より、仕事がきつくなったように感じるのは気のせいだろうか。

　そういえば……

　ふと、髪かみを二つにわけた、やたらと威い勢せいのよい女の子の事を思いだした。確たしか「死ぬほどこき使ってやる」などと物ぶつ騒そうな捨すて台詞ぜりふを残していったはずだ。あれからずいぶんと経たつが、元気でやっているだろうか。

　なんとなく胸むな元もとにふれてみた。服の布ぬの地じごしに、指先に硬かたい感触がある。まだ代金を払はらっていない縞しま瑪め瑙のうの法ほう珠じゆだ。考えてみれば、この法珠にはずいぶんと助けられた。

　その時、バサバサという羽音が、彼の物思いを破やぶった。

「なんだ？」

　コウは、梅酒の入った湯飲みを置いてたちあがった。その目の前に、一羽の大きな鴉からすが着地する。

「カラス？……のわけないよな」

　夜とぶ鴉などいるはずがない。

　鴉に似た鳥は、一声なくと、首をのけぞらせた。その首には、小さな袋ふくろがぶらさがっている。

「？」

　コウは、袋を鴉の首からはずした。開けてみると、一枚まいの紙し片へんと、小さな切り子の硝子ガラス瓶びんが入っていた。

　彼は紙片を広げた。何か、文字が書いてある。その文面を一読して、思わずうめき声をあげた。

「どうしたのですか？」

　サヨリがわきから紙片をのぞき込んだ。

「約束忘わすれるな、ですか」

　文面を声に出して読みあげる。

「何ですか、これは？」

「昔の知り合いからの手紙だ」

　そう答えて、小瓶を明かりに透すかしてみる。中には、黄き金ん色いろの液体が満たされていた。


















『こころのかけら』








　序章　『交こう叉さ』







　彼女は機き嫌げんが悪かった。しかも、機嫌が悪いことを隠かくす気がなかった。

　法ほう衣いの裾すそをはためかせ、足早に廊ろう下かを歩く。すれ違ちがう者が恐おそれをなしたように道をあけた。

　普ふ段だんなら、こんな無ぶ様ざまな姿すがたを人目にさらすようなことはしない。そんなことをすれば、自分の足を引っぱろうと狙ねらっている誰だれかに、わざわざ機会をくれてやるようなものだ。

　だが、今は、困こん惑わくとそれを上回る怒いかりとが、彼女から余よ裕ゆうをうばっていた。このままでは、苦労して積みあげてきた自分の経けい歴れきが全て吹ふき飛んでしまう。

　女じよ性せいで、しかも若わかいということは、有形無形の障しよう害がいとなって彼女の前にたちはだかった。それらをはねのけてここまでこれたのは、ひとえに彼女自身の努力のたまものである。

「それを……」

　掌てのひらに爪つめがくいこむほど強くにぎりしめる。

「こんな事で、ダメになってたまるものですか」

　血を吐はくように彼女はつぶやいた。

　だん、と派は手でな音を立てて扉とびらをひらく。室内にいた女性が、驚おどろいたように顔をあげた。

「どうしたのよ？　えらく不機嫌じゃない」

　素す通どおしの眼鏡めがね越ごしに、紅あかい瞳ひとみがさぐるような色をおびる。

「やっぱり悪い話だったの？」

「レンが連れ去られた」

　短く結けつ論ろんだけを伝える。その言葉に、女性が息を飲んだ。

「……誰に？」

「あんのばかボンボンよ！　実力も気き概がいもないくせに、こういう悪わる知ぢ恵えだけは働くんだからっ」

　一息にまくしたてる。彼女の怒りが一いち段だん落らくするのを待って、女性が冷静な口調でたずねる。

「で、どうするつもり？」

「もちろん、取り戻もどすのよ。私自身の手で！」

　そう。頼たよりになるのは自分自身だけだ。

「あてはあるの？」

「昨日の王都行き最終に、それらしい人物が乗ったのが確かく認にんされてるわ」

　それは、今日伝えられた情じよう報ほうの中で、唯ゆい一いつの朗ろう報ほうだった。

「途と中ちゆうの駅に確認をとっている最中だけど、王都に逃にげこんだのはまちがいないと思う」

　王都。この国の首都にして、彼女の生まれ育った街。……あの場所に帰るのは、一人前になってからと決めていた。それは、彼女自身が自らに課した誓ちかいだった。

「王都、ね」

　紅い瞳の女性が、嚙かみしめるようにつぶやく。その態たい度どに、奇き妙みようなものを感じて、彼女はかすかに眉まゆをよせた。

「なに？」

「ううん、大したことじゃないんだけど。懐なつかしいなって」

「あなた、王都に行ったことあるの？」

「そりゃ、もちろん。この国の首都だもの」

　はぐらかすように答える。

「で？　どうするの？　追うんだったら私もつき合うけど」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、彼女の頭を様々な想おもいがよぎる。無む意い識しきのうちに、法衣の胸むな元もとに手がのびた。

　服の布ぬの地じごしに、胸元にさがった首くび飾かざりをにぎりしめる。その、指先に伝わる確たしかな感かん触しよくが、彼女の数年間の成果だった。

　迷まよいを振ふり払はらうように頭を一つふった。そう。自分はやりとげたのだ。何をためらうことがある？

「王都へいくわ。……一いつ緒しよに来るなら、急いで荷物をまとめて」

　きっぱりと、強い意い志しをこめて、彼女はそう宣せん言げんした。







　第一章　『帰き郷きよう』
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　月が出ていた。

「今日はいい天気だったんだなぁ……」

　思わずそんなため息がもれる。朝、下水道に潜もぐり込んでから、太陽など一度も見ていない。

　新市街の地下には、郊こう外がいから流れこんでいる河かわを覆おおった暗あん渠きよを幹かん線せんとして、無数の地下水路が走っている。それらの水路の多くは、埋うめ立て工事の際さいの排はい水すい路ろだったのだが、今でも下水などに使われているものも多い。コウは、休日を丸々つぶしてその大おお掃そう除じをおこなっていた。

　口入れ屋の「いい仕事がありますよ」という言葉を信じた結果がこれだった。確かに、払いはよかったが、だからといって労力に比ひ較かくして割わりがよいとも思えない。

　身体からだに染しみついたドブの臭においに道行く人たちが眉をひそめる。この臭いのせいで、交通機関を利用するわけにもいかず、コウはとぼとぼと十八番街へむかって歩いていた。

「あれ？」

　ふと、見覚えのある建物の前で足をとめる。

「そうか……人が入ったのか」

　それは、以前、コウが住み込みで働いていた工こう房ぼうだった。工房の窓まどからは灯あかりがもれ、内部には人の気配がある。どういう事情があるのか、長い間空き家だったのだが、とうとう入にゆう居きよ者しやが決まったらしい。

　なんとなく寂さびしいような気分で、コウは建物に近づいた。入り口の前に、荷車に積んだ荷物が置きっぱなしになっている。その中には、彼に馴な染じみのある品物もいくつかあった。魔ま術じゆつや錬れん金きん術じゆつ関連の品々だ。……どうやら、この建物の次の持ち主も、魔術関係の人物のようだ。

「また、工房になるのか……」

　ため息混まじりのつぶやきがもれる。

「……僕ぼくを雇やとってくれないかなぁ」

　それは、我われながらずいぶんと虫のいい願いのように思えた。




『錬金術』という学問がある。

　一いつ般ぱん的には、卑ひ金きん属ぞくから貴き金きん属ぞくをつくるもの、と理り解かいされている。しかし、実際の錬金術は、そんなに単たん純じゆんなものではない。

　錬金術の目的は、物ぶつ質しつの『本質』を取りだすことだ。その『本質』は完全な存そん在ざいであり、すべての物質のおおもとである。しかし、地上にあるものの多くは、『本質』の活動が弱かったり、あるいは他の不純物が多すぎたりするので、不完全な存在になってしまっている。

　そこで、純じゆん粋すいな『本質』を使うことにより、不完全な存在を完全な存在に『治ち療りよう』する。その応おう用よう例れいのひとつが、病やめる金属である鉛なまりや錫すずを、健康な金属、すなわち黄金に『治療』する、という練金の業わざだ。

『本質』を精せい製せいするための手しゆ段だんとして、蒸じよう留りゆう・乾かん留りゆう・結けつ晶しよう・沈ちん殿でんなどの操そう作さや魔術儀ぎ式しきがつかわれる。錬金術士にとって、魔術とはあくまで手段であり、それが魔術の修しゆ行ぎようそのものを目的とする魔術士とは異ことなる点だ。

　ただし、魔術士の中にも物質の精製をおこなう者がいるし、錬金術士の中にも魔術の修行に熱心な者がいる。だから、その区別はきわめて曖あい昧まいで、ひとくくりにして魔術士と呼ばれることも多い。

　錬金術は、ひとつ間ま違ちがえると危き険けんな知ち識しきであるし、多くの山やま師し・詐さ欺ぎ師しが横行していたという歴史もある。だから、現げん在ざいでは『錬金術士』を名乗るためには商しよう工こう農のう務む省しようで行う資し格かく試験に合格しなければならない。

　もっとも、これは、なにも錬金術士に限かぎったことではない。公こう認にん魔術士や呪じゆ医いなどといった資格試験が、各かく担たん当とう省しよう庁ちようや魔術協きよう会かいなどでおこなわれており、その道で生計たつきを立てようとする者は、まずその試験に合格する必要がある。

　魔術系けいの多くの試験は、受験資格に、正式な教育機関の修しゆう了りようか、一定期間の実務経けい験けんが必要になっている。当然、錬金術士の資格試験にも、その制せい限げんが課せられていた。

　そして。今のコウには、そのあてがまったくなかった。




　　　　二




「コウ！　表かたづけて」

　昼時の客が一いち段だん落らくしたのをみはからって、マイカは同どう僚りように声をかけた。

　ざっと洗あらったまな板の上に、身を煮に付つけにした残りの小こ鯛だいの頭を出す。大きければ、兜かぶと煮ににして客に出すのだが、この大きさではそれも無理だ。

　まな板の上に、小鯛の頭を立てて置く。広がった胸むな鰭びれと腹鰭を出で刃ばでたたいて切り、前歯の間に刃をあてた。包丁の背せに手をあてて体重をかけながら、鯛の頭を二つに割わる。

　熱湯をかけて鱗うろこをはたきおとしてから、沸わかした小こ鍋なべに醬しよう油ゆと味み醂りんを入れ、割った鯛の頭を放ほうりこんだ。さらに、余あまり物のおろし生姜しようがを気前よく入れる。醬油と味醂と生姜の煮立つ甘あまい匂においが厨ちゆう房ぼうに広がった。

　適てき当とうな残り物の野菜を、沸いた小鍋に入れて煮こむ。小さいから、食べる身はほとんどないが、鯛の頭なら良いダシがとれるはずだ。

「表、おわったぞ」

　飯台に座すわりながら、コウが厨房をのぞきこむ。

「はい、ごくろうさま」

　マイカは、穴あな杓じやく子しですくった野菜を小こ鉢ばちに盛もった。

「ご飯は自分でよそってね」

　言いながら、小鉢を飯台の上に置く。

「いただきます」

　簡かん単たんに両手をあわせ、コウは小鉢に箸はしをつけた。ささがけのゴボウを口に入れて嚙かむ。こりこりとした歯は触ざわりとともに、鯛の脂あぶらの甘さと、生姜の香かおりが口の中にひろがった。

　コウは黙もく々もくと食事を続けた。マイカは、もともとはいいとこのお嬢じようさんだった割に、こういった残り物料理に妙みような才さい能のうを発はつ揮きする。

　その時、不意に表の戸が引き開けられた。

「あ、すいません。今は準じゆん備び中ちゆう……」

　コウが手に茶ちや碗わんを持ったまま、入り口をふりむいた。その声をさえぎるように、やたらと威い勢せいのよい声が響ひびく。

「あー、いたいた」

『夕ゆう凪なぎ』の入り口から、一人の娘むすめが顔をのぞかせている。あっけにとられるコウとマイカにかまわず、無ぶ遠えん慮りよに店内に入ってきた。

「ええと……」

　コウは、素す早ばやく娘を観察した。背中まである髪かみを毛先で縛しばってまとめている。その、強い光を宿す瞳ひとみに見おぼえがあった。

「サクヤ、か？」

　数年前、ちょっとした事件を通じて知りあった魔ま術じゆつ道具屋の娘の名前を言ってみる。

「なによ、失礼しちゃうわね。見忘れたの？」

「いや……」

　見み違ちがえたんだ、と言いかけてコウは慌あわてて口をつぐんだ。

「で、お金はできたの？」

「…………」

　そういえば、彼女にはかなりの額がくの借金があった。少し前に、催さい促そくの手紙をもらったような気もする。

「できてないのね？」

　確かく認にんするように、サクヤがコウの目をのぞきこむ。

「じゃあ、約束通り、一いつ緒しよに来てもらおうかしら」

　言うが早いかコウの襟えり首くびをひっつかんで引きずっていこうとする。

「ちょっと！　ひとんちの店員に妙なちょっかいださないでよ」

　呆ぼう然ぜんと成り行きを見ていたマイカが慌てて飯台から身を乗りだす。

「なによ、アンタ」

　サクヤは、幾き何か柄がらの手て拭ぬぐいで髪をおさえた小柄な娘を見おろした。

「こいつの同どう僚りようよ」

「同僚？」

　眉まゆをひそめて頼たよりなさげな錬れん金きん術じゆつ士し志し望ぼうの青年を見る。

「僕の上司だ」

　襟首をつかまれたまま、コウは器用に肩かたをすくめた。

「上司なの？……このコが？」

「そう。人づかいが荒あらくて困こまってる」

『夕凪』では自分の方が先せん輩ぱいのはずなのだが、今ではすっかりマイカに顎あごでつかわれている。

　はあ、とため息をついてサクヤはつかんでいた襟首をはなした。それから、マイカに身体ごと向きなおる。

「じゃあ、悪いけど、今日付けでコイツは退たい職しよくってことで」

「勝手に決めないで！」

　あまりに傍ぼう若じやく無ぶ人じんな言い草にマイカが声をあげる。

「だいたい、いきなり出てきて、あなた何者なのよ」

「私？　私はね……」

　魔術道具屋の娘は、法ほう衣いの襟元に手をつっこんだ。

「公認魔術士よ」

　襟元から引っ張ぱりだした鎖くさりの先には、翼つばさのある杖つえと、それに絡からみつく二匹ひきの蛇へびをかたどった紋もん章しようが揺ゆれていた。




『魔ま術じゆつ』という言葉には、「人ならざる業わざをなす術」という意味がある。

　古くは神しん秘ぴの類たぐいだったこの業は、現げん在ざいでは理り論ろん化か・体たい系けい化かがすすみ、その応おう用よう技ぎ術じゆつは人々の生活を豊かなものにかえてきた。

『魔術士』というのは、魔術を遣つかう者たちの総そう称しようで、広い意味では錬金術士や呪じゆ医いなども含ふくまれる。その中でも、『公認魔術士』と呼よばれる者は、特に商工農務省が正式に認みとめた魔術士のことだ。公認魔術士の資し格かく試験は、魔術系試験最さい難なん関かんといわれ、合格者は全受験者の一割わりにも満たない。

　サクヤが持っている首くび飾かざりの意い匠しようは、〝使者の杖〟と呼ばれるものである。魔術と医術の守護者である〝神々の使者〟の象徴で、公認魔術士や錬金術士・呪医などの国家資格をもった者だけが身につけることを許された紋章だ。




「おまえ、本当に公認魔術士になったのか」

　コウが、サクヤの顔と彼女の指先でゆれる〝使者の杖〟をかわるがわる見た。

「『本当に』ってのはどういう意味よ」

　魔術道具屋の娘むすめが不満そうに唇くちびるをとがらせる。

「これでも、公認魔術士試験合格の最年少記録保ほ持じ者しやなんだから」

　公認魔術士の受験資格には、成人していることと、特定の教育課か程ていの修しゆう了りようまたは一定期間の実じつ務む経けい験けんがあることが含まれる。

　サクヤは、彼女の父親の話によれば、かなり大きな工こう房ぼうに弟子入りしたそうだから、実務経験の方は条じよう件けんを満たしている。それに、あれから数年が経たっているから、すでに成人年齢にも達してるはずだ。

　だが、受験資格を満たしているということと、試験に合格するということは全く別の問題だ。実じつ際さい、公認魔術士を目指す多くの者たちが、何年間もの受験勉強をおこない、それでも合格できずに涙をのんでいる。

「どういった知り合いなの？」

　厨ちゆう房ぼうから出てきたマイカがコウに耳打ちする。

「お世話になってる魔術道具屋の娘さん」

　コウがささやき返す。

「法ほう珠じゆの代金を彼女から借りてるんだ」

　ああ、とマイカはうなずいた。何かのついでにそんな話を聞いたおぼえがある。

「ちょっと、なにこそこそ話してるのよ」

　一時的に蚊か帳やの外におかれたサクヤが二人の会話に割ってはいる。

「とにかく、コイツはもらっていくから。そういうことでよろしくね」

　再びコウの襟首をつかもうとする。

「だから、どうしてそうなるのよ」

　眉まゆ根ねをよせてマイカが言う。この娘の話は、展てん開かいが突とつ飛ぴすぎてついていけない。

「だって、そういう約束だもの」

　サクヤは懐ふところから折りたたんだ紙をとりだした。

「ほら。借金が払はらえないなら、あとは身体からだではらってもらうわよ」

　勝ち誇ほこったように紙を広げてみせる。それは、以前、コウ自身が署しよ名めいした借用書だった。

「身体でって……」

　あまりの物言いにマイカが絶ぜつ句くする。

「あ、別にバラして臓ぞう器き屋やにうっぱらうとかってことじゃないわよ？　働いて返してもらうって意味だから」

　なにやらとんでもないことをさらりと言う。

「今、工房を開こうと思っててね、安くてこきつかえる人手が欲ほしいのよ。コイツはこれでも錬れん金きん術じゆつ士しの卵たまごだからね。……まあ、ちょっと頼たよりないけど、背せに腹はらはかえられないし」

「そんな人身売買みたいなの、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反して許ゆるされるわけないでしょうが」

　先年成立した労働法によって、賃ちん金ぎん債さい務むの相そう殺さいは禁きん止しされているから、借金のカタに強きよう制せい労働をさせるというような契けい約やくは法的に認められない。

「う。……でも！」

　一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰つまったが、すぐにサクヤは言い返した。

「コイツにお金を貸かしてるのは事実だわ。それをどうしてくれるのよ？」

「それはコウの問題でしょ。あたしとは関係ないわ」

「じゃあ、コイツがいいって言ったら、連れていってかまわないのね？」

「……それは、まあ」

「じゃ、アンタ。今すぐはっきりさせなさい」

　サクヤがコウに顔をむける。

「……僕ぼく？」

　突然、話をふられて、コウがとまどった声をだす。

「そうね。そもそも、コウはどうしたいの？」

　マイカも腕うでを組んでコウを見る。二人に見つめられて、錬金術士志し望ぼうの青年は、困こまったように視し線せんをおよがせた。

「僕は……」

　どうしたいのだろう。

「悩なやむことないわよ。アンタ、錬金術士になるために、わざわざ王都くんだりまで出てきたんでしょうが」

　サクヤが、当然のことのように言う。確かに、借金のカタ云うん々ぬんを抜ぬきにして考えれば、彼女の申し出は願ってもない好機に思えた。

　だが、一方で、いざ『夕凪』から出ていくのだと考えると、奇き妙みようなためらいをおぼえるのも事実だ。

「いいのか？」

　なんとなく、コウはマイカに視線をむけた。

「なんで、あたしに訊きくの？」

　マイカが、コウの目を見つめ返す。

「『夕凪』の実じつ質しつ的な管理者だろう、君は」

「……そっか。そうだったわね」
















　マイカが視線をそらした。無む意い識しきのうちに、ちがう答えを期待していた自分に少しとまどう。

「ま、いいんじゃない？　いきなりってのは困るけど。今のところ、人手は足りてるし」

　力仕事は、以前にも増まして力持ちになったサヨリがいるから、特に男手が要るわけでもない。

「そうか」

　少し寂さびしそうに、コウは顔をうつむけた。

「……じゃあ、サクヤ、君のところに世話になることにする」

　思いきるようにひとつうなずいて、コウは答えた。こういった事を、その場の勢いきおいで決めていいものかどうか迷まよいはある。しかし、態たい度どを保ほ留りゆうするわけにもいかない。……きっと、重要な決けつ断だんをするときなんて、そんなものなのだろう。

「ホント!?」

　コウの言葉に、嬉うれしそうにサクヤは両手をあわせた。




　コウの突然の退たい職しよくは、実に円えん滑かつにおこなわれた。……正直、まったく惜おしまれないというのも、なにやら悲しいものがある。

　店員でなくなっても、コウはしばらくの間、『夕凪』に住むことになった。「どうせ部屋は余あまってるんだから、どうでもいい」という老主人の暖あたたかい言葉のおかげである。

　サヨリだけは、コウが『夕凪』からいなくなることを寂しがっている様子だった。しかし、口にだしては「コウさんのお好きなように」と言っただけだった。




　　　　三




　驚おどろいたことに、サクヤの『工こう房ぼう』というのは、以前、コウが住み込みで働いていたあの工房だった。

　なんでも、格かく安やすで売りに出ていたところを知り合いのツテでさらに安く買いとったらしい。コウは、複ふく雑ざつな想おもいで、数年ぶりに足を踏ふみいれた工房を見まわした。

　予想していたことだが、長い間放置されていた工房は荒あれ果てていた。

　どうやら、あの借金取りは、あまり錬れん金きん術じゆつというものに興きよう味みを持っていなかったらしい。機材のほとんどは、コウが最後に見た時のまま置きっぱなしになっていた。……まあ、単たん純じゆんに運びだす手間を惜しんだだけなのかもしれないが。

「とりあえず、工房内の掃そう除じと、機材の設せつ置ち、よろしくね」

　感かん慨がいにふけっているコウにサクヤが声をかけた。そのまま、彼を置いて、工房の入り口から出ていこうとする。

「……って、君はどこへ行くんだ？」

　我われに返ったコウがあわててサクヤを呼びとめる。若わかき公こう認にん魔ま術じゆつ士しは、首だけふりむけてコウを見た。

「ちょっとね。……これでも、色々と忙いそがしいのよ」

「あのな、こんなの、僕ひとりでどうにかなると思っているのか？」

　コウが、少し大げさな動作で両手を広げた。部屋の中には、もとから設置してあった機材に加え、サクヤが運び込んだものらしい荷物が所かまわずおいてある。床ゆかの掃除だけでも丸一日はかかりそうだ。工房を営えい業ぎよう可か能のうな状じよう態たいまで持っていくまでには、どれだけの時間が必要か見当もつかない。

　だが、工房主である娘むすめは、気楽な調子で片かた手てをふった。

「あー、大だい丈じよう夫ぶだいじょぶ。時間はあるから、ゆっくりとやってくれていいわよ」

「なんだって？」

　奇妙な物言いに、コウは眉まゆをひそめた。……そういえば、肝かん心じんなことを聞いていなかった。

「なあ、ひとつ訊いていいか」

「なに？」

「この工房はいつ開業の予定なんだ？」

「……え？」

　サクヤが、あきらかにわかるほど動どう揺ようする。

「ええっと、まだ、具体的にはきまってないんだけどね。……まあ、近いうちに」

「本当に大丈夫なんだろうな」

　思えば、この工房には、ロクな思い出がない。

「まさか、借金が返せなくて夜よ逃にげとか……」

「失礼ね！」

　気分を害したように、サクヤが唇くちびるをとがらせる。

「そういうことは、まず自分の借金を返してから言いなさいよ」

「…………」

　そういえば、借金のカタに働いているんだった。

「ま。心配しなくても。お給料はちゃんと出すから」

　コウの表ひよう情じようの変化を見て、満足そうな笑えみを浮うかべる。

「アンタは、自分の立場をわきまえて、黙だまって働きなさい」

「…………」

「返事は？」

「はい、工房長」

　何かがまちがっているような気分で、コウは、そう返事をした。




　　　　四




「ただいま」

　コウは『夕凪』の裏うら口ぐちを開けた。時じ刻こくは、すでに深夜である。

　結局、あのままサクヤはもどってこなかった。仕方がないので、勝手に今日は終わりということにして帰ってきた。……こんないい加か減げんなことで本当に大丈夫なのだろうか。

『夕凪』はまだ開いていたが、客は切れはじめているようだった。コウの声に、厨ちゆう房ぼうの後かたづけをしていたマイカがふりむいた。

「おつかれさま。今、ごはん出すから、そっちかけて待ってて。……残り物だけど、いいわよね？」

「ああ、悪いな」

　なんとなく奇き妙みような気分でコウは店内にまわった。それを目ざとく見つけた常じよう連れんが声をかけてくる。

「亭てい主しゆのおかえりか」「がんばれ甲か斐い性しよう無し」などの冷やかしを適てき当とうに受け流し、コウは飯台に腰こしかけた。

「はい」

　マイカは白飯を盛もった茶ちや碗わんをコウに手て渡わたした。それから、鰯いわしの梅うめ煮にと味み噌そ汁しるを飯台の上に置く。

「いただきます」

　コウは鰯の梅煮に箸はしをつけた。梅うめ干ぼしの酸さん味みが舌したを刺し激げきし、続いて鰯の旨うま味みが口の中に広がる。

　鰯は煮くずれていたし、味噌汁は煮に詰つまっていたが、見てくれはともかく味は悪くない。空くう腹ふくも手伝って、コウはがつがつと食事を続けた。

「どう、新しい職しよく場ばは？」

　食事が一いち段だん落らくしたのをみはからってマイカが話しかけてくる。

「まだ、なんとも言えないよ」

　あいまいにこたえる。

「もしかして、引き留とめなかったことを気にしてる？」

　その態たい度どを、どう勘かん違ちがいしたのか、マイカが不意にそんなことを言った。

「いいや。別に気にしてないよ」

　意外な言葉にとまどいながら、コウは首を横にふった。

「そう？……ならいいけど」

　マイカがコウの目をのぞきこむ。なんとなく、視し線せんをそらすのはまずいような気がして、コウはその瞳ひとみを見つめかえした。

「一いち応おう、言っておくわね」

　少し迷まよう素そ振ぶりを見せてから、思いきるようにマイカが口を開いた。

「コウがこの店に必要ないとかじゃなくて。あなたにも自分の道があるわけだし、その邪じや魔まをしたくなかったのよ。……それは、たぶん店長も同じだと思う」

「うん、わかってる」

「それにさ、人と人って、寄より添そっていることだけが大事なわけじゃないでしょ」

「そうだな」

　マイカと彼女の父親。その間にあっただろう様々な軋あつ轢れきについて考えてみる。彼女にとって、『家族』とは、単に一いつ緒しよに暮くらしているという以上の意味があるのだろう。

　不意にマイカが視線をそらした。そのまま、身をひるがえすようにしてコウに背せ中なかをむける。

「……だから、あなたがそう思ってる限かぎり、この場所は『家』なのよ」

「え？」

　聞きかえすコウにはかまわず、マイカは厨ちゆう房ぼうの奥おくへと歩み去った。




　　　　五




　サヨリは、桶おけの中につっこんだ板を左右にまわした。その動きにあわせて、桶の中の小こ芋いもが、ごろごろとお互たがいにぶつかりあう。

　充じゆう分ぶんに芋を洗あらってから、桶の水を捨てる。にごった水が、染しみこみながら広がり、土とまじって泥濘ぬかるみになった。

　今まで、こういった雑ざつ用ようはコウの仕事だった。しかし、彼がいなくなった現げん在ざい、外まわりも含めたすべての雑用はサヨリの分ぶん担たんとなっていた。べつに、仕事が増ふえたこと自体に不満はないのだが、いつも裏うら庭にわで働いていた後ろ姿すがたが見えないことに、奇妙なとまどいと物足りなさを感じることがある。

「お姉ちゃん」

　不意に声がかけられた。驚おどろいた顔でサヨリは辺りを見回す。すぐに、塀へいの縁ふちにつかまって中をのぞき込んでいる少年を見つけた。

「……私のことですか？」

「他に誰だれがいるのさ」

　彼は、生意気な口調で言うと、猫ねこのような身軽さで塀をのりこえた。その動きに、切りそろえた栗くり色いろの髪かみがふわりとひろがる。

「どうしたのさ、ぼうっとして」

「ぼうっとしてましたか」

　サヨリはとまどったように聞き返した。芋を洗った水は、すっかり土に染みこんでしまっている。……たしかに、少しの間、考え事に気を取られていたようだ。

「ボクがずっと見てたのに、全然気がつかなかったでしょ」

「…………」

　サヨリは、困こまったように眉まゆをよせた。

「最近、少しおかしいんです、私」

「なにか悩なやみ事でもあるの？」

「……どうでしょう。よくわかりません」

　彼女は力なく首を横にふった。

「まあ、お姉ちゃんくらいの年とし頃ごろには、よくあることだから。あんまり気にしないほうがいいよ」

　うんうんとうなずきながら、少年がわかったようなことを言う。

「いえ、人間の方ならともかく、私は人形ですから」

　え？　と少年が驚いたようにサヨリの横顔を見た。

「驚きましたか」

　そういった反はん応のうになれているサヨリは、おだやかに微笑ほほえんで小首をかしげた。

「うん、まあ」

「そうですか。自動人形が、人間と暮らしているなんて、珍めずらしいですからね」

「いや、そのことじゃなくて。お姉ちゃんが、自分から『人形だ』なんて言うからさ」

「え？」

　今度は、サヨリが驚いた顔をした。

「そんな、自分に不利なこと、わざわざ相手に教えることないだろ」

「そう、でしょうか」

「そうだよ。人形がよく思われてないのは、お姉ちゃんだってわかってるんだろ」

「はい。……ですが、事実として、私は人形ですし」

　それに、と自動人形の娘むすめは言葉を継ついだ。

「そういった自分が嫌きらいではありませんから」

「……どういうことさ」

　栗色の髪の少年が、不ふ機き嫌げんな声を出す。

「うまく言えませんが……　自分が人形であるということを厭いとうのは、私を創つくってくれた人に失礼な気がします」

「そんなの！」

　少年が怒ど気きをあらわす。

「そんなのは、そいつの勝手だろっ。第一、そいつはお姉ちゃんを便利な道具としてつくったんだぞ」

「そうでしょうか」

　サヨリが思案気な顔をする。

「たとえそうだとしても、人は、道具にも愛着をおぼえるものでしょう？　なら、私はそれで充じゆう分ぶんです」

「……バカっ！」

　不意に一声叫さけんで、少年は身をひるがえした。

「アンタ、本物のバカだね！」

　外へ通じる木戸で一度だけふりかえり、彼はそう捨すて台詞ぜりふをのこして走りさった。




　　　　六




「少し、よろしいでしょうか」

　昼の客が一いち段だん落らくした店内で、サヨリがマイカに話しかけてきた。

「なに？」

　サヨリが自分から話しかけてくるなど珍しい。マイカは、片かたづけの手をとめて彼女に顔をむけた。

「マイカさんに、お訊きしたいことがあるのですけど」

「あたしに？」

「はい」

　サヨリが、神しん妙みような面おも持もちでうなずく。

「長引きそう？」

　なんとなく、サヨリの様子がおかしいのを感じとって、マイカはそう尋ねた。

「はい」

「なるほど」

　ふむ、とマイカはうなずいた。

「わかった。店の中で話しましょ」




　人気のない店内で、マイカはサヨリと向かいあってすわった。

「で？　どうしたのよ」

「はい……」

　サヨリが少し言いよどむ。これも、彼女には珍しい態たい度どだ。

「実は、最近、考え事をすることが多くなりまして」

「…………」

　それはマイカも気づいていた。サヨリは、最近、ぼうっとしていることが多い。……まるで、悩なやみ事を抱かかえた年とし頃ごろの娘むすめのようだ。

「悩みごとでもあるの？」

　マイカは直ちよく接せつ的てきに訊いた。自動人形が悩む、ということには違い和わ感かんをおぼえるが、サヨリは無機的な印象に反して、かなり豊ゆたかな感かん情じようを持っている。だから、人間と同じように悩むことだってあるかもしれない。
















「それが、よくわからないのです」

　女給服を着た自動人形は、困こまったように眉まゆ根ねをよせた。

「確たしかに、奇妙な感覚をおぼえていますが、それが『悩む』ということなのかどうか……」

「コウには訊いてみたの？」

　サヨリの制せい作さく者しやの名前をだす。技ぎ術じゆつ的な問題なら、彼の守しゆ備び範はん囲いだ。

「いえ……」

　サヨリが首を横にふる。

「なんとなく、コウさんには聞きづらい気がして」

「そっか」

　つまり、彼女は、同どう性せいの友人として、マイカを相談相手に選んだわけだ。……ますます年頃の娘のようである。

「で、どんな感じがするの？」

「うまく説明できないのですが……」

　そこで、サヨリは一いつ旦たん言葉を切った。

「何かが足らないような、漠ばく然ぜんとした不安を感じています」

「へえ？」

　サヨリが不安を感じると聞いて、マイカは少し驚おどろいた。

　そもそも自動人形とはひとつの理想である。だから、その躰からだには、有用なものしかないはずだ。当然、『不安』などという余よ計けいな感情は持っていない。……なんとなく、そう理り解かいしていた。

「あなた、他ほかにはどんな事を感じるの？」

　ふと興きよう味みをおぼえてそんなことを訊いてみる。サヨリは、ぶしつけな質しつ問もんを嫌いやがるふうもなく、ぽつりぽつりと語りはじめた。

「……たとえば、自分が必要とされていると実感した時、私はとても満ち足りた気分になります。あれは、きっと『幸せ』というのでしょう。反対に……」

　言葉を選ぶように、ゆっくりと紅あかい瞳ひとみの自動人形が喋る。

「自分自身や大切な人が危き険けんにさらされている時、いてもたってもいられない気持ちになります。あれが『恐きよう怖ふ』なのだと思います」

　ですが、と少し困ったように小首をかしげた。

「最近、感じている感情は……　とても不安なのですが、恐怖のようにはっきりしたものではなくて、何かが足りない気持ち……すいません、やはりうまく説明できません」

「大だい丈じよう夫ぶ。よくわかったわ」

　コウが「人形にも心はある」と言っていたのを思いだす。

「それはね、寂さびしいっていうのよ」

　その原げん因いんも何となく見当がつく。……まったく、あの朴ぼく念ねん仁じんはこのことに気づいているのだろうか。

「……当然、気づいていないんだろうなぁ」

　マイカは、そっと吐と息いきをもらした。
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　　　　一




　工こう房ぼうの扉とびらが、いきなり開いた。魔ま術じゆつ士し風の男が、無ぶ遠えん慮りよに室内に入ってくる。

「あの？」

　コウはとまどった声をあげた。

「サクヤはいるか？」

　男は、室内を見まわしながら、早口に言った。

「彼女なら、今でかけて……」

　その時、開け放したままだった入り口の扉から、元気な声が響ひびいた。

「ただいまー。だめでしょ、開けっ放しにしちゃ」

「サクヤ！」

　男が、振ふり向く。

「え？」

　男の姿すがたをみとめたサクヤの顔が強こわ張ばる。

「サクヤ、いつまで遊んでいる気だ？　はやくレンを見つけないと、一番困こまるのはおまえだろう」

「なによ、遊んでなんかないわ。ちゃんと、あの子の手がかりだって……」

　そこで、二人の会話を聞いているコウに気づく。

「だったら少しは……」

「ちょっと！」

　さらに言葉を継つごうとする男を目で制せいする。

「あ？……ああ」

　男も、ちらりとコウに視し線せんをむけて小さくうなずいた。

「そういえば、この者は？」

「なに言ってるの。前に話したじゃない」

　サクヤが男に目配せした。

「ほら、私の古い馴な染じみで、こんど工房をひらくことになった……」

「ああ、そうだった」

　男が何事か得心したようにうなずく。

「なるほど。……手が込こんだことだ」

　そのまま、二人は顔を寄よせて二言三言言葉をかわした。

「コウ、私は急用ができたから、ちょっと出かけてくるわ。帰りは遅おそくなるから、戸と締じまりよろしくね」

　そう言い置いて、サクヤは男と連れだって工房から出ていった。




　　　　二




『夕凪』が閉しまったあと、マイカはコウの部屋の扉をたたいた。

　中からの返事を待って、扉をあける。

「ちょっと、いいかしら」

「どうしたんだ？」

　机つくえに向かっていたコウが顔をあげる。

「話したいことがあるのよ。……サヨリのことで」

「わかった。入ってくれ」

「……お邪じや魔まします」

　マイカは室内に足を踏ふみいれた。

「ふうん。結けつ構こうきれいにしてるじゃない」

　考えてみれば、この部屋に入るのは初めてだ。裏うら庭にわの『工房』の惨さん状じようからは想そう像ぞうできないほど、室内はきちんと片かたづいている。

「サヨリのおかげだよ。彼女が来る前は、そりゃもうひどかった」

　コウはあっさり白状した。だいたい、この部屋は寝ねる時以外使わないから、定期的に片づけていればそれほど散らかる要よう素そもない。

「なるほど」

　マイカは納なつ得とくしてうなずいた。

「で？　サヨリがどうしたって？」

　読みかけの本を閉とじながらコウが訊く。

「ああ、うん」

　寝しん台だいに腰こしかけながら、マイカがうなずいた。

「……あの娘こ、最近、様子がおかしいのに気づいてる？」

　どうせわかってないだろう、と思いながら、マイカはそう切りだした。

「ああ。知ってる」

　しかし、案に相そう違いしてコウはあっさりとうなずく。

「……え？」

　予想外の言葉に、マイカの反はん応のうが一いつ瞬しゆんおくれた。

「彼女は成長期だからな。感かん情じようが不安定になる時もあるだろう」

「成長期？」

　何やら自動人形に似につかわしくない言葉に、思わず聞き返してしまう。

「……って、あの娘こ、成長してるの？」

「もちろん」

　なにを当たり前のことを、という顔でコウがうなずく。

「だって人形でしょ？」

　サヨリの髪かみや背せがのびていくところを想像する。……それは、怪かい談だんと言うのではなかろうか。

「君が何を想像しているのか、だいたい見当はつくが……」

　コウが片手で顔をおおう。

「僕ぼくが言っているのは『心』の話だ」

「ああ、なるほど……って」

　マイカは一瞬納得しかけて、その言葉の異い様ようさに気づいた。

「心が成長するって、どういうことよ」

「そのままの意味だよ。サヨリの心は日々成長している」

「だって……」

「ああ、うん。君の言いたいことはわかる」

　コウは、片手をあげてマイカの言葉を制した。

「たしかに、彼女の霊あ子た脳まは作り物だ。けど、だからといって、そこに宿る精神までが作り物ってわけじゃない」

「だって、サヨリの知ち恵えと知ち識しきは、あなたが与あたえたものでしょう？」

「ああ。だが、サヨリは自分の意思で行動している」

「だから、それは、コウがそういうふうに造つくったからで……」

「いいや、ちがうよ。僕には……というより、多分どんな錬れん金きん術じゆつ士しにも『心』を創つくりだすことはできない」

「……？」

「あの娘こはね、一種の精せい霊れいなんだ」

「精霊？」

「そう、精霊。つまりは情じよう報ほう寄き生せい体たいだ。擬ぎ体たいは……霊あ子た脳まも含ふくめて、ただの依より代しろにすぎない。サヨリの本ほん質しつは、そんなところにあるわけじゃないんだ」

「サヨリの本質……」

　マイカがくりかえす。そんなこと、考えてみたこともなかった。

「たとえば、この本」

　コウは読みさしの本をかかげた。

「これは紙と文字でできてるけど、そこに本としての価か値ちがあるわけじゃない。本の価値は、書かれている内ない容ようにある。それは、たとえ違ちがう媒ばい体たいに写されたとしても変わらない価値、つまりは『本質』だ。同じように、サヨリの『本質』は人形の躰からだにあるわけじゃない」

「じゃあ、サヨリの存そん在ざいはどこにあるわけ？」

　触ふれあえる躰に意味がないのなら、何を信じればいいというのだろう。

「ああ、うん。……ちょっと言い方が悪かったな。サヨリは確たしかにあの躰の中に存在している。本を燃もやしたら内容も消えてしまうだろ？　同じように、サヨリも擬体がなくなれば存在できなくなる」

　ただ、とコウは言葉を継いだ。

「それは、サヨリがサヨリであるための決定的な要よう因いんじゃないんだ。……現げんに、サヨリは一度擬体を替かえているけど、それでもやっぱりあの娘こはあの娘だろ」

「……サヨリの魂たましいってこと？」

　その表現は、自動人形にはあまりふさわしくないような気もするが、『躰に宿る本質』をあらわすのに他ほかに適てき当とうな言葉も思いつかない。

「そう言ってもいいかもしれない。……魂の定てい義ぎにもよるけどね」

　錬金術士志し望ぼうの青年はうなずいて言葉を継いだ。

「仮に、『サヨリの魂』というものがあるとして。それはいくつもの欠片かけらからできている。周囲の人間とのかかわり、『夕凪』で過すごした時間……それら全すべてはサヨリを構こう成せいする要よう素そだ。その中でも、あの娘のあり方を決めている決定的な要因のひとつは、精霊としての本ほん能のうなんだ」

「……どういうことよ？」

　マイカが眉まゆ根ねを寄よせる。話の展てん開かいにちっともついていけない。

「なんて言ったらいいのかな……」

　コウは軽くにぎった手を口もとにあてた。

「……そうだな。まず、精霊ってのは、忘わすれられると存在できなくなるモノなんだ」

　基き本ほん的てきに、情報寄生体である精霊は、接せつ触しよくによって周囲の依代に感かん染せんしていく。だから、条じよう件けんさえ整っていれば、精せい霊れいはいくらでも増ふえることができるし、実じつ際さいに精霊が大量に住む土地というものも存在する。

　だが、ある土地が供きよう給きゆうできるエネルギー量には限かぎりがあるし、依代である植物や岩、あるいは山でさえ、いつかは消えさってしまうものだ。

　だから、精霊は、人々の記き憶おくに残ることで自分の『種』を運ばせる。それは、人々の想おもいとして残り、やがては新しい場所で、新しい精霊として生まれ出る。

　そして、人々に忘れさられた精霊は、自分の子孫を残すことができず、いずれは消しよう滅めつしてしまうことになる。

「そういった理由で、精霊は、人々の記憶に残るために、より印象的な外観を持つようになった。具ぐ現げん化かした精霊たちが、みんな綺き麗れいなのはそのためだよ」

　精霊は、とても美しいか、反対にとても恐おそろしい姿すがたをしているかのどちらかだ。その理由としては、どっちつかずの平凡な姿をしていた者は長い淘とう汰たの歴史によって消えさってしまったのだ、と説明されている。

「僕たちは、美しい容よう姿しに対して、ある種の欲求を持っている。それは、人という種が子孫を残すために発達させた本能だけど、精霊はそこにつけこむ事で自らの子孫をのこしているんだ」

　ある種の花は、メスそっくりの花弁を持つことで、交こう尾びしようとする虫に自分の花粉を運ばせる。同じように、美しい容姿を持つ精霊たちも、人間の生せい殖しよく本能を自分自身の繁はん殖しよくに利用している。

「精霊は、人の心に潜ひそむ欲よつ求きゆうにこたえることで子孫を残す。……自動人形はね、精霊の持つその性せい質しつを利用しているんだ。あの子たちは、人々の期待に応こたえることで、自分の子孫を残そうとしている。……意い識しきしているかどうかは別にしてね」

　自動人形の『本能』。そのことを教えてくれた女ひ性とを思いおこす。彼女は「まず、自分にとって一番大切なひとの期待に応えることから始めた」と言った。そして、人形にとって一番大切な人は制せい作さく者しやなのだとも。

「サヨリの心はね、自分に期待される役やく割わりを果たすことで『自じ我が』を持つようになったんだ。だから、あの娘この心はあの娘自身の物だし、今でも成長をつづけている」

　役割を演えんじること。それこそが『自我』と呼よばれる錯さつ覚かくの正体だ。人は、周囲からそうあつかわれることで、「自分が自分である」という自覚を持つ。

「ほとんどの自動人形が自我を持たないのは、期待されている役割が『便利な道具』だからだ。愛あい情じようを注がれなかった子こ供どもは決して成長することがない。世の錬れん金きん術じゆつ士しや魔ま術じゆつ士しが、いくら躍やつ起きになっても心をもった自動人形を創れないのはそのためさ」

「……それは、そうなのかもしれないけど」

　マイカは歯切れの悪い返事をかえした。なんとなく、うまく言いくるめられている気がする。

「でもさ、そもそも、どうして人形に心を与あたえようなんて思うわけ？　余よ計けいなことを考えないほうがなにかと都合がいいじゃない」

「必要だからだよ。知性には心が不ふ可か欠けつなんだ」

　知性と感情は不可分だ。ある事象に意味を与えているのは感情である。だから、心のない者は、外の世界を識しることができない。

「そうかしら」

　マイカが、こめかみに指を当てて眉まゆ根ねをよせた。コウの言うことは、単なる言葉遊びのような気がする。

　そうなんだ、とうなずいてコウは言葉を継ついだ。

「ある事がらに、意味を与えているのは、人の心なんだ。僕たちは、目に映うつるもの全すべてを認にん識しきしているわけじゃない」

　ちょっとした詐さ術じゆつに容よう易いにだまされる、という事実は、人が普ふ段だんいかに多くのことを見落としているかということの証しよう左さだ。

「人は、自分にとって意味のあるものだけを選せん択たく的に見ている。だから、たとえ、目に映っていても、自分にとって意味のないものは『見え』ないんだ」

「うん、それはわかる」

　マイカがうなずいた。経けい験けん的に納なつ得とくできることは理り解かいしやすい。

「それに、心を持たない者は、自分で自分の行動を決めることができない。結局のところ、人は好き嫌きらいで物事を判はん断だんしてるからね」

　感情をもたない者は、論ろん理り的に考えた複ふく数すうの選せん択たく肢しの中から、適てき切せつなひとつを選ぶことができない。実じつ際さいに、軍の自動人形は、具体的な目標まで指し示じしてやらないと、満足に銃じゆうを撃うつこともできないという。

「僕たちは衝しよう動どう的てきにもっとも好みにあう行動をとっているだけだ。その衝動のおおもとが心なんだよ」

　動物は、快かいで現げん状じようの維い持じ、不快で変へん更こうを選択する。その単たん純じゆんな意思決定こそが、一見複雑に見える『心』の本質だ。

「衝動的、ねえ……」

　むう、とマイカは猫ねこのようにうなった。納得しかねる様子で首をかしげる。

「人の心ってそんなに単純なものかしら」

「複ふく雑ざつに見えるのは、周囲の環かん境きようがそれだけ多くの要よう素そから成りたっているからだよ。僕たちは、同時に複数の問題に対応しなければならないんだ」

　波うち際ぎわを歩く蟻ありは、一見、複雑な軌き跡せきを描えがいているようにみえる。だが、それは、単に飛沫しぶきと砂すな粒つぶをよけているだけで、別になにやら難むずかしいことを考えているわけではない。

「心の動きは、自分自身でもよくわからないことが多い。僕たちが何かを決断する時、総体としての意思は意識できても、無意識のうちにおこなったいくつもの選択は自覚できない。だから、自分でも自分の行動が理解できないなんてことがよくおきる。……君にだって経験あるだろ？」

「余計なお世話よ」

　マイカは不ふ機き嫌げんに視し線せんをそらした。……まったく、この朴ぼく念ねん仁じんは、どうしてこうも無む駄だに正しくて余計なことを言うのだろう。

「要するに、人は感かん情じようで動いているわがままな生き物だって言いたいの？」

「ちがうよ。感情ってのは、何がおこるかわからない自然界で、生きのこるために必要なものだって話だよ」

　一いつ瞬しゆんごとに変化し続ける自然界においては、『最良の選択』のために貴き重ちような時間を浪ろう費ひするより、場当たり的でもとにかく行動することが重要だ。そのために発達したのが『感情』とよばれる意思決定機き構こうである。

「対たい処しよしなければならない問題は次々に出てくるし、その優ゆう先せん順位は一瞬ごとにかわる。そんな中で生きていくためには、何を優先するか瞬間的に決めて、しかもその判断を次々に変えていかなくちゃならない。……心が千々に乱みだれるのはね、もともとバラバラな衝動をむりやりまとめているからなんだ」

「なんか、あたし達たちの心ってずいぶんいい加か減げんなものに聞こえるんだけど」

「そうだよ。心なんていい加減なものだ。……そもそも、この世界がいい加減なんだからしかたない」

　手段は、常つねに目的にあわせる必要がある。曖あい昧まいな世界に対たい応おうする手段は、やはり曖昧で柔じゆう軟なんなものであるべきだ。

「そういう訳わけだから、自じ律りつ的に行動するためには心が必要だし、実際にサヨリには心がある」

　自動人形は、いわば精せい神しん的な未み熟じゆく児じである。たいていは、未熟児のまま終わってしまうが、サヨリは『自我』を持つまでに成長した。

「ただ、それは、まだまだ未成熟なものなんだ。……当然だろう？　あの娘こが生まれてからまだ数年だ。補ほ助じよ脳のうからの情じよう報ほうで、必要な知識は与えられているけど、それは体験に裏うらうちされてないものだ」

「見た目はともかく、精神的にはまだまだ子こ供どもってこと？」

　サヨリが持つ多くの技ぎ能のうと知ち識しき、それに不ふ釣つり合いな幼おさない精神。その不ふ均きん衡こうが、自らの経けい験けんによらず技能や知識を身につけた彼女の危あやうさなのかもしれない。

「しかも、サヨリは、この『夕凪』以外で暮くらしたことがないし、王都から出たこともない」

「文字通りの箱入りってわけね」

　彼女の一種独どく特とくな透とう明めい感かんは、そういった純じゆん粋すいさからきているのだろう。

「……なるほど。そこへ、あなたが出ていく、という事じ態たいが降ふってわいたわけだ」

「ああ。僕ぼくが、サヨリにとって大切な人間だっていうのは自惚うぬぼれじゃないと思う。……それが、どういった種類のものかはわからないけど」

「父親、でしょ」

　からかうように言ってみる。コウは、その言葉にあっさりとうなずいた。

「まあ、そうだろうな」

「あの娘、寂さびしがってるわよ？」

「でも、そういったことは、人間なら誰だれでも経験することだろ？　だったら、サヨリにとっては、むしろ望ましいことなんじゃないかな」

「どうしてよ？」

「いずれ、あの娘はひとりで生きていかなきゃならなくなる」

　少し真しん剣けんな声で、コウは言葉を続けた。

「躰からだの寿じゆ命みようは人間より短いけど、彼女の霊りよう子し脳のうは、破は壊かいされない限かぎりずっとあり続けるだろう」

「まるで、見てきたように言うのね」

「ああ。たぶん、僕はあの娘の未来を知っている」

　かつて、ごく短い間だけ、『夕凪』で働いていたひとりの人形。彼女が別れ際に見せた、寂しそうな笑え顔がおが忘わすれられない。

　だが、それでも、彼女は生まれてきたことを後こう悔かいしてはいなかった。

「もしかして、サヨリを創つくったこと、後悔してる？」

　コウの想いを見み抜ぬいたように、マイカがそんなことを質しつ問もんしてきた。探さぐるような瞳ひとみがコウの顔をのぞきこむ。

　いや、と錬れん金きん術じゆつ士し志望の青年は首を横にふった。

「それは、サヨリに対して失礼だ。すでに、彼女は、ひとつの人じん格かくとして存そん在ざいしている」

　コウがサヨリを創った、という事実は、彼女が存在するきっかけの一つにすぎない。今や彼女は独立した一個の存在だ。嘲わ笑らう者もいるだろうが、少なくとも、コウはそう思っていた。

　ふぅん、とマイカが悪戯いたずらっぽく微笑った。

「なんだ、ちゃんとわかってるじゃない」

　もし「サヨリをつくった事を後悔している」などと言おうものなら、平手の一発もみまってやろうと思っていた。しかし、それは杞き憂ゆうだったらしい。

「ま、心配しなくていいわ。父親が甲か斐い性しようなしなぶん、女友達がしっかりしてるから」

「……そうか。君がいたな」

　取り替かえっ子は普ふ通つうの人間に比べ、はるかに長い寿命を持つ。マイカなら、サヨリの保ほ護ご者しやとして、充分にその役を果たせるだろう。

　コウは、表情をあらためた。

「あの娘こをよろしく頼たのむ。……たとえ、いつか僕がいなくなってしまったとしても」
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　次の日は『夕凪』の店休日だった。マイカの勧すすめもあって、コウはサヨリを伴ともなって工こう房ぼうへ出しゆつ勤きんした。

「……コウさん」

　工房に一歩踏ふみ入れるなり、サヨリが物問いたげにコウの顔を見る。

「ああ、言いたいことはわかるぞ」

「では、念のため確かく認にんさせていただきます。……本当に、ここは営えい業ぎよう開始間近なんですか」

　工房内は、足の踏み場もない有様だった。……サクヤが、工房の片かたづけを全く手伝わないうえ、毎日のように数人の男たちがやって来ては、その度たびにコウを工房から追い出すせいだ。

「僕に訊きかないでくれ」

　わずか数日だったが。コウは一つの確信にいたっていた。つまり、サクヤは工房を開く気などまったくない。

「まったく、今日は手伝いをよこすとか言ってたが……」

　工房主のあまりの無む責せき任にんぶりに、さすがにコウはどういうつもりなのか問いただした。それに対するサクヤの答えは「私は忙いそがしいけど、代わりの手伝いを出すから」というものだった。

「おはようございます」

　その時、工房の表から、のんびりとした声が響ひびいた。

「……来たようだな」

　コウは、サヨリにその場で待つように身み振ぶりで示し、工房の入り口にむかう。

「え？」

　工房の入り口から中をのぞきこむ人ひと影かげを見て、コウは思わず声をあげた。

「あ！」

　驚おどろいたのは相手も同じらしい。目をまるくして口もとを両手でおおう。

「シーラ!?」

　素す通どおしの眼鏡めがねの下から、見覚えのある紅あかい瞳ひとみがコウをみていた。それは、以前、ごく短い間だけ『夕凪』で働いていた自動人形の娘だった。




　入り口で立ち話というわけにもいかず、とりあえず人が座すわれる程てい度どに片づけた工房内で、三人は卓子つくえを囲んですわった。

「ほら」

　コウは湯飲みに満たした酒しゆ精せいを卓子の上においた。

「わあ、ありがと」

　シーラは嬉うれしそうに礼を言うと湯飲みを取りあげた。

「しかし、驚いたな」

　卓子のうえで両手の指を組みあわせてコウが言う。

「君がサクヤと一いつ緒しよに行動しているとは思わなかった」

「私だって驚いたよ。まさか、サクヤの言ってたアテってのがコウ君だったなんて」

　酒精をすすりながら言う。コウは、彼女の奇き妙みような物言いに眉まゆをひそめた。

「……アテ？」

「ああ、こっちの話だから気にしないで」

　慌あわてたようにシーラが手を振る。

「……まあ、いいけど」

　納なつ得とくしかねる様子でコウはつぶやいた。話わ術じゆつに関しては、彼女の方がはるかに上手である。これ以上追及しても、警けい戒かいさせるだけだろう。
















「あの、この方は？」

　一緒に卓子についているサヨリが、物問いたげな視線をコウにむける。

「ああ、彼女はシーラといって……」

　そこでコウは言いよどんだ。なんと説明すればいいのだろう？

「……何年か前に、ちょっとだけ『夕凪』で働いていたことがあるんだ」

　少し考えたすえ、ごく大おお雑ざつ把ぱな事実だけを説明する。

「そうですか」

　サヨリは、あいまいにうなずいた。その顔を、シーラがじっとのぞきこむ。

「あの？」

　サヨリがとまどった声をだす。

「やっぱり」

　それにはかまわず、シーラは何事か確かく信しんしたようにうなずいた。

「あなた、あの時のコね？……ずいぶん変わっちゃったから、最初わかんなかったよ」

「擬ぎ体たいを換かえたからな」

　シーラは、製せい作さく中のサヨリを見たことがある。だが、今のサヨリの擬体はその時とは別のものだ。わからなくても無理はない。

「ちょっとごめんね」

　シーラは、サヨリの顔をのぞきこむと、そのうなじに左手を添そえた。

「っ！」

　次の瞬しゆん間かん、サヨリが小さく悲鳴をあげる。コウが思わず椅い子すから腰をうかせた。

「おい」

「ああ、ごめん。びっくりさせちゃった？」

　サヨリの首くび筋すじから手を放してシーラが謝あやまる。その手首の内側に、導どう線せんが引き込まれていくのをコウは目ざとく見つけた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　コウはサヨリに視線をむけた。

「……え？　あ、はい。……いきなり強きよう制せい介かい入にゆうをうけたので、少し驚いただけです」

　少し茫ぼう然ぜんとしてサヨリがうなずく。

「……シーラ！」

　コウが、シーラに非ひ難なんのまなざしをむける。

「だから、悪かったってば」

　悪びれた様子もなくシーラが言う。

「我わが子の成長が気になったのよ。事前に言うと、妙な防ぼう壁へき張はったり、偽にせ情じよう報ほう流したりするかもしれないし　……大丈夫、上うわっ面つらを走そう査さしただけだから。個人的な記き憶おくをのぞいたりはしてないよ」

「……我が子？」

　サヨリが目をしばたたかせる。

「私の事ですか？」

「あら、コウ君に聞いてないの？　あなたの機き能のう野やには、私の一部が複ふく写しやされてるの。つまり、あなたは私とコウ君の子こ供どもってわけ」

「こらこら、妙みような誤ご解かいを招まねくようなことを言うんじゃない」

　コウが顔をしかめてシーラをたしなめる。

「誤解も何も」

　不意に、シーラが真ま面じ目めな顔をする。

「子供を作る、ってのは自分の生命を分け与あたえる、というコトでしょ？　だったら、この子は間ま違ちがいなく私の子供よ」

「そりゃそうだが……」

　問題は、そこではなく「私とコウ君の」の部分だ。だが、そんなことを言うと藪やぶ蛇へびになりかねないので、とりあえずだまっておくことにする。

　だが、シーラは奇き妙みような含ふくみ笑いをもらした。

「あらら？　照れちゃった？」

「…………」

　どうやら確信犯はんだったらしい。コウは卓子つくえの上で脱だつ力りよくした。




　とりあえず、床ゆかの片かたづけから始めることにして、三人はそれぞれ仕事を始めた。

　シーラは床に散さん乱らんした書類の整理を買ってでた。書類の内容なかみが理解できないので、コウが手をつけかねていた仕事である。

　シーラは机つくえに座すわって書類を綴とじるための紙縒こよりをよる。ちまちまとした退たい屈くつな作業のはずだが、彼女は嬉き々きとして取り組んでいる。そういったところはあいかわらずだ。

「あの、私はどうしましょう？」

　困こまったようにサヨリがコウにたずねた。『夕凪』のことなら隅すみから隅までわかっているが、ここでは勝手が違うので、何から手をつけたらいいのか見当もつかない。

「ああ。……とりあえず、シーラの指し示じにしたがってくれ」

　頼たよりにしてくれるのは嬉うれしいが、何から手をつけたらいいのかわからないのはコウも同じである。少々なさけない気もするが、三人の中で一番経けい験けん豊ほう富ふな人物に一いち任にんすることにする。

「はいはい、サヨリちゃん、お母さんと一いつ緒しよに書類の片づけをしましょうね」

　嬉しそうにシーラが言った。その言葉に、サヨリがむっとして言い返す。

「そういう言い方はやめてください」

「……うーん、難むずかしい年とし頃ごろなのね」

　哀かなしそうにうなだれる。

「君が自分で難しくしているんだろうが」

　コウは苦く笑しようして、運びこんだままほっぽってあった蒸じよう留りゆう器きを組み立てることにする。

「？　どうやるんだ、これ」

　螺ら旋せんを描えがいた冷れい却きやく管かんを持って首をかしげる。だいたいの機能は見当がつくが、具体的にどこをどうすればいいのかがわからない。

「ああ、違うちがう」

　しばらくコウの手つきを眺ながめていたシーラが、紙縒をよる手をとめて立ちあがった。

「こうでしょ、こう」

　かちかちと手早く蒸留器を組み上げる。

「こんなの基き本ほんでしょ。使ったことないの？」

「……見たことはあるんだけどね」

　コウは肩かたをすくめた。高価な硝子ガラス製の実験器具などとても手が出せないから、普ふ段だんは鍋なべ釜かまを改かい造ぞうした手製の実験器具を使っている。単たん純じゆんな作業ならそんなものでもどうにかなるが、繊せん細さいで精せい密みつな実験となると完全にお手上げだ。

「ねえ、コウ君」

　少しの間、思案気な顔をしてから、シーラが言った。

「ひとつ、訊きいてもいいかな？……もしかすると、すごく失礼な質しつ問もんかもしれないんだけど」

「ああ、かまわない」

　コウはうなずいた。シーラが訊きたいことは、なんとなく予想がついた。

「キミってさ、どこで魔ま術じゆつや錬れん金きん術じゆつを学んだの？」

「最初は村にいた呪まじない士からね。あとは、ほとんど独どく学がく」

「教科書とかはどうしてるの？」

「古本で見つけたり、譲ゆずってもらったものもあるけど。基本的には村の呪い士からもらった帳面だよ」

「それ、みせてくれる？」

「いいけど」

　コウは、卓子の上に置いていた道具袋ぶくろから、呪い士の帳面をとりだした。

「ほら、これだよ」

　帳面をさしだす。シーラは、軽くうなずいてそれを受け取った。

「コウ君、ここに書かれていること、全部理り解かいできてる？」

　帳面をパラパラとめくりながらたずねる。

「……いや、実は半分くらいしか理解してない」

　コウは肩をすくめた。

　この帳面には、かつて錬金術士をめざした男の研究成果が記されている。それは貴き重ちような知ち識しきだったが、そもそも基本的な知識を欠いている者にとっては、難なん解かいすぎる内容だった。

「やっぱりね。キミの知識って、どうも偏かたよってる気がしてたんだ。妙みように高度な技ぎ術じゆつを持ってるかと思うと、基本的なことを知らないし」

「わかるか」

　コウは深々とため息をついた。

「基き礎そは、王都に出てきてから教わるつもりだったんだが……」

　苦い思い出がよみがえる。

「どこかの私し塾じゆくに行くとかは考えてないの？」

「先立つものがね」

　肩をすくめて自じ嘲ちよう気味に笑う。

「そうだな。君が先生になってくれるとありがたいんだが」

「私？」

　シーラが驚おどろいたように目をしばたたかせた。

「そう。君は、制せい作さく者しやの所で、正式に錬金術や医術を学んだんだろう？」

「それは、まあ」

　自分が亡くなったあと、シーラがたどる運命について正確な予想をしていた彼女の制作者は、自らの作品に必要な知識をしっかりと教えこんでいた。

　それは、おそらく、望むかぎりの最高級の教育だった。そして、シーラには、その知識を実じつ践せんする時間もたっぷりあった。

「まあ、無理には頼たのまないけど、考えておいてくれると嬉うれしいな」
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「コウ、ちょっといい？」

『夕凪』に戻もどったコウを、マイカがよびとめた。手には、厚あつ紙がみではさんだ紙かみ綴つづりをもっている。

「あのサクヤってコがいたっていう工こう房ぼうについて、少し調べたんだけど」

　綴りを開きながら話を続けた。

「彼女が公こう認にん魔ま術じゆつ士しってのは本当よ。最年少記録保ほ持じ者しやってのもね。それどころか……」

　綴られた紙を一枚まいめくる。

「ものすごく優ゆう秀しゆうだわ。王立大学への推すい薦せんも受けてるし。……このままいくと、博士の最年少記録も更こう新しんするんじゃないかしら」

「そりゃあ、また」

　なんと言ってよいかわからず、コウは適てき当とうに相づちをうった。

「だけど、そこまで将しよう来らいを嘱しよく望ぼうされていて、なんだって開業なんかするんだ？」

「それがねぇ、ちょっと面おも白しろいものをみつけたのよ」

　マイカは、手元の紙綴りに目を落とす。コウが眉まゆ根ねをよせた。

「面白いもの？」

「そ。兵ひよう部ぶ省しようの記録をあたってみたんだけど……」

「そんなもの、どうやって調べた!?」

　行ぎよう政せい庁ちようのもつ記録は基本的に部ぶ外がい秘ひである。国家運うん営えいにかかわる重要な情じよう報ほうが含ふくまれているのだから当然だ。

「……なによ、細かい事はどうでもいいでしょ」

　話の腰こしをおられたマイカが不満そうに唇くちびるをとがらす。

「あたしの人じん徳とくのなせるワザよ」

「人徳ねぇ……」

　どうせ、姪めいに頼みこむか、弟を脅きよう迫はくするかしたのだろう。

「そんなことより」

　強ごう引いんに話を元にもどす。

「彼女のいた工房から、兵部省装そう備び局きよくに、補ほ助じよ金きんの申しん請せいが出ているのよ」

「つまり、軍の新兵器をつくっていたのか」

「正せい確かくにはちょっと違ちがうけど。……彼女がかかわっていたのは、技術力の維い持じと産業の保ほ護ごを目的にした補助事業よ」

　平時において、多くの軍ぐん需じゆ産業は利益を維持するだけの需要が確保できない。だからといって、市場原理にまかせて軍需産業がつぶれるにまかせていては、いざ戦争という時に国内で大たい砲ほうの弾たまも作れないという事じ態たいになってしまう。だから、産業の保護のため、国は平時でも一定量の発注をおこなっている。

「中小の錬れん金きん術じゆつ工房やら魔術研究所やらを集めて、研究開発の計画をたちあげたのね。産業の保護が目的だから、かならずしも成果をあげる必要はないんだけど。それでも、一いち応おう、政せい府ふから補助がでているから、事業内ない容ようを報告する義ぎ務むがあるわけ」

「……で、彼女は何をつくっていたんだ？」

「新型の魔術歩兵」

「魔術歩兵、ね」

『魔術歩兵』とは『魔術で動く歩行型兵器』の意味である。……要するに、軍用の自動人形のことだ。

「なるほど」

　コウは腕うでを組んでうなずいた。今日、シーラと再さい会かいした時から、サクヤが自動人形の開発に携たずさわっているような気はしていた。

「なに？　なにか思い当たるフシでも？」

　マイカがいぶかしげに訊きく。

「いや、大したことじゃない」

　コウは言葉をにごした。なんとなく、シーラの事は知られたくない気がする。

「……？」

　マイカは、眉根をよせてコウの顔をのぞき込んだが、「ま、いいわ」とつぶやいて話を続けた。

「で、近々、事業確かく認にんがはいることになってるんだけど。なぜか、その引きのばしをしているのよね」

「へえ？」

「もっともらしい理由をつけてるけど。……きっと、なにかまずい事が起きたから、時間稼かせぎをしてるんじゃないかしら」

「まずいこと？」

「たとえば、研究開発中の魔術歩兵が逃にげだしたとか」

「たしかに、それはまずいな」

　そういえば、サクヤは何かを捜さがしているとか言ってなかっただろうか。

「すると、あの工房は……」

「隠かくれ蓑みのね」

　マイカが一言で断だんじる。

「おなじ工房の魔術士が、たいした理由もないのに、大挙して王都にやってきたら不ふ審しんに思われるじゃない」

「だが、いきなり工房を開くなんて言いだしたら、かえって目だたないか？」

　大学に推すい薦せんまで受けている公認魔ま術じゆつ士しが、とつぜん独どく立りつ開業するなどといえば、不審に思う者もでてくるだろう。

「これは予想だけど」

　マイカは唇くちびるに人差し指をあてた。

「名目上は、サクヤ自身が独立するとかじゃなくて、知り合いの誰だれかが開業するのを手伝いに来たことになってるんじゃないかしら」

「…………」

　確たしかに、それなら不自然ではない。

「だけど、彼女は誰の手伝いをしに来たんだ？」

「そんなの」

　マイカは、目の前に立つ錬金術士志し望ぼうの青年を見た。

「昼間、あの工房にいる人間に決まってるじゃない」

「……僕ぼくか」

「たぶんね」

「だけど、僕は錬金術士の資し格かくを持ってないぞ」

　ついでに言えば、受験資格すら満たしていない。

「別に、今もってなくたって、開業するまでにとる予定だって言っとけばわからないわよ」

「…………」

　たしかに、普ふ通つうはいちいちそんなところまで調べないだろう。

「で？　どうするの」

「なにが」

「あなた、ダシにされてるのよ？　腹はらが立たないの？」

「ああ、そうか」

　言われてみればそうだった。

「……まあ、とりあえず、もう少し様子をみるよ。今、君の言ったことはあくまでも予想にすぎないだろ。確かく証しようもないのに、あまり早まった行動はしないほうがいいと思う」

　それに、とコウは言葉を継ついだ。

「ここで恩おんを売っておけば、借金をチャラにできるかもしれないしね」




　　　　五




　次の日もシーラは工房へやって来た。

「うん、今日はこのへんにしとこうか」

　夜もだいぶ更ふけてから、シーラはようやく仕事の手をとめた。

「なあ、シーラ、一いつ杯ぱい吞のんでいかないか」

　なに気ない風をよそおってコウはシーラを誘さそった。昨日、マイカが言っていたことが気になったからだ。古典的な手だが、不自然ではないはずだ。

「うん？　いいけど……」

　一本に編あんだ髪かみを揺ゆらして自動人形が小首をかしげる。

「珍めずらしいね。……もしかしてなにかたくらんでる？」

「まさか」

　内心の動どう揺ようを悟さとられないように、コウは作り笑いを浮うかべた。

「ちょっとした気まぐれだよ。……あれからどうしてたのか、色々聞いてみたいと思ってね」

　これはウソではない。

「そうね。私もサヨリが働いているところを見たかったし、ちょうどいいかも」

　え？　とコウは思わず声をあげた。

「『夕凪』に行くつもりなのか？」

「そうよ、店長にもあいさつしたいし。なにか問題でもあるの？」

「ああ、いや、別にそういうわけじゃないんだが……」

　言葉をにごす。何となく、シーラと一いつ緒しよに『夕凪』に行くのは気が引けた。

「ほら、一いち応おう、こないだまであそこで働いていたワケだし。他の人が働いているところで堂々と吞んでいるのもどうかと思って」

「そう？」

　むー、とシーラは眉まゆ根ねをよせた。

「まあ、コウ君がそう言うなら、別の場所にしようか」

　あっさりうなずいて、自動人形の娘むすめはそう言った。




　宿の近くに安い吞み屋があるんだ、と言ってシーラが案内したのは、屋台に毛が生えたような店だった。

　裏うら路ろ地じに椅い子す代わりの樽たるを並ならべ、その上にひさしをつけただけの造つくりで、壁かべはない。飯台の奥おくでは、いかにも頑がん固こそうな男が、黙もく々もくと鍋なべをかき回していた。

「おじさんこんばんわー」

　にこにこしながらシーラが店のオヤジに声をかける。どうやら、すっかり常じよう連れんになっているらしい。

「とりあえず一杯ちょうだい」

　樽に腰こしかけながらシーラが言う。「あいよ」と返事をして、店のオヤジが小皿を敷いた湯飲みを二つ、飯台の上においた。

　下から瓶びんを取りだして、透とう明めいな液えき体たいを湯飲みに注ぐ。水面が盛もりあがり、湯飲みの縁ふちからあふれてこぼれた。焼しよう酎ちゆうに特有の匂においがたちのぼる。

　嬉うれしそうに目を細めて、シーラは湯飲みに直ちよく接せつ口をつけて焼酎をすすった。少々行ぎよう儀ぎが悪い気もするが、不思議と下品ではない。

　水面が充じゆう分ぶんにさがると、シーラは湯飲みを持ちあげて、下に敷いた小皿をとった。小皿の中にたまった酒を湯飲みにあける。

「じゃ、再さい会かいを祝して！」

　そう言って湯飲みをかざす。

「あ、ああ」

　なんとなくシーラに見とれていたコウは、慌あわてて自分の前に置かれた湯飲みを持った。とたん、盛りあがった水面が零こぼれ、指を濡ぬらす。

「もったいないなぁ」

　苦く笑しよう混まじりに言って、シーラはコウの湯飲みに自分の湯飲みを軽くぶつける。陶とう器きがぶつかり合う硬かたく澄すんだ音が響ひびいた。そのまま、一息に湯飲みをあける。

「……っはぁ」

　空になった湯飲みを飯台の上に置き、シーラは息をついた。

「おじさん、お酒追加ね。……コウ君も好きなもの頼たのんでいいよ」

「ああ」

　どうやらここは奢おごってくれるらしい。遠えん慮りよする理由もないので、ありがたくお言葉に甘あまえさせてもらう。……普ふ通つう、男はそういうことを気にするものなのかもしれないが、あいにくと恰かつ好こうをつけるほどの余よ裕ゆうがコウの財さい布ふにはない。

　適てき当とうに注文をして、コウはしばらくシーラと雑ざつ談だんをした。

「ところで、シーラ。君は、サクヤのところで、どんなことをしてたんだ」

　雑談のついでのように言う。

「別に、たいしたことはしてないよ」

　瓶ごと追加注文した焼酎を、手て酌じやくであおりながらシーラが答える。あいかわらず見事な吞みっぷりだ。……そういえば、この娘が酔よわないというのを失念していた。だが、今さら後に引くわけにもいかない。

「身の回りの世話とか、ちょっとした手伝いをしてる程てい度ど」

　コウは、焼いた油あぶら揚あげを箸はしでさいた。芳こうばしい醬しよう油ゆの香かおりがたちのぼる。

「やっぱり、彼女も自動人形をつくっているのか？」

　裂さいた油揚げを口に放ほうりこむ。ぱりぱりとした歯は触ざわりがあって、大だい豆ずと油の甘さが口に広がった。

「…………」

　シーラが首を傾かたむけて隣となりに座すわるコウを視た。

「……サクヤが何か言ったの？」

　眼鏡めがねの奥の紅あかい瞳ひとみが、探さぐるような色をおびた。

「いや」

　コウは首を横にふった。誤ご魔ま化かすように、音を立てて漬つけ物ものを嚙かむ。

「じゃあ、どうしてそんなこと訊きくの？」

「別に大した理由はないんだが」

　口の中のものを飲み込んでコウは言った。

「君がサクヤのもとにいるのには、何かそれなりのワケがあるんじゃないかと思ってね」

「そう」

　シーラは短く答えた。それきり、沈ちん黙もくがおりる。

　壁かべのない店内を、冷えた夜気が吹ふき抜ぬけていき、コウは思わず身を震ふるわせた。……何となく、居い心地ごこちの悪さを感じて、コウの胸むねに後こう悔かいが兆きざす。やはり、色々と詮せん索さくされて気を悪くしたのだろうか。

「サヨリ、いい子に育ったね」

　不意にシーラが沈黙を破やぶった。

「ああ。素す直なおで働き者だし」

　ふふ、とシーラが含ふくみ笑いをもらす。

「なんだよ」

「別に。……ただ、あの子も色々と考えてるってのはおぼえておいて」

「どういう意味だ？」

「素直なだけじゃないってこと。あれでもね、内ない緒しよにしてる事のひとつやふたつあるのよ」

「なにか知ってるのか？」

　そこで、昨日の出来事を思い出す。

「あの時か。……個こ人じん的な記き憶おくはのぞかなかったんじゃないのか？」

「のぞいてないよ。ちょっとお話をしただけ。……女の子同士のね」

「…………」

　コウは憮ぶ然ぜんとした。そういう言い方はずるいのではないだろうか。

「私もね、色々と悩なやんでたんだけど。……あの子と話して、少なくとも子こ供どもを残すことは間ま違ちがいじゃない、って思えたの」

「……？」

　シーラの言葉に、コウは首をひねった。彼女は、一体、何を言っているのだろう。

「だから、サクヤに協力したことも後悔しない。……たとえ、それが、どんな結果になろうともね」

「……そうか」

　それきり、再ふたたび沈黙がおりる。

　だが、それは、先ほどのように居心地の悪いものではなかった。




　　　　六




「ただいま」

　コウは『夕凪』の裏うら口ぐちをあけた。

「おかえり。……今日は遅おそかったのね」

　包丁を研といでいたマイカが、手をとめて首をふりむける。

「うん、まあ、ちょっとね」

　適当に答えて、コウはそのまま厨ちゆう房ぼうを通り抜けようとした。

「ああ、それから」

　声の調子を変えずにマイカが言った。

「サヨリから聞いたんだけど。あの娘この母親が来たんだって？」

「…………」

　まったくの不意打ちにコウの思考が停止する。そういえば、サヨリに口どめをしていなかった。

「……いや、まあ」

　コウは唇くちびるをなめた。

「いちいち話すほどの事でもないと思ってさ。何かのついでに言うつもりだったんだけど、つい、うっかりね」

「あら？」

　マイカが少し意地の悪い目つきをする。

「なんで、そんな言い訳わけみたいなこと言うのかしら」

「…………」

　藪やぶ蛇へび、とはこういう状じよう況きようを言うのだろう。

「ま、いいけどね。男のコには色々あるし」

　マイカが、作業に戻もどりながら言った。研ぎあがった牛刀についている砥と石いしの粉を、タワシを使って丁てい寧ねいに洗あらい落とす。

　その背せ中なかに向かって、コウが話かけた。

「実は、ちょうどその事で、君に話があったんだ」

「へえ？」

　牛刀を爪つめにあてて切れ味を見ていたマイカが気のない返事をする。

「逃にげ出した自動人形っていうのは、たぶんサヨリの姉きよう妹だいだ」

「……え？」

　少しの間があって、マイカが、驚おどろいたように振ふり向いた。




「ふぅん」

　コウの話を一通り聞いたマイカが、思案気に拳こぶしを口もとにあてた。

「サクヤの研究していた魔ま術じゆつ歩兵には、シーラの一部が転写されてる可か能のう性せいが高い、か。……なるほどねぇ。つまり、サヨリがシーラの子供だってのと同じように、その魔術歩兵もシーラの子供ってことね」

　でも、と彼女は首をかしげた。

「なんだってシーラは研究に協力したのかしら。そんなことをして、彼女にどんな利り益えきがあるっていうの？」

「自分の子供を残すためだよ。前に言っただろ？　彼女たちは一種の精せい霊れいだって」

　自動人形はヒトのカタチに適てき応おうした精霊である。なら、その行動原理も精霊に近いはずだ。

「人間とシーラの関係は、蜜みつ蜂ばちと花の関係に近いんだと思う。花は、蜜を提てい供きようすることで、蜜蜂に自分の花粉を運ばせる。同じように、彼女は人間に協力することで、見返りとして自分の子供を残させてるんだ」

「でも、自分の子供が兵器として扱あつかわれるのよ？」

「わかっていても、本ほん能のうにあらがえない時もあるんだ。……それは人間だって同じだろ」

　古来、色いろ恋こい沙ざ汰たで道を誤あやまった者は数多い。そんな人間達に、シーラを嗤わらう資し格かくはない。

「シーラにとって、サクヤがそれだけ魅み力りよく的だったってこと？」

　むう、とマイカが眉まゆ根ねをよせる。

「ああ。配はい偶ぐう者しやとして、生せい殖しよく上の魅み力りよくを感じたんだろう」

「生殖上の魅力って……つまり艶いろっぽいってこと？」

「人間流に言うならそうだ。僕ぼくたちは、生殖に有利な特とく徴ちように色気を感じる。たとえば、女性のもつ曲線は、内ない分ぶん泌ぴつ系けいや免めん疫えき系けいの健全さ、生殖能力の高さをあらわす。同じように、シーラは、自分の生殖に有利な特徴をもった相手に生殖上の魅力を感じるんだ」

「……なんか、話が妙みような方向に進んでない？」

　なんとなく居い心地ごこち悪げにマイカは言った。普ふ通つう、こういう話は、女性に向かってするものじゃないだろう。

「なにを言う。僕は真ま面じ目めな話をしてるんだ」

　コウが真顔で言い返す。マイカはそっとため息をもらした。そもそも、この男に繊せん細さいさを求めたのが間ま違ちがいだった。

「……それで？　彼女にとって『生殖上の魅力』ってなに？」

　気を取り直して話を進める。

「基本的には、人間の女性と同じだよ。まず、必要な資し源げんを持っていること。そして、その資源を自分と子供に分け与あたえる気があること」

「資源？……たとえばどんなもの？」

「魔術や錬れん金きん術じゆつに関する知ち識しき、人形に愛あい情じようを注いでくれる優やさしさ。……それから、多分、自分の外見年ねん齢れいより若わかいこと」

「なによ、彼女、年下好みなわけ？」

　マイカが揶や揄ゆする。

「そういう言い方はやめろって」

　予想どおりコウは顔をしかめた。

「彼女が若い相手を好むのは、子供の成育の間、必要な保ほ護ごを与えつづけられる可能性が高いからだ」

「つまり、それも、精霊としての本能ってこと？」

「……いや、そうとばかりも言えないか」

　コウは少し考えてから首を横にふった。彼女が人間の保護を必要としているのには、もっと具体的な理由がある。

「彼女たちは、法的にはただの『モノ』だ。人間の社会という環かん境きようで、法ほう律りつによる権けん利り保ほ障しようなしで生きていくのは色々と大変だからね。制せい作さく者しやの保護は、できるだけ長い間ほしいところだろう」

「……そっか。彼女たちは、自分の身さえ自分の物として認みとめられないんだ」

　取り替かえっ子である自分ですら臣しん民みんとしての権利が保障されている。最さい低てい限げん、人身の自由と所有権は認められているわけだ。だが、『モノ』であるシーラにはそれさえない。その立場は、どれほど不安定で弱いものだろう。

「実じつ際さい、シーラは軍の連中に追いかけまわされていた。……サクヤに協力しているのは、その追つい跡せきから逃のがれるためもあるんだろうな」

　兵ひよう部ぶ省しようと軍は別の組そ織しきだ。だが、歴代兵ひよう部ぶ卿きようの多くは現げん役えきや退役の軍人だし、軍部から兵部省への出向も多い。現在シーラが身を寄よせているサクヤが、兵部省の研究に協力している以上、軍の連中もあからさまな手出しはしにくいはずだ。

「サクヤが開発している自動人形がどういうものかは知らないけど。部分的にでも成功しているうちは、無理にシーラを捕つかまえようとするより、そのまま利用した方がいい、って判はん断だんするだろうね」

「つまり、子供をダシにして、自分の身の安全を図はかってるってこと？」

「そうじゃなくて。シーラにとって、研究への協力は、あくまで生殖行こう為いの一部なんだ。たとえ劣れつ悪あくな環境でも、生き残る確かく率りつが無いわけじゃない」

　生殖の機会が少なければ少ないほど、一つひとつの機会は貴重になる。ましてや、シーラには、投とう資しできる時間はたっぷりとあるのだ。わずかでも子孫を残せる可か能のう性せいがあるのなら、その可能性を試ためしてみるのが合理的な繁はん殖しよく戦せん略りやくとなる。

「もっとも、今話したことは、シーラ自身も意識はしてないんだろうけど。……それでも、本能に逆さからえないのは、人も精せい霊れいも同じことなんだ」

　そう言って、コウは話を締しめくくった。







　第三章　『淘とう汰た』










　　　　一




「おい、出かける仕し度たくをしろ」

　魔ま術じゆつ士しは、部屋に戻もどるなりそう命令した。

「……どこへ行くのさ」

　寝しん台だいの上に座っていたレンがそう質しつ問もんする。

「どこだっていいだろう。……急げ、時間がないんだ」

「…………」

　レンは、黙だまって魔術士を見つめた。

「どうした？　聞こえんのか」

　魔術士の声にいらだちが混じる。だが、自動人形は、ゆっくりと首を横にふった。

「いやだよ」

「なに？」

　魔術士の眉まゆがはねあがった。足音を立ててレンに歩みよる。

「きさま、どういうつもりだ？」

「嫌いやなものは嫌なんだ」

　無感動にレンが繰くり返す。

「……理由を言ってみろ」

「ボクの買い手が見つかったんだろう？」

「…………」

　はっきりとわかるほど魔術士が動どう揺ようした。その様子を見て、自動人形の顔にあざけるような色がうかぶ。

「やっぱりね。はじめからボクを売り飛ばす気だったんだ」

「だまれっ！」

　硬かたく鈍にぶい音がひびいた。殴なぐり倒たおされたレンが、床ゆかに手をついて魔術士を見あげる。

「なんてことするのさ。ケガしたらどうするんだよ」

「うるさい！　たかが人形の分ぶん際ざいでつけあがりおって！　きさまなんぞ、分ぶん解かいしてガラクタ屋に叩たたき売ってくれる」

「……へえ？　そういうこと言うんだ？」

「なんだ、その目はっ」

　魔術士は床に倒れた自動人形を蹴けりつけた。その足を、レンがあっさりと受けとめる。

「く！　きさま……」

　魔術士が怒いかりに顔を歪ゆがめる。まさか、抵てい抗こうされるとは思っていなかったのだ。

「……もう、いいや。アンタはいらないよ」

「なんだと？」

「まあ、あそこから連れだしてくれたし、それなりに利用価か値ちがあるから今までつき合ってきたけど。それもいい加か減げんめんどうになってきたし」

　自動人形は、無む条じよう件けんで人間に服ふく従じゆうするものだと思っていた魔術士は、思わぬ言葉に眉をよせる。

「なにを言っている？　きさま、自動人形が人間に逆さからうなど、許ゆるされると思っているのか？」

「許されるも何も。兵器ってのは人を殺すためのものだろ？　なんでアンタだけ特とく別べつ扱あつかいしなきゃならないのさ」

　一いつ瞬しゆんの空白のあと、魔術士はその言葉の意味を理解した。つまり、この自動人形は、なんの制せい約やくもなく自分を殺すことができる。

　魔術士は、レンから飛び退のくと同時に法ほう珠じゆに仕込んだ魔術を起動した。彼は、確たしかに有能な魔術士だった。その術は、戦せん闘とう型の自動人形を一いち撃げきで破は壊かいするのに充じゆう分ぶんな威い力りよくをもっていた。

「御おん身みは偉い大だいにして……」

　しかし、一瞬速くのびた自動人形の手が、魔術士の喉のど笛ぶえをつかんで呪じゆ文もんを封ふうじる。

「はい、残念でした」

　しなやかな腕うでに力がこもる。鈍く湿しめった音がひびいた。咽の喉どをにぎりつぶされた魔術士が声にならない悲鳴をあげる。

「これで呪文がとなえられないね。さあ、どうするの？」

　くすくすと笑いながら、レンは魔術士の身体からだを床になげすてた。床に腰こしをついた魔術士が、恐きよう怖ふに目を見開いて自動人形を見あげる。

「んん？　どうしたのさ？　何か言いたい事でもあるのかな」

　潰つぶされた咽喉から笛のような音をもらす魔術士に、レンが顔を近づけた。魔術士が法ほう衣いの懐ふところに手を入れる。

「っ！」

　刃は物もののひらめきが、レンの額ひたいをかすめた。切られた髪かみが宙ちゆうを舞まう。

「危あぶないなあ」

　わずかに顔をそらせて刃先をかわしたレンが、短たん剣けんを握にぎる手をつかむ。そのまま、手首をねじりあげた。

「！！！」

　魔ま術じゆつ士しが苦鳴を漏もらした。かまわず、レンはさらに力を加える。枯かれ枝えだのような乾いた音をたてて、手首の骨ほねが折れた。力を失った手から、短剣が床に落ちる。

　うめき声をあげて、魔術士が床にうずくまった。それを見おろして、自動人形が淡たん々たんと喋しやべる。

「どうしたの？　はやく拾ったら？」

「…………」

　魔術士は嗚お咽えつしていた。しばらくその様子を眺ながめてから、レンがやれやれと首をふる。

「世話がやけるなあ」

　床に落ちた短剣をひろいあげる。刃を持って、魔術士に柄つかをさしだす。

「ほら。まだ片かた手てが残ってるじゃない」

　さしだされた短剣にふれようともせず、涙なみだで汚よごれた顔を恐怖で歪めて、魔術士は後ずさった。

「ふうん。もう終わりなんだ」

　レンの手の中で、短剣がくるりと回転する。

「高こう貴きな血ち筋すじっていうから、どの程てい度どのものかと思ったら」

　つまらなそうに、床を這はいずって逃にげようとする魔術士を見る。

「ま、しかたないか」

　短剣が風を切る音がひびいた。大だい腿たい部ぶを貫つらぬかれた魔術士が、聞こえない声で絶ぜつ叫きようする。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。動脈は外れてるから。その程度で死にはしないよ」

　無む邪じや気きな笑え顔がおで、自動人形は言った。




　　　　二




　コウが『夕凪』へ戻もどると、珍めずらしい来客がいた。

「あれ、マナ」

「お久ひさしぶりです。その節はどうも」

　財ざい務む卿きようの息女が、ていねいに挨あい拶さつをする。

「マナ、今の話をもう一度してくれる？」

　何やら難むずかしい顔をして、マイカが言った。

「はい」

　今日は早目に閉めたらしく、他ほかに誰だれもいない店内に、マナの声が響ひびく。

「これは、絶ぜつ対たいに他言しないで欲ほしいのですが」

　そう前置きして、マナは話をはじめた。




　マナの話は重大なものだった。

　政せい府ふの行う事業には、適てき正せいに執しつ行こうされていることを監かん視しするため、定期的な監かん査さがはいることになっている。

　数多くある事業すべてを詳しよう細さいに調べることは現げん実じつ的でないから、監査はそのうちのいくつかを選んで行う。その対象に、サクヤがかかわった事業も入っているというのだ。

「なるほど。……そんな重要なことをよく教えてくれた」

　この情じよう報ほうは、あきらかな機き密みつ漏ろう洩えいである。表おもて沙ざ汰たになれば、マナはもちろん、財務卿だってタダではすまない。

「あたしの人じん徳とくよ」

　マイカがさらりと言う。……実じつ際さい問題、マイカの言うことなら、マナは大たい抵ていのことは聞くから、『人徳』と言われればそうなのかもしれない。

「それで、もし、このまま監査が入るとどうなる？」

　マイカの言葉をさり気なく無む視しし、コウが訊きいた。

「彼女の管理責せき任にんが問われるのは間ま違ちがいありません。虚きよ偽ぎ報ほう告こくも問題になるでしょう。さらに、横おう領りようや背はい任にんの罪つみが加わる可か能のう性せいもあります」

「……サクヤの経けい歴れきに傷きずがつくな」

「それどころか。下手をすれば、数年間は牢ろう屋やの中よ」

　横領や背任は、主しゆ権けん者しやである王室に対する反はん逆ぎやくとしてとりあつかわれる。一昔前の封ほう建けん時代のころなら死し罪ざいになりかねない重罪だ。

「そうか。これ以上、放ってはおけないな」

　そろそろはっきりさせる必要があるようだ。

「ちょっと出かけてくる」

「サクヤのところ？」

「ああ、彼女と話をつける。……残念だけど、僕ぼくの再さい就しゆう職しよくもここまでだな」




　シーラに教えられていた宿へいくと、驚おどろいた顔のサクヤが出で迎むかえた。

「どうしたのよ？　こんな時間に」

「ちょっと、話があって」

「明日じゃダメなの？」

「ダメだ」

　コウはきっぱりと首をふった。

「……わかった。入って」

　サクヤが室内にコウを迎え入れる。

「シーラは？」

　室内には、サクヤ以外の人ひと影かげはない。

「食事にいってる」

「なるほど」

　サクヤは、コウに椅い子すをすすめてから、自分も向かい合わせに座すわった。

「それで？」

「ああ、うん」

　コウは素す早ばやく考えをまとめた。とにかく時間がない。ここは単刀直入にいくしかないだろう。
















「……なあ、そろそろ本当のことを話してくれないか」

　とりあえずそう切り出す。サクヤの反はん応のうは、コウの予想どおりのものだった。

「なんのこと？」

「王都へ来た目的だよ。……君は、工こう房ぼうを開く気なんて初めからなかった」

「……どうして、そう思うの？」

「そんなの、あの工房で数日も働いてりゃわかる」

　コウは、膝ひざの上で両手の指を組みあわせた。

「その理由も大体わかってる。……君は逃にげ出した自動人形を追って王都へやってきたんだ。あの工房は、そのための隠かくれ蓑みのに過すぎない」

「……シーラから聞いたの？」

「いいや。彼女は何も喋しやべってない。……ちょっとカマをかけさせてもらったけどね」

　シーラが自分からほのめかしたという方が正しいのだが、この場はそういうことにしておく。

「政府の関係者に知りあいがいてね。そっち方面からの情じよう報ほうだよ」

「へえ？　そんなツテがあったんだ」

　サクヤが意外そうな顔をする。

「まあね。僕にも色々と事じ情じようがあるんだ。……で？」

「そうね。アンタの言うとおり」

　観念したようにサクヤが答えた。

「あの工房は、王都へ出てくるための口実よ。知り合いが工房を開くからその手伝いをするってね」

「そうか」

　コウは短く答えてうなずいた。……やはり、マイカの推すい測そくは当たっていたわけだ。

「……もしかして、怒おこってる？」

　その態たい度どをどう思ったのか、サクヤが上目づかいにそう訊きいてくる。

「いや。……正直、僕も楽しかったし。このまま、しばらくつきあってもいいかなって思ってた」

「……だったら、もう少しつき合ってくれてもいいのに」

　そう言って拗すねたように唇くちびるをとがらす。

「そうもいかなくなってね。……これは極ごく秘ひの情報なんだが、君のかかわっている事業が、監かん査さの対象になっている。残念だけど、時間切れだよ」

「……時間切れ、か」

　サクヤが、そっと吐息をもらした。

「そうね、こんなこと、いつまでも続けられるわけないわよね」

　なにか遠いものを見るような表情で言葉を重ねる。

「だましたのは悪かったって思ってる。……けど、独どく立りつして、工房を開いてもいいかな、って思ってたのは本当なの。それに、もしそうするなら、アンタを雇やとうつもりだったってのも」

「どうしてさ。君には将しよう来らいがひらけているのに。王立大学への推すい薦せんも受けているんだろ？」

「……そっか」

　ふう、と若わかき公こう認にん魔ま術じゆつ士しはため息をついた。

「それも知ってるんだ。……じゃあ、何を言っても信じてもらえないわね」

「いや、別にそういう意味で言ったわけじゃないんだが。……ただ、理由を知りたいと思ってね」

「理由、か。……そうね、きっと、色々と疲つかれていたのよ」

　サクヤは他人事のように淡たん々たんと言葉を継ついだ。

「今回の事じ件けんがおこった時、もちろん、『何とかしなきゃ』って焦あせったんだけど……」

　薄うすい笑えみが口もとにうかぶ。

「それとは別に『ああ、これでもう競争から降おりることができる』っていう気持ちもあってね。このまま、本当に王都で工房をやるのもいいかなぁって」

「もしかして、人形が逃にげ出すのを知っていて、わざと見み逃のがしたのか？」

　現げん状じようの精せい神しん的重じゆう圧あつから逃れるために、自じ己こ破は壊かい的な行動に走る者もいる。サクヤはそういう性せい格かくには見えないが、人間、追いつめられるとどういう行動にでるかわからない。

「まさか。そこまで破は滅めつ的な性格してないわよ」

　とんでもない、というようにサクヤが首をふった。

「だが、それなら、どうして人形は逃げ出した？　それなりの警けい備びがあったはずだろう。何かの事故でもあったのか？」

「盗ぬすまれたのよ。……身内にね」

「……なに？」

　それは、コウの知らない情報だ。

「私と同じ工房の……名前なんてどうでもいいか。どっかの貴き族ぞくのボンボンがいたんだけど。そいつがあの子……レンを盗み出したのよ」

『レン』というのは盗まれた自動人形の名前だろう。

「まあ、階級意い識しきと偏へん見けんの塊かたまりみたいなヤツでさ。人のこと小こ娘むすめだの成金だのさんざん馬ば鹿かにしてたんだけど。大学の推薦枠わくのことで私に敗けたのがよっぽど悔くやしかったみたい」

　吐はき捨すてるように言う。

「私が公認魔術士になった時も、色々と嫌いやがらせをしてきたんだけど。今回のことは、はっきり言って犯はん罪ざいよ。ホント、何を考えてるんだか」

「たぶん、何も考えてないんだろうな」

　そうね、とうなずいて、サクヤはふと声こわ色いろを落とした。

「こんなこと自分で言うもんじゃないってわかってるけど。……これでもさ、私、けっこうがんばったんだから」

「ああ」

　コウはうなずいた。この若さで公認魔術士になるには、並なみの努力では追いつかなかっただろう。

「父さんのツテであの工房に入ったんだけど。あそこって名門らしくてさ、なんか代々の学者の家か系けいです、とか、いいとこのお坊ぼつちゃんです、みたいなのばっかで。……私なんて、思いっ切り場ば違ちがいな感じなのよね」

　はあ、と息をはきだす。

「日にち常じよう会話からしてついていけなくて。……もちろん、そんなコト、たいした問題じゃないってわかってる。好きで選んだ道だからね。毎日が充じゆう実じつしてたし、ちゃんと成果だって出せた」

　でもね、とサクヤは言葉を継ついだ。

「時々、王都で馬鹿なことしてた頃ころが妙みように懐なつかしくなっちゃって。こんな、私に似に合あわないことする必要あったのかな、なんて思ったりしてね。……いざ公認魔術士になってみると、それでどうしたいのかもよくわからないし」

「大学に進んで、より高度な知識を学ぶんだろう？」

　突つき放すようにコウは言った。サクヤの言っていることは理り解かいできるが、それは一時的な気の迷まよいだ。……そうでなければ、彼女の今までの努力は意味をなくしてしまう。

「そうね」

　サクヤはこくりとうなずいた。

「それが、普ふ通つうよね」

　迷いを振ふり切るように、頭を強くふる。

「だったら、私の経けい歴れきに傷きずをつけようとしているアイツを捕つかまえなくちゃ。もう、なりふりかまってる場合じゃない。……アンタにも協力してもらうからね」




　サクヤが、卓子つくえの上に一枚まいの図面を広げた。

「ほら。これがレンの設せつ計けい図ずよ」

「……男？」

　図面を見たコウは、思わず声をあげた。

「なによ。おかしい？」

「いや……」

　通つう常じよう、自動人形は女性型をしている。放ほう熱ねつ索さくを兼かねる髪かみはどうしても長くなるし、重心に近い腰よう部ぶには姿し勢せい制せい御ぎよ装そう置ちが、重要な器官が収おさめられている胸きよう部ぶには保ほ護ごのための緩かん衝しよう材ざいがはいるため、全体的な輪りん郭かくが女性の体型に近くなるからだ。

　また、最初の自動人形であるシーラが女性型をしていたのも、その後の自動人形開発に影えい響きようを与あたえているのだろう。……彼女の制作者が、若わかい女性の姿を模した人形を創った理由は、憶測するしかない。たぶん、他者と争い、勝つことに重点を置く男性的な精神構こう造ぞうより、協調を重じゆう視しする女性的な精神構造のほうが人のあいだで生きていくうえで望ましい、ということと関係があるのだろう。精神が女性的であるなら、外観もそれに合わせた方が無ぶ難なんだからだ。

「この子には、放熱索以外の冷れい却きやく機構を持たせているからね。髪の毛はそれほど長い必要はないの」

　図面によれば、レンの髪はサヨリのように冷却液えきが充じゆう塡てんされた高分子管ではなく、単たん純じゆんな熱ねつ伝でん導どうをもちいた放熱をおこなうようだ。

「髪は栗くり色いろだし、瞳ひとみも焦こげ茶にしてある。外見だけなら人間と区別がつかないわ」

　自動人形の髪が銀色をしているのは、放熱索に使っている高分子管の素材のためだ。瞳が紅あかいのは、余計な色素を入れた目が高くつくのと、補ほ修しゆうの効こう率りつのため規き格かくを統とう一いつしているという理由による。だから、髪に高分子管を使わず、資し金きんに余よ裕ゆうがあるのなら、外見的には人間とまったく同じ人形をつくることも可か能のうだ。

　銀色の髪と紅い瞳は、この国では目立ちすぎる特とく徴ちようだ。そのため、シーラは髪を黒く染そめ、素す通どおしの眼鏡めがねをかけて『変装』している。……もっとも、もともとが目立つ容姿だし、眼鏡にしても色のついていないただの硝子ガラスだから、あまり効果はないようだったが。

　考えにふけっているコウを横目に、サクヤは話を続けた。

「体型にしたって、配置を工く夫ふうすれば必要な器官は全部おさまるし。……大体、自動人形が女の姿をしているのは、男が女を下にみている差別意い識しきのあらわれよ。女は黙だまって言うこときいてればいいってわけ」

「いや、たぶん、そこまで考えている男は少ないと思うぞ」

「考えるまでもなく常じよう識しきってことよ。女を見下すのがあたりまえだと思ってるんだから」

「…………」

　彼女にこの手の話題は禁物のようだ。コウは、ごまかすように図面に目をおとす。

「エネルギーは、有機物の異い化かによる化学エネルギーか」

「ええ」

　背せ中なかまである髪を揺ゆらしてサクヤがうなずいた。

「全天候型だからね。この子は、人間の生きていける場所でなら、半はん永えい久きゆう的に活動できる」

「だが、これは今までもあった技ぎ術じゆつだろう？　シーラだって有機物の異化によってエネルギーを得ている」

「え？」

　コウの言葉に、サクヤは目を丸くした。

「……彼女が人形だって知ってたの？」

「シーラから何も聞いてないのか？」

　コウも驚おどろいて問い返す。

「彼女、自分のことは話したがらないから」

「ああ、なるほど」

　コウはうなずいた。シーラが『夕凪』で過すごした時間は、ごく個こ人じん的な思い出というべきもので、あまり他人に話すようなことではない。

「古い知り合いなんだ。自動人形の製せい作さくを手伝ってもらったこともある。……で、だ」

　コウはそこでいったん言葉を切った。

「君の研究課題は霊りよう子し脳のうか？」

　シーラの霊子脳は、自動人形を研究する者にとって知識の宝ほう庫こだ。霊的に鍛きたえあげられた天然水すい晶しようである彼女の頭脳は、それだけで充分魅み力りよく的な研究素そ材ざいだし、その中に詰まっているのはまぎれもない天才の業績だ。

「あたり。私の研究課題は『自じ律りつ的に行動する兵器』……つまり自じ我がをもった魔ま術じゆつ歩兵を開発していたの」

「なるほど」

　自律型の魔術歩兵は、軍が昔からとりくんできた課題だ。サクヤがその開発にかかわっていたとしても不思議はない。

「だが、それだったら話は簡かん単たんだろう。君のもとにはシーラがいたんだから」

　自我をもった自動人形の見本がすぐ側にいたのだから、開発は容よう易いなはずだ。

「あれは、ダメよ。成長に時間がかかりすぎる」

　だが、サクヤは首を横にふった。

「完全に人の手で創つくるのは無理としても。もっと短時間で成長する心が必要だわ」

「……だが、それは不可能だ。精せい霊れいの成長には、人の子こ供どもと同じように、長い時間をかけて愛あい情じようを注いでいくしかない」

「いいえ。愛情なんてあいまいなものより、もっと強力な条じよう件けんづけがある」

「強力な条件づけだって？　規き則そくを適てき用ようして判はん断だんや行動に枠わくをはめても、無む限げんの要素から成り立つ現実世界には対応できないぞ？」

「そんなことわかってるわよ。……この子には、精霊のもう一つの本能を組みこんであるの」

「もう一つの本能？」

「恐きよう怖ふ、よ」

　精霊のうち、恐ろしい姿すがたをしたものは、人々の『恐怖』につけこむことで自分の種を残す。他人の恐怖が理り解かいできるということは、自らも恐怖を知っているということだ。

「この子にとって、世界は敵てき意いと恐怖に満ちている」

「なんだってそんなことを」

「意思決定の基き準じゆんとして、一番確実だからよ」

　きっぱりと若わかき公こう認にん魔術士は断言した。

「人は、恐怖があるから行動する。実じつ際さいに目の前にある危き機きだけじゃないわ。将しよう来らいにたいする漠ばく然ぜんとした不安があるから向上心をもつ。独ひとりになるのが恐こわいから、他ひ人とと触ふれあう」

「…………」

「『恐怖』は、兵士としても重要な資し質しつだわ。瞬しゆん間かん的に、もっとも生き延のびる可か能のう性せいが高い行動を選せん択たくする。それはね、恐怖があるからこそできるのよ」

「……つまり、それが君の親心か」

　子供の将来のため、あえて厳きびしくふるまう。それは、人の親にもよくみられる行動だ。

「レンを助けたいんだろう？　だから、こんな危き険けんをおかしてまで、事じ件けんを隠かくし通そうとした」

　レンが盗ぬすまれたことを当局に報ほう告こくすれば、サクヤの管理責せき任にんも問われるかもしれない。しかし、その程度では違い法ほう行こう為いをおかす理由にはならない。……彼女は、レンを助けるために、あえて人生を賭かけるような手しゆ段だんにでたのだ。

　はあ、とサクヤが盛せい大だいにため息をついた。

「ほんっと、嫌いやな男ね。普ふ通つう、そういうことはわかってても言わないものよ？」

　背せ中なかまである髪かみをかきあげて、真っ直すぐな視線を向ける。

「そうよ。私はレンを助けたいの。……今なら、まだ何とかできる。人を傷きずつけていない、今のうちなら」

「ああ」

　コウはうなずいた。自らの意思で人を傷つけた自動人形を、人々は決して許ゆるさないだろう。

「手て遅おくれになる前に、レンを見つけだそう」




　　　　三




　夕ゆう暮ぐれ時。井い戸ど端ばたで洗あらい物をしていたサヨリは、ふと気配を感じて顔をあげた。いつの間に来たのか、そこにはあの少年がたっていた。

「こんにちわ」

　少し迷ってから、そう挨あい拶さつをする。

「やあ」

　赤い夕ゆう陽ひを背負って、影かげとなった少年が片かた手てをあげる。

「ねえ、ひとつ訊きいていいかな」

　少年は、サヨリに歩みよりながら言った。陽ひ射ざしの角度が変わり、少年の栗くり色いろの髪がきらきらとかがやく。

「私に答えられることでしたら」

　前まえ掛かけで手をふきながら、サヨリが答える。

「お姉ちゃん、毎日たのしい？」

「はい。楽しいですよ」

　サヨリが即そく答とうする。少年が、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをよせた。

「どうしてさ？　お姉ちゃんは、人間にいいように利用されてるんだよ？」

「それは違ちがいます」

　静かに、だがきっぱりと自動人形の娘むすめは答えた。

「私は、自分の意思でこうしているのです」

「それは、お姉ちゃんを作った人間が、そう思うようにしむけてるだけだよ」

「いいえ」

　サヨリはかぶりをふった。

「私は、あの人たちといると心が安らぎます。そして、自分が必要とされているという実感が得られたとき、とても満足した気持ちになります。……あなたは、そう感じることはないのですか、レン」

「……気づいてたんだ」

「あなたの擬体からだは、私の躰からだにくらべて、はるかに人に近いようですね。……それでも、体温・拍動・呼こ吸きゆう音おん、すべてが人間とは異ことなります」

「そっか。お姉ちゃんも、軍用の擬体なみの知覚をもっているんだ」

「はい」

　自動人形の娘はうなずいた。

「ボクのことはどうして知ったのさ？」

「シーラさんに聞きました」

　コウには黙っていたが、シーラと有線で直結した一瞬、二人の間には多くの情報が交換されていた。

「気づいてたのに黙っててくれたんだ？」

「できれば、あなたには自分の意思で戻もどっていただきたかったので。……これは、シーラさんの望みでもあります」

　もし、このままレンが逃にげ切るのならそれもいい。シーラはそう考えていた。……結果的にサクヤを裏うら切ぎることになるが、彼女は、その償つぐないを自分の身をもってする覚悟さえしていた。

「ですが」

　サヨリの声こわ色いろが低くなる。

「あなたは、人を殺あやめましたね、レン」

　サヨリの鋭えい敏びんな知覚は、レンの服や躰についた血けつ痕こんを認みとめていた。

「ああ」

　悪びれる様子もなく、栗くり色いろの髪かみの少年はうなずいた。

「しかたないだろう。自分の身を守るためだ」

「どうしてです？　あなたなら他の手しゆ段だんもとれたでしょう？」

「一番簡かん単たんで確かく実じつな方法だからだよ。それ以外に理由なんて要いるかい？」

「……そうですか」

　サヨリは深々と吐と息いきをもらした。

「あなたは、自らの意思でその方法を選んでしまったのですね。なんて、取り返しのつかない事を……」

「なんだよ、その言い方はっ！」

　少年の声が激げつ昂こうする。

「アンタみたいに、人間に媚こびて生きるのが正しい人形のあり方だとでも言いたいのか？　それとも、ボク達たちの母親のようにコソコソと逃にげ回れとでも？」

　は、とレンは息を吐いた。

「どっちもゴメンだね。ボクはボク自身の力で生き延のびてみせる。邪じや魔ま者ものは排はい除じよするだけだ。……それが、自然の摂せつ理りってものだろう？」

「…………」

「ま、いいさ」

　少年が、気を取り直すように言った。

「今日、ここへ来たのは、アンタと喧けん嘩かするためじゃない。むしろ、その逆だ」

「どういう意味ですか」

「一いつ緒しよに来ないか？　こんなつまらない生活は捨すててさ」

「……え？」

　思わぬ言葉に、サヨリの反応が一いつ瞬しゆん遅れる。

「ボク達が協力すれば、生き延びる可か能のう性せいはずっと高くなる。もちろん、もう、人間たちに利用されたりはしない。……いや、むしろ、人間たちを利用してやるんだ」

　レンが、得意げに言葉を続けた。

「ボク達の力と知ち識しきがあれば簡単なことさ。人間なんて、どいつもこいつも欲よくの塊かたまりみたいなものだからね」

「…………」

　サヨリは哀かなしげに自らの弟をみつめた。

「で、どうかな？　もちろん一緒に来てくれるよね？」

「駄だ目めです」

　自動人形の娘むすめは、首を横にふった。

「私は、ここの人たちが好きです。その人たちを裏うら切ぎることなんてできません」

「だから、それは、そう思わされているだけだって言ってるだろ」

　いらいらと少年が言う。

「外の世界に出てみれば、すぐにわかるよ。ここが、どれほどちっぽけでくだらない場所かってことが」

「あなたにとってはちっぽけでくだらない場所だとしても、ここが私の『家』です」

「『家』だって？」

　馬ば鹿かにしたようにレンがその言葉をくりかえした。

「それがなんだっていうんだ。……ああ、そうか！」

　得心したように少年は手をうった。

「女は、自分の家を欲ほしがるって聞いたことがある。……なんだ、言ってくれれば、ボクがお姉ちゃんのために立りつ派ぱな家を建ててあげるのに」

　うん、と彼は自らの言葉に満足したようにうなずいた。

「これで問題は解かい決けつしたね。さあ、一緒に行こう」

「やはり、あなたにはわからないのですね」

　一歩、足を後ろに引いてサヨリが言った。

「レン、残念ですが、私は一緒に行くことはできません」

　少年の顔に、苛いら立だちと戸惑いがうかぶ。

「……なんだって？」

「あなたとは一緒に行けないと言ったのです」

　サヨリが、静かにそう繰くり返した。

「……そうか」

　しばらくの間があって、レンが落らく胆たんしたようにつぶやいた。

「残念だよ、アンタとならわかりあえると思っていたのに」

　不意に、その躰からだがふらりと揺ゆらいだ。とっさにサヨリがレンの躰をだきとめる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……ああ」

　レンが、彼女の肩かたにつかまってたちあがる。

「！」

　次の瞬しゆん間かん、サヨリの身体制せい御ぎよの機き能のう野やが、異状をしめす警報であふれかえった。

「やっぱりね。アンタも、僕と同じ身体制御をつかってるんだ」

「な……にを……」

　脚あしに力が入らず、サヨリは地面に膝ひざをつく。レンは、冷たい瞳ひとみで彼女を見おろした。その左手首に、のばされた導どう線せんが引き込まれていく。

「有線でちょっとした情じよう報ほうを割わりこませたのさ。自じ己こ増ぞう殖しよくをして、機能野を喰くっていくね」

　くく、と少年が含ふくみわらいをもらす。

「擬体からのエネルギー供給がなくなれば、お姉ちゃんは消えちゃうね。……恐こわいかい？」

「…………」

　レンの問いに答えはなかった。サヨリはつっぷすように地面に倒たおれこむ。結ゆいあげていた銀ぎん髪ぱつがほどけて、流れるように地面にひろがっていった。

　その様子を眺ながめながら、自動人形の少年が言葉を投げかける。

「安心してくれ。意い識しきそのものは最後の瞬間まで残るから。……自分が消えていく感覚を、たっぷりと味わうといい」
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「サヨリ！　ちょっと中手伝って！」

　マイカは、牛刀片かた手てに裏口の戸を開けた。

『夕凪』の貴き重ちような働き手である自動人形の娘が、洗あらい物に出ていってから、かなりの時間が経けい過かしていた。彼女に限かぎって、まさか怠なまけているということはないだろうが、それにしても時間がかかりすぎだ。

「え!?」

　マイカは、地面に倒れ伏ふす女給服姿すがたを見つけて声をあげた。仕事の時はいつも結っている髪かみが、銀色の波のように地面に広がっている。

「サヨリ！」

　マイカは慌あわててサヨリにかけよった。地面に膝をついて、その躰を抱だき上げる。

　抱き上げた躰はぞっとするほど冷たかった。なにか、彼女の活動を支える決定的なものが欠けている。直感的にマイカはそう悟さとった。

「あれ？」

　その時、場ば違ちがいなほど吞のん気きな声が中庭に響ひびいた。

「珍めずらしいね。こんな場所でなにしてるのさ？」

「コウ！」

　マイカは安あん堵どと苛いら立だちが混まじった声をあげた。

「……どうしたんだ？」

　その剣けん幕まくに、コウもなにかとんでもないことが起きたと認にん識しきしたらしい。緊きん張ちようした表情で問いかける。

「サヨリが！」

　泣き出しそうな気持ちでマイカが訴うつたえる。コウは、マイカの腕うでのなかに横たわるサヨリの姿を認みとめた。

「何があった？」

　背せ負おっていた道具袋ぶくろをおろし、地面に中身を広げながらたずねる。

「わからないの。裏うらで洗い物をしていたと思ったら、倒れてて」

　マイカが、彼女にしては珍しく混こん乱らんした口調で言う。

「……まずいな」

　サヨリの首くび筋すじから引っぱり出した導線を水すい晶しよう板ばんにつないで、コウは顔をしかめた。

「擬体と霊子脳の同調が狂くるってる。このままだと、完全に機き能のう停止するぞ」

「そんな」

　マイカは、その言葉の意味するところを理り解かいして愕がく然ぜんとした。つまり、サヨリは死にかけている。

「何とかならないの？」

「僕だって何とかしたいけど……」

　サヨリの機能野は非ひ常じように優ゆう秀しゆうだ。だからこそ規き格かくが異ことなる軍事用擬体にも簡単に同調できた。だが、その高性能さは、いったん問題がおこれば、コウの手には負えないという欠点でもある。

　そこで、サヨリの霊あ子た脳まと擬体からだを同調させた時のことを思いだした。

「……そうか、シーラなら！」

　そもそもサヨリの霊子脳と擬体を同調させたのはシーラだ。彼女なら、何とかできるかもしれない。

「マイカ、とりあえずサヨリを屋な内かへ運びこんでくれ」

　たちあがりながら言う。

「ちょっと！　どこ行くのよ」

　すでに駆かけ出した背中にむかってマイカが訊きいた。

「母親を連れてくるんだよ！」

　振ふり向きもせずに、コウはそう答えた。




　以前、二人で吞のみに行った店にシーラはいた。飯台の上に酒さか瓶びんの林をつくっていたシーラを捕つかまえ、事情説明もそこそこに引っぱっていく。店にいた他の連中が好こう奇きの目で見ていたが、今はそんなことにかまってる場合ではない。

　息せき切って『夕凪』に帰りついたコウは、二階の空き部屋の一つに運びこまれたサヨリのもとへかけつけた。

「……危あぶないとこだったね」

　サヨリと自分の端たん子しを有線でつないで、シーラが言った。

「とりあえず、どうにか最低限の出力は維い持じできたよ」

「サヨリはどうなったんだ？」

「身体制御の機き能のう野に、タチの悪い寄き生せい情じよう報ほうが感かん染せんしてる」

「誰だれがそんなことを!?」

「レン、だね。この子の記き憶おく野やに記録が残ってた」

「レンが？　なんだって、こんなマネを？」

「この子を仲間として連れていこうとして拒まれたらしいね」

「腹はらいせか？」

「いいえ」

　シーラは首を横にふった。

「レンにとっては味方じゃなければ敵てきだから。敵なら、倒たおせる時に倒しておかないと、自分が死ぬことになる」

「……戦せん闘とう型としての本能か」

　コウは、まったく生気の感じられないサヨリの顔を見る。

「また、君の一部を上書きすることはできないのか」

「むだよ。原因になってる寄生情報をどうにかしないと。写したさきから喰われるだけ」

「別の霊あ子た脳まにサヨリの記憶をうつしたら？」

　それまで黙って二人の話を聞いていたマイカが口をはさんだ。

「だめだ。先に感染をどうにかしないと、別の記録媒ばい体たいに写してもおなじことだ。一いつ緒しよに寄生情報も移ってしまう」

「じゃあ、サヨリはずっとこのままってわけ？」

「まさか」

　シーラが言下に否ひ定ていする。

「こんな不自然な状じよう態たいが、長く続くわけないじゃない。このままだと、遅おそかれ早かれこの子は消しよう滅めつする」

「……使わない機能は衰すい弱じやくするってことか」

「それもあるけど。私たちでも、完全に外界から切り離はなされた状態に置かれると、意い識しきを維い持じできなくなるの」

　人が自じ我がを保つためには環かん境きようが不ふ可か欠けつだ。自分の行動に対する周囲の反はん応のうなしでは、思考の基き礎そである言葉の意味が維持できなくなってしまうからだ。……それは、ヒトのカタチに適てき応おうした精せい霊れいである彼女たちも同じことなのだろう。

「どうすればいい？」

「この寄生情報の解かい析せき記録が必要ね」

「どっちにしても、レンを捕つかまえるしかないか」

「ええ。素す直なおに教えてくれるとは思えないけど。……最悪、あの子の記憶野があればなんとかできると思う」

「……そうか」

　記憶野を取りだすには、レンを解体する必要がある。つまり、サヨリを助けるためにはレンを殺してもかまわない、と彼女は言っているのだ。

　いいのか？　と訊きかけて、コウはかぶりをふった。いいわけがない。シーラは、間ま違ちがいなく、自分の子こ供どもたちが二人とも助かることを望んでいる。

　コウの迷まよいを見み抜ぬいたように、自動人形が感情のこもらない声で言った。

「急いで。正直、あまり長くは保もたないから」
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　工こう房ぼうは奇き妙みような緊きん張ちよう感かんに包まれていた。

「なにかあったのか？」

　工房に集まっている魔ま術じゆつ士したちの中に、サクヤの姿すがたを認みとめて声をかける。

「……レンを連れだした男の遺い体たいがみつかったの」

　硬かたい声と表情でサクヤが告げる。

「そうか」

　コウは短く答えてうなずいた。ついに恐れていたことがおこった。自らの意思で人を殺あやめた人形には、どんな裁さばきがくだるのだろう。

「あの子は、悪くないのに」

　何かをこらえるようにサクヤがつぶやく。

「レンの行方ゆくえは？」

　雰ふん囲い気きを変えるようにコウが訊きく。

「ダメ」

　サクヤがかぶりをふった。

「追つい跡せきに出した使い魔も、ぜんぶ撒まかれるか返り討うちにあうかしたみたい。市内に仕し掛かけた探たん知ち罠わなにも反応がないし」

「とにかく、残ざん骸がいでもなんでもレンを回かい収しゆうしないと」

　マイカが横から口をはさむ。

「そうは言っても、なあ」

　目立つ容よう姿しをしているから、レンの目もく撃げき報ほう告こくはかなりの件けん数すうあつまっている。しかし、その目撃情報は見事なくらいバラバラで、なんらかの法ほう則そく性せいを見みい出だすのは困こん難なんだ。

「どうして点なのかしら。移い動どう中を目撃されたのなら、線になっているはずなのに」

　顎あごに指をあてて、マイカが思案顔をする。

「つまり、僕ぼくたちの知らない移動経けい路ろがあるってことか」

　そうつぶやいて、地図上にバラバラに記された点をみる。その分ぶん布ぷに、コウはなにかひっかかるものがあった。

「そうか！　下水道だ」

　以前、排はい水すい溝こうのドブさらいをした時のことを思いだす。うろ覚えだが、仕事の分ぶん担たんのために見せられた地下水路の分布図と、レンの活動範はん囲いは重なっている。

「そっか。下水道の中を移動しているなら、探知魔術にもひっかからない……」

　サクヤが得心してうなずいた。無む理り矢や理りあかるい声と表情をつくって号令する。

「よし！　ありったけの使い魔を出して！　下水の大おお掃そう除じよ」
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　宵よい闇やみの中、さらに昏くらい闇となって暗あん渠きよが口をあけていた。吹ふき抜ける風が、奇妙なうなりとなって響ひびく。

「どうだ？」

　コウは、かたわらに立つサクヤに訊いた。

「まだ、わかんないわよ」

　現げん在ざい、十八番街を中心として配置した魔ま術じゆつ士したちが、探知魔術や使い魔を駆く使しして地下水路の大だい捜そう索さくをおこなっている。

　不意に羽音が響いた。暗渠の中から飛び出してきた異い形ぎようの鳥が、サクヤがさしだした腕うでにとまる。

　異形の鳥と二言、三言言葉を交かわし、サクヤは小さくうなずいた。再び鳥を暗渠に向けて放ち、一行をふりかえる。

「レンを見つけたわ。今、こっちへむかってる」

　一同に緊きん張ちようがはしる。

「こっちからも包ほう囲い網もうをせばめて追いつめる。……行くわよ」

　サクヤが、自らに言い聞かせるように、一行をうながした。

　護ご岸がんに固められた河かわは、両りよう脇わきに水面から少しだけ高くなった部分がある。その、側道とも呼べないような狭せまい道を、縦たてに並ならんで歩く。

　ときおりやって来る使い魔からの報告によれば、レンをとらえる包囲網は着実に狭せばまっているらしい。

「ねえ、なんか変じゃない？」

　マイカが、前を歩くコウにそっとささやいた。

「なにが？」

　コウも肩かたごしにささやきかえす。

「なんて言うのかな……」

　マイカが、あいまいに首をかしげる。

「あまりにも順調すぎるっていうか……　抵てい抗こうもしないでただ逃にげ回るだけってのはおかしいわよ」

「考えすぎだろ」

　コウが楽天的に言った。

「戦力に差がありすぎるから、他に選せん択たくの余よ地ちがないだけだよ。どうしようもなくなったら、一か八かの反はん撃げきにでてくるさ」

「そうかしら？」

　マイカが思案気に眉まゆ根ねをよせる。

「なにか、罠でもあるんじゃない？」

「どんな？　言っておくけど、大がかりなものを用意する時間はなかったはずだぞ。ここにあるものだけで、どんな罠が張れる？」

「そうねぇ……例えば、可か燃ねん性せい気体がたまっている場所に誘ゆう導どうして、着火するとか」

「そりゃ、たしかに、ここには腐ふ敗はい時にでる気体が充じゆう満まんしている場所があるけどね。サクヤの仲間たちだって、そんな古典的な手にひっかかるほどマヌケじゃないだろ」

　その言葉が終わらないうちに、くぐもった爆ばく発はつ音おんがひびいた。

「…………」

　なんとなく、二人は顔をみあわせる。

　慌あわただしい羽音を立てて、使い魔がサクヤの肩にとまった。その報告を聞いて、顔色を失ったサクヤが、魔術士たちに指示をだす。使い魔を出す者、自ら走り出す者などで急にあたりが騒そう然ぜんとなる。

「……どうやら、古典的な手にひっかかったみたいね」

　断だん片ぺん的に聞こえてくる魔術士たちの会話から、マイカはそう結けつ論ろんづけた。




　魔術士たちは混こん乱らんしていた。まさか、反撃があるなど予想もしていなかったのだ。

　いくら強力な攻こう撃げき魔術を身につけているからといっても、魔術士はしょせん戦いの素人しろうとだ。戦うための技ぎ術じゆつと知ち識しきをつめこまれた戦せん闘とう型の自動人形からすればくみしやすい相手だろう。

「おちついて！　怪け我が人にんを後方にさげて。無事な者は追つい跡せきを続行。絶ぜつ対たいに逃がしちゃダメよ」

　サクヤが矢や継つぎ早ばやに指し示じをだす。

「まずいわね」

　マイカが軽くにぎった拳こぶしを口もとにあててつぶやいた。

「ああ。このままだとレンに逃げられるな」

　コウがその言葉に同意する。

「ちがうわよ。ここはいったん退ひいた方がいいわ」

「なんだって？　せっかく追い詰つめたんだぞ」

「いいえ。誘さそいこまれたのよ」

　マイカは首を横にふった。

「もし、あたしだったら、この機会に敵てきの本ほん隊たいを潰つぶすわ。ここで追っ手に決定的な打撃を与あたえれば、逃げ切れる可か能のう性せいがずっと高くなるもの」

「まさか、いくらなんでも……」

　その時、前方の暗がりから、何かが跳とびだしてきた。

「なに？」

　魔ま術じゆつ士しに指示をだしていたサクヤが、ふりかえる。

　悲鳴があがった。暗がりから跳びだしてきた影かげと接せつ触しよくした魔術士が、胸むねのあたりを押おさえてたおれる。

「……え？」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすサクヤの脇わきで、再ふたたび悲鳴が上がる。投げつけられた石をうけた魔術士が、鼻血をあふれさせてのけぞった。

「貸かして！」

　マイカはかたわらに立つ魔術士から杖つえを奪うばい取った。正面からつっこんできた影にむかって、杖をふりおろす。人影は、腕を交差させてふりおろされた杖を受けとめた。鈍にぶく、硬かたい音が響ひびく。

「く！」

　蹴けりあげられた脚あしを、マイカは身を捻ひねって避よけた。同時に手の内を滑すべらせて杖を回転させる。そのまま、回転の勢いをのせて、敵の出足をはらった。その一撃を、人影は宙に跳んでかわす。渾こん身しんの力を込めた杖が、敵の足をかすめて風を切った。

　その一いつ瞬しゆん、お互たがいの動きに空白が生じた。杖をふりきったマイカも、空中にある敵も、とっさに次の行動にうつれない。だが、その空白は、マイカの狙ねらったものだった。

「憑つけ！」

　空中にある敵にむかって犬神を放つ。隠おん形ぎようしたミルが、風をまいてはしった。そのまま、敵の身体からだにとびこもうとする。

「キャン！」

　だが、次の瞬間、ミルは悲鳴をあげて弾はじきとばされた。隠形がとけて、白い毛なみと紅あかい瞳ひとみをもつ姿すがたがあらわになる。

「ミル!?」

　川かわ面もに落ちたミルに気を取られたマイカの注意が敵からそれた。その隙すきをのがさず、着地した相手が彼女の懐ふところに潜りこむ。

「しまっ……」

　喉のど笛ぶえを狙って、鈎かぎ爪づめのように曲げた指が下から突つき上げられる。突き出された喉のど輪わを、マイカは顎あごを引いて受けとめた。奥歯を嚙かみしめて、衝しよう撃げきをこらえる。

　相手がマイカの顎をつかんだ。そのまま腰こしを入れて投げをうつ。

「！」

　マイカは、杖を捨すてて、自分の首をへし折ろうとしている腕うでを両手でとった。頸けい椎ついを傷いためないように、自分から倒たおれこみながら、渾こん身しんの力をこめて顎をつかむ指をもぎはがす。

　水みず飛沫しぶきがあがった。浅い水の中を、マイカが転がって逃にげる。追い打ちをかけようとする相手に、コウが魔力の灯あかりを投げつけた。閃せん光こうを発して、灯りが弾ける。腕で視し覚かくをかばいながら、人影が後ろへ跳びすさった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　コウは水の中に膝ひざをついて、マイカを助けおこした。

「なんとかね」

　二、三度咳せきこんでからうなずいてみせる。その動きに、顎が痛んで思わず顔をしかめた。手をあてて顎から咽の喉どをさする。つかまれた痕あとは、きっと痣あざになってしまっただろう。一つ間ま違ちがえば、喉笛をつぶされるか、首の骨を折られるかしたかもしれない。

「キ？」

　顔をしかめているマイカの肩かたに、再ふたたび隠形していたミルがあらわれた。どうやらケガはないらしい。心配するように小首をかしげてマイカの顔をのぞきこむ。

「うん、大丈夫。心配しないで」

　安心させるようにミルに微笑ほほえんでから、マイカはコウをにらみつけた。

「さっきのあれは、なに？」

「対呪じゆ術じゆつ用の表面処理だ。憑ひよう依いは効きかない」

「そういう大事なことは、先に言ってよ！」

　理り不ふ尽じんな文もん句くに、コウは肩をすくめてこたえた。

「やあ、ひさしぶり」

　暗あん渠きよの暗がりに、少年期に特有の高く澄すんだ声が響いた。

「レン……」

　サクヤが呆然とつぶやいた。そこには、栗くり色いろの髪かみを切りそろえた一人の少年が立っている。

「レン、お願いだから戻もどってきて。……今ならまだ間に合うから」

　サクヤが懇こん願がんするように言った。だが、少年は首を横にふる。柔やわらかな栗色の髪が、さらさらと揺ゆれた。

「だめだよ。もうだまされない。……ボクは試作機なんだ。記録資し料りようをとったら分ぶん解かい調ちよう査さにまわされる」

「誰だれがそんなことを！」

「ボクを連れだした、あの男だよ」

　くく、と少年は咽喉の奥おくでわらった。

「けど、やっぱりあの男もボクをだましてた。だから……」

　殺した。まったく似つかわしくない表情と口調で、少年はそう告げた。

「さあ、そこをどいてくれ。できれば、アンタは殺したくない」

「……駄だ目めよ。あなたは危き険けんだわ。きっと、これからも人を殺す」

「当然だろう？　殺さなければ殺される。この世界は、そういった法ほう則そくで成りたっているんだ。ちがうかい？」

「それは……」

　兵器として、必要以上に強く植えつけた自じ己こ保ほ存ぞん本ほん能のう。レンを突つき動かす、もっとも原初的な衝しよう動どう。……それを与あたえたのは、他ほかならぬサクヤ自身だ。

「たしかに、そういう一面もあるけど……でも！　私が、あなたを護まもるから」

　しかし、自動人形の少年は、首を横にふった。

「やっぱり、アンタもボクをだますんだ」

「違う！　私は本当に……」

「知ってるよ。アンタは、ボクを軍の連中に売るつもりなんだ。……もともと、ボクを創つくりあげたのは、自分の功こう績せきのためだろ？」

「そんなこと……」

　ない、とは言い切れない。少なくとも、最初はそのつもりだったのだから。

「わかっただろう？　もう、ボクは誰にも利用されない。これ以上の話しあいは無駄だよ。それでも邪じや魔まをするなら、本当にあんたを殺さなくちゃいけなくなる」

「駄目よ。ここは通さない」

　サクヤは、静かに、だがきっぱりと言った。

「あなたを創った者として、このままあなたを野放しにはできない。力ずくでも連れて帰るわ」

「そうか……」

　自動人形の顔から表情が消えた。

「じゃあ、死ねよ。……邪魔な人間」

「レン！」

　サクヤが悲鳴をあげた。同時に、魔術士たちが、準じゆん備びしていた術を放つ。生み出された爆ばく煙えんが、栗色の髪の少年を包みこんだ。耳みみ障ざわりな音を立てて暗あん渠きよの水が水すい蒸じよう気きにかわる。

「馬ば鹿か！　自分から敵の姿すがたかくしてどうするのっ」

　やはり、強力な飛び道具を持ったところで素人しろうとは素人だ。河の中で対たい峙じしている相手に火か焰えんで攻こう撃げきしてどうなるというのだろう。

「っ！」

　爆煙と蒸気の中から、栗くり色いろの髪かみの少年が飛びだしてきた。立ちすくむサクヤに向かって腕うでをふりあげる。

　マイカが、とっさにサクヤをつきとばした。一いつ瞬しゆん前まで彼女の頭のあった位置を、風切り音が薙なぐ。

「全員、さがって！……コウ、サクヤをお願い」

　水みず飛沫しぶきをたてて着地したレンと向かい合いながら、マイカが叫さけんだ。自動人形の、感情の読めない瞳ひとみが、じっとマイカを見つめた。殺意は感じられるのに、殺気がない。不気味な相手だ。

「サクヤ、しっかりしろ！」

　水の中に腰こしをついたまま、呆ぼう然ぜんとしているサクヤにコウがかけよった。肩かたを抱だくようにして、強ごう引いんに立たせる。

「……気をつけろ。ヤツは、人を殺すことに躊ちゆう躇ちよしない」

　サクヤの肩に腕をまわしたまま、コウがわかりきった事を言う。

「言われなくたって！」

　レンから目をそらさずに、マイカが叫びかえす。

「で？　何か助言はないの？」

「戦せん闘とう型といっても、全身装そう甲こうの塊かたまりってわけじゃない。それに、基き本ほん的な身体構こう造ぞうは人と同じだ。だから……」

「つまり、人間の急所と同じ場所を狙ねらえばいいってことね」

　言うだけなら簡かん単たんよね、と心の中でつけ加える。

「……ミル、あたしに憑いて」

　精神の一部を共有している犬神に命令をくだす。その命令に応こたえて、ミルがするりとマイカの身体に滑すべりこんだ。もともと常じよう人じんより鋭するどい感覚がさらに研とぎ澄すまされ、一時的に筋きん力りよくが増ぞう強きようされる。

「！」

　何の前まえ触ぶれもなくレンが動いた。一息に距きよ離りを詰つめ、振ふり回すようにして腕を叩たたきつけてくる。

　まともに受けとめれば骨ほねが砕くだけかねない一撃を、マイカは体をさばいてかわした。その勢いきおいのまま、二人の身体がすれ違ちがう。すれ違いざま、レンはマイカの胴どうに腕をまわした。その動きに、マイカは奇き妙みような既き視し感かんをおぼえる。

　レンは、胸むねを密みつ着ちやくさせて身体をつかまえると、強引に投げにもっていこうとした。

「やっぱり！」

　次になにが来るかわかっていれば対たい処しよはしやすい。瞬間的に腰を落としながら、肘ひじを自分の身体にそって打ちおろす。胴にまわされた手首の関節が、硬い肘骨を打ちこまれて鈍にぶい音をたてた。挫くじいた腕を強引にふりほどき、振り向きざまに相手の腕に組みつく。

　マイカは、組みついた腕を、全体重をかけて下へ押しさげた。がら空きになった顔面に頭ず突つきを叩きこむ。

　硬いもの同士がぶつかる鈍い音が響ひびいた。のけぞってよろめいたレンの胸に、マイカが掌てのひらを押し当てる。

「ふっ！」

　一瞬の脱だつ力りよくの後、マイカの身体がぶるりと震ふるえる。全身の筋肉と、内ない臓ぞうまでつかった体重移い動どうによってつくりだされた衝しよう撃げきが、肩から腕を伝わり、押し当てた掌を通じて相手の体内にうちこまれた。

「!?」

　一瞬にして、レンの身体制せい御ぎよの機き能のう野やが警けい報ほうであふれかえる。本来、外からの打撃を防ふせぐはずの骨こつ格かくや内装装甲は、密着した状態から瞬間的に押されたことによって、柔やわらかい内部組織を押しつぶす凶きよう器きになった。

　水音がひびいた。レンが両りよう膝ひざをつく。崩くずれそうになる躰からだを、両手をついてどうにか支ささえる。

　レンの擬ぎ体たいは、損そん傷しようをうけた器官を迂う回かいして回路をつなぎ、機能を維い持じしようとした。だが、胸きよう部ぶにおさめられた重要器官のいくつかは、修しゆう復ふく不能な損傷を受けている。

「か、は」

　レンが苦しげにあえいだ。肺はいを潰つぶされたため、満足に呼こ吸きゆうすることができない。酸さん素そによる異い化か作用によってエネルギーを得ている彼には、それだけで充じゆう分ぶん致ち命めい傷しようだ。

　エネルギーの供きよう給きゆうを断たたれた筋肉が張ちよう力りよくを失なくす。躰を支えきれず、レンは川かわ面もに突っ伏ぷすように倒れた。

「ふう」

　レンが動かないのを確かく認にんして、ようやくマイカが緊きん張ちようをといた。身体から抜ぬけだしたミルが、彼女の肩の上にあらわれる。

「倒たおしたのか？」

　小走りにかけよったコウが、確たしかめるように訊きいた。
















「サヨリのおかげよ。あの娘こと同じ動きだったの」

　一度、技わざを見ていたからかわすことができた。そうでなかったら、川底に叩たたきつけられ、頭ず蓋がいを砕くだかれていたのはマイカの方だったろう。

「ああ、うん。……二人とも、シーラの一部を使っているからな」

　サヨリもレンも、身体制御に関する部分はシーラからの複ふく写しやである。それなら、似にたような戦い方をしても不思議ではない。

「同じ欠片かけらを持っていた。か。……やっぱり姉きよう弟だいだったのね」

　シーラから受け継ついだ心の欠片。同じ生命から生まれたという意味において、サヨリとレンは、やはり姉弟だったのだろう。

「レン！」

　呪じゆ縛ばくされたように一部始終を見ていたサクヤが、不意に声をあげた。水音を響かせて、水みな面もにうつ伏ぶせに倒れている自動人形にかけよる。

「バカ、危あぶない！」

　コウが制止の声をあげたが、サクヤはかまわずレンの躰をかかえあげた。

「だ、れ？」

　あおむけになったレンの瞳ひとみが、自分を抱だき起こす者に焦しよう点てんを結んだ。

「か、あさん？」

「……！」

　サクヤがびくりと身を震ふるわせた。レンを抱える腕うでに力がこもる。

「……ごめん」

　震える声が言葉を紡つむぐ。

「ごめんね……」

　かすかな嗚お咽えつが暗がりに響いた。レンが訝いぶかしげにたずねる。

「泣いてる、の？……な、んで？」

「…………」

　サクヤが何事かつぶやいた。それは、本当にかすかな声だったので、コウには彼女が何を言ったのか聴きき取ることができなかった。

　だが、レンにはそれで充分だったらしい。栗くり色いろの髪かみの少年は、満足そうな吐息をもらして瞳をとじた。

「ありが、とう……」

　それが、彼の最後の言葉になった。




　結局、レンに関する一連の騒そう動どうは「運用試験上の事じ故こ」ということで処理された。

　責せき任にん者しやであるサクヤは、後始末に駆かけまわることになった。兵ひよう部ぶ省しよう装そう備び局きよくは言うにおよばず、公安関係や王都自治体からも呼よびだしをうけた。サクヤは辛しん抱ぼう強く説明責任を果たし、それぞれの当局に、都合の悪い部分は改ざんした報告書と「深く反省しておりますので、どうか寛かん大だいな処置をお願いします」という趣しゆ旨しの顚てん末まつ書しよを提てい出しゆつした。







　終章　『岐き路ろ』










　　　　一




　サヨリは瞼まぶたをひらいた。

「わたし……」

　寝しん台だいの上で半身をおこす。そこで、かたわらに立つコウとマイカに気づいた。

「調子はどうだ？」

　片かた手てをあげてコウが言う。サヨリはこくりとうなずいてから、律りち儀ぎに答えた。

「はい。自じ己こ診しん断だんの結果、特に異い状じようは発見されませんでした」

「そうか」

　どうやら、感かん染せんの影えい響きようは残っていないらしい。その点については、サヨリの母親であるモグリの呪じゆ医いに感かん謝しやする。

「……あの」

　ためらう素そ振ぶりをみせてから、サヨリが再ふたたび口をひらいた。

「レンは、どうなったのですか？」

「…………」

　コウとマイカは目を見み交かわした。

「……そうですか」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、サヨリが睫まつ毛げをふせる。

「やはり、助けることはできなかったのですね」

「……すまない」

「いえ、コウさんが謝あやまるようなことではありません」

「あたしが殺したのよ」

　マイカが唐とう突とつに言った。

「恨うらんでもいいのよ？……もしかすると、他ほかに方法があったかもしれないのに、あの子を殺すことを選んだのだから」

「とんでもありません」

　豊ゆたかな銀ぎん髪ぱつを波うたせてサヨリがかぶりをふった。

「私の判はん断だんが誤あやまっていたために招まねいた事じ態たいです。……もっと、早い段だん階かいでレンのことを相談するべきでした」

　レンのことを黙だまっていたのは、シーラの意向もあったが、なによりサヨリ自身が彼を助けたいと思ったからだ。……その結果は無む惨ざんなものだ。大切な人々を危き険けんな目にあわせ、人ひと死じにまでだし、レンも結局は助けることができなかった。

「そのせいで、マイカさんには、危険で辛つらい役目を押おしつけてしまいました。……すべて、私の責せき任にんです」

「いや、サヨリは悪くないよ。レンを信じたかったんだろう？　なら、それでいい」

「…………」

　サヨリが顔をうつむけた。前まえ髪がみが顔にかかり、表ひよう情じようをかくす。……コウはもどかしさをおぼえた。実じつ際さいに、サヨリは何も悪いことはしていない。だが、言葉でいくら言っても、彼女は納なつ得とくしないだろう。こういう時、自動人形同士のように直ちよく接せつ精せい神しんをつなげたなら、少しは気の利きいた慰なぐさめができるのだろうか。

「辛いわね」

　ぽつりとマイカが言った。サヨリがさらに顔をうつむける。

「申し訳わけありません」

「ちがうわ。あなたが、よ」

「……私が？」

　サヨリが顔をあげた。

「そう。……今、どんな気持ちがする？」

　そんなもの、今にも泣きだしそうなサヨリの表情をみれば一目でわかる。だが、あえてマイカは訊きいた。……人は、いつだって自分の気持ちがわかっていないものだ。

「……奇き妙みような感じです。不安でも恐きよう怖ふでもなく……とても残念な、惜おしいような……寂さびしさに似にていますが、もっとずっと強い感情です」

　マイカは、寝しん台だいで半身を起こすサヨリの頭を両手で抱だきよせた。

「憶おぼえておきなさい。……それが『悲しい』ってことよ」




　　　　二




　工こう房ぼうに行くと、すでにシーラが待っていた。

「待たせたか。……悪いな」

「いいえ。私が早く来すぎたの」

　赤い瞳ひとみの自動人形が首を横にふった。その動きにあわせて、今は黒く染そめている髪が揺ゆれる。

「それで？　なに、話って」

「まずは礼だ。サヨリを救ってくれてありがとう」

「当然のことをしたまでよ。あのコは私の子供だもの」

　何の衒てらいもなくさらりと言う。

「これからどうするつもりだ？」

「さあ」

　シーラは肩かたをすくめた。

「どうしようかな。今回の件けんで、サクヤもあっちこっちから目をつけられちゃったみたいだし」

「ここに留とどまって、呪じゆ医いをしながら僕ぼくの先生になるってのはどうだ？」

　紅あかい瞳の自動人形は、遠いものでも見るような目をして微笑ほほえんだ。

「あはは。……いいね、それ」

「だろう？」

「でも、きっとダメ。私が一つ所に留まると、色々と問題がおきるもの」

「どうしてだ？」

「わかってるくせに。……私は、自分の躰からだですら自分のものじゃないの。そんなモノに、どうやってまともな社会生活ができるっていうの？」

　シーラの口調に非ひ難なんが混まじる。

「……そうか」

　コウは一通の封ふう筒とうを取りだした。

「つまり。君が、自分の躰に対する権けん利りを持てば、なんの問題もないわけだ」

　そう言って封筒をさしだす。

「……なに？」

　いぶかしげに眉まゆ根ねをよせて、シーラはさしだされた封筒をうけとった。中に折りたたまれていた書類を広げる。

「財ざい団だん法人『硝子ガラスの杜もり』？」

「そう。いい名前だろ」

　硝子は技ぎ術じゆつ、杜は聖せい域いきをあらわす。人の業わざによって産みだされた者たちの、安息の場所となるように、との想おもいをこめてつけた名だ。

「……財団法人ってどういうことよ？」

「ああ。サクヤが君を寄き付ふしたんだ。これからは、君は『硝子の杜』の主たる財産ということになる」

「誰だれが何をどうしたって？」

　思わずシーラがききかえす。何か、すごく無む茶ちやな話を聞いたような気がする。

「ようするにだね。君には、法人としての財産権……つまり、君自身の所有権が認みとめられる」

「……なんで？」

「君は無主の動産……ひらたく言えば持ち主のいない落とし物だからね。拾い主のサクヤに権利があったんだ。で、彼女の寄付行こう為いによって財団法人『硝子の杜』が誕たん生じようしたというわけだ。……ついでに、この工こう房ぼうは『硝子の杜』の本ほん籍せき地ちとして登記してある」

　驚おどろいたことに、サクヤは実に気前よくこの工房を譲ゆずってくれた。「もともとアンタが工房を開くことになってたんだし」とは彼女の弁べんである。……以前から思っていたのだが、あの魔ま術じゆつ道具屋は見てくれに反してかなりの資し産さん家かなのではないだろうか。

「あきれた」

　シーラは首を左右にふった。

「こんな無茶なこと、よく考えついたわね」

「考えたのは僕じゃない。マイカだよ」

　コウは肩をすくめた。

「こういうものは、多少むりやりでも、いったん認めさせてしまえば、そう簡かん単たんに覆くつがえることはないらしい」

　そして、彼女には多少の無理なら通してしまうツテがある。……やはり、権力というものは偉い大だいだ。

「……最初っから、なにか隠かくしているとは思ってたけど。キミもけっこう意地が悪いね」

「もったいぶった方がありがたみが出るだろ？」

「ええ。……涙なみだがでるくらい」

　シーラが少し湿しめった声を出す。

「ところで、財団法人なら運うん営えいのための人手が要いるだろう？……ここに将しよう来らい有望な錬れん金きん術じゆつ士しの卵たまごがいるんだけど、どうかな」

　とりつくろうようにコウが言った。シーラが、少し上目づかいに錬金術士の卵を見る。

「……お給料、安いわよ？」

「問題ない。貧びん乏ぼうにはなれてる」

　コウは、表情をあらためて、頭を下げた。

「じゃあ、これからよろしく頼たのむ、先生」




　　　　三




　中央駅は、雑ざつ踏とうの中にあった。

　その人ひと混ごみに、背せ中なかまである髪かみを無む造ぞう作さに束ねた法ほう衣い姿すがたを見つけて、コウは柱の陰かげから歩みだした。

　彼女は、自分の行く手をさえぎった人ひと影かげに視し線せんを向け、驚いたように立ちどまった。

「コウ!?……どうして？」

「シーラからきいた」

「……あの、おしゃべり」

　口のなかで小さく毒づく。だが、それは、照れ隠かくしの響ひびきをもっていた。

「また黙だまっていなくなるつもりだったのか？」

「しんみりするのは嫌いやなのよ。同情をひこうとしているみたいじゃない」

　サクヤが顔をそむける。

「……でも、ありがと。来てくれて嬉うれしかった」

　それから、何かを思いついたように手に提さげた荷物を漁あさった。しばらくの間があって、若わかき公こう認にん魔術士は一冊の帳面をとりだす。

「あげる。……せっかく来てくれたのに、手ぶらで帰しちゃ悪いから」

「いいのか？」

　それは、手書きの呪じゆ文もん書しよだった。魔術士にとって、持てる技わざは一番の財産である。とまどうコウに、サクヤは肩かたをすくめてみせた。

「これでも、アンタには感かん謝しやしてるの。それに、今、私の持っているもので、あげられるものってこれぐらいしか思いつかないし」

「そうか。……ありがたく受けとらせてもらうよ」

「それから、これも」

　サクヤは一枚まいの紙をさしだした。

「？」

　コウはその紙を受け取った。そこには、なにやら物もの凄すごい金きん額がくが書かれている。

「あの工房の代金。ちゃんと払はらうのよ」

「……聞いてないぞ、こんな話」

「言ってないもの」

　背中まである髪をかきあげて、彼女は少し意地の悪い笑えみを浮うかべた。

「ホントはね、後からまとめて請せい求きゆうしてやるつもりだったの。アンタが浮かれてる時に水を差してやったらおもしろいだろうなぁ、って」
















「……おまえ、性せい格かく悪くなってないか？」

「成長したって言ってよ」

　サクヤが唇くちびるをとがらせる。

「これでも、色々と苦労してるんだから」

「そうだな」

　最初に会った時、彼女はただの見み栄えっ張ぱりな少女だった。そして、今や自分の手の届とどかない高みへ昇ろうとしている。

「まあ、背せはのびたな」

　なんとなく、サクヤの頭に手をのせる。昔より高い位置にあるそれは、しかしどこか懐なつかしい感かん触しよくがあった。

「……馬ば鹿か」

　一いつ瞬しゆんだけ、懐かしむように目を閉とじてから、サクヤがその手を振ふり払った。

「気安く女の子の髪に触さわるんじゃないわよ」

　跳とびのくように距きよ離りをとる。

「たまには顔をみせろよ。親父おやじさんも寂さびしがってるぞ」

「余よ計けいなお世話っ！」

　コウに向かって顔をしかめてみせてから、魔ま術じゆつ道具屋の娘むすめは身をひるがえした。遠ざかっていく法衣の後ろ姿は、すぐに雑ざつ踏とうにまぎれて見えなくなる。

「がんばれよ」

　もう、見えなくなった背中に向かって、コウはそうつぶやいた。







　あとがき







　お久ひさしぶりです。あるいは初はじめまして。渡辺まさきです。

　私の二冊目の単行本『夕なぎの街まち　こころのかけら』を手にとっていただきまして、まことにありがとうございます。皆みな様さまのおかげをもちまして、こうして無ぶ事じにシリーズ第二巻を出すことができました。……正しよう直じき、シリーズタイトルなんかつけて、次が出なかったらどうしようかと思っていたのですが、とにかくこれで一安心です。




　この本は、私のデビュー作『夕なぎの街　十八番街の迷まよい猫ねこ』の続編にあたります。ただし、一番最初に収しゆう録ろくされている短編『硝子ガラスの杜もり』は、単行本に先だってファンタジアバトルロイヤルに掲載されたものです。なので、『硝子の杜』から読んでいただくと、また違った楽しみがあったりするかもしれません。……ちなみに、ファンタジアバトルロイヤルから読んでくれた私の知人は「サヨリが立った！」などと申しておりました。




　さて、それではさっそく裏話です。

　今回は、お話の軸じくとして、読者の方に評ひよう判ばんの良かった自動人形の設定を掘ほり下さげてみました。やはり、お客様の意見は大切ですから。……とか言って、ホントは私が書きたかっただけなんですけど（笑）

　自動人形の設定は、シワにならないシャツがきっかけだったりします。形けい状じよう記き憶おく繊せん維いを、ロボットの駆く動どう系けいに使えないかと考えたんですよ。形状記憶合金を使ったロボットは現実にありますし、電気を流すことで収しゆう縮しゆくする繊維が作れるんじゃないかと思いまして。

　そうして、人間と同じような内ない骨こつ格かくの上に、機能性繊維の人工筋肉をつけるという自動人形のイメージが出来あがりました。実際のロボットでも、歯車やモーターだと走ったり跳とんだりした時の衝しよう撃げきに耐たえられないと聞きましたので、それなりに説得力のある設定ではないかと思っています。

　もっとも、形状記憶繊維の仕組みは、分子が半分ずれた状態にあるところに熱を加えることで分子間距離が開き、繊維の分子がもとの位置にもどる、というものですが。作中の人工筋肉は、エネルギーを与えることで、アクトミオシンのように、分子間のすべり現象をおこすということにしてあります。……分子間距離うんぬんでは説明が面倒ですし、どうせ架空の物質ですからね。




　また、本書は、少し変わった構成になっています。戸と惑まどわれる方もいらっしゃるのではないでしょうか。とはいえ、こういうスタイルの本もないではないので、「まあ、たまにはいいかな？］くらいのおおらかな気持ちで楽しんでいただけるとありがたいです。




　ついでに、本編で説明できなかった部分を補足しておきます。

『士』には「知識で身をたてる人」「一定の職業の人」という意味があります。ですから、『錬れん金きん術じゆつ士し』『魔ま術じゆつ士し』という言葉は、「錬金術で生計を立てる人」「魔術の知識のある人」というくらいの意味だと思ってください。

　市販の蜂はち蜜みつは滅めつ菌きん処しよ理りがされていますので、水で薄うすめてほうっておいても発はつ酵こうが始まったりはしません。というか、お酒の密造は違法ですので、良い子も悪い子もやっちゃだめですよ。

『欠片かけらの人形』とは、自己増殖機械の数学的モデル『セル＝オートマトン』の強引な意訳です。ちなみに、セルは『細胞』あるいは『小部屋』、オートマトンは『自動機械』と訳すのが一般的みたいです。

　成人年齢が二十歳なのは、今の日本がたまたまそうだというだけで、時代や国によっていくらでも変わる可能性があります。そもそも二十歳で成人ということに明確な根拠はありませんしね。なので、背景となる事情が異なれば、例えば十六とか十八くらいで成人ということも充分あり得ます。……そのあたりは、とりあえず皆様のお好きなように解かい釈しやくしてください。キャラクターのイメージには、年齢という要素も重要でしょうから。




　例によってキャラクターの名前はお魚の名前をモトネタにしています。こちらも簡単に説明しておきます。

『しいら』というのは、切身や味噌漬になって売っているお魚のことです。生きている時はとても綺き麗れいな色をしているのですが、死ぬと灰色になってしまいます。

『レン魚』。中国原産の淡水魚です。産卵時、卵を流しっぱなしにするので、短い河川では繁殖ができず、日本では利根川流域にだけ生息しています。

　冊さく（作）というのは、刺身に切る直前の短冊状の身のことです。ちなみに『冊さく屋や』というのは、冊を扱っているお店や冊取りの担当者を指す私の仲間内でのスラングで、たぶん、一般には通用しないです。……って、魚の名前じゃないぢゃん（笑）




　それから。ちょっとした言い訳です。

　一部、術語や概念の使い方が正確ではないところがあります。私の力量不足と言えばそれまでですが、多少不正確になるにしても、法令文や学術書みたいな表現は避けたかったもので。

　また、魔術関係の記述でいくつか細かい噓うそをついてます。それらは、お話の都合やわかりやすさを優先した結果です。なので、前回同様、本作のオリジナル設定ということで納得してください。




　最後に、お礼です。

　今回も色々とご迷惑をかけた編集の松岡さん。プライベートな事情で余よ計けいな手間と心配をかけたことをお詫わびします。

　美び麗れいなイラストを描いてくれた山田さん。読み切り短編のゲストキャラだったシーラが、再び登場したあげくにしっかり居座ってしまったのは、山田さんのイラストがあればこそです。

　アイデアを与えてくれたたくさんの歌たち。特に、シーラに関する重要なイメージを与えてくれた谷山浩子さん＆岩男潤子さん、『硝子の杜』を書くきっかけとなった岡崎律子さんの歌にはお世話になりました。

　ファンレターをくれた方、メールをくれた方、ネット上で私の小説の感想を書いてくれた方。皆様の応援・感想・お叱しかりの言葉が物語をつくる何よりの原動力となりました。これからも、呆あきれず見捨てず叱しつ咤た激げき励れいのほどよろしくお願いいたします。

　それから、この本を作るにあたって、見えないところで力を貸してくださった皆様。皆さんの協力がなければ、この本が形になることはありませんでした。心から感謝します。




　そして、何よりこの本を手にとってくれたあなたへ。本当にありがとうございます。また、いつかどこかでお会いできる事を切に願います。

















　　初出：『硝子の杜』




　　　　　月刊ドラゴンマガジン平成14年４月号増刊ファンタジアバトルロイヤル掲載
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